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　その少年たちは、市内にある小さな公園で目的のない時間を過ごしていた。

　連日の雨天で、バイクを走らせる気にもならず、カツアゲをしようにも、カモがいない。梅雨つゆに入る前まで、彼らは学がく習しゆう塾じゆく帰りの小中学生を主に狙ねらっていた。だが天気のせいか、それとも獲え物もの側に警けい戒かい心しんが芽生えたのか、この頃ごろ子供たちは、塾の前まで迎むかえにきた親の車に乗り込み、安全圏けんで立ち去ってしまう。

「……また降ってきやがった」

　空を見上げ、少年の一人が呟つぶやく。時刻は深夜十二時近く。空から落ちた一ひと滴しずくの雨あま粒つぶが細かい霧きり雨さめに変わるのに、一分もかからなかった。大して盛り上がらない会話を無理矢理続けていた彼らは、それを機に立ち上がった。

　六人の少年が公園の出口に向かって歩き出した時、一人が足を止めた。出口近くの公衆トイレの裏側に、人ひと影かげがあった。小学校低学年くらいだろう、迷まい子ごか家出かはわからないが、黒い服を着た少女だった。

　少年は仲間に呼びかけた。時間帯、場所、状じよう況きよう──それらを考え、多少は不ふ審しんと判断できるその人物を、彼らは無視して立ち去るべきだった。それでも少年たちが足を止めてしまったのは、その日の収しゆう穫かくがゼロであり苛いら立だっていたことと、単純に元々彼らの運がなかったからであろう。

　リーダー格の少年が、いつも対象にそうするように、威い圧あつを含ふくめた声を少女に投げる。少女は十秒ほどの間を置いて、ゆっくりと振ふり返った。

　薄うす暗ぐらい闇やみの中、小さな瞳ひとみが左右に一往復だけ、動く。水銀灯に照らされた白目が、冷えた光を放つ。

「何を睨にらんでるんだよ。持ってる金、全部出しな。ないなら家に戻もどって取ってこい」

　凄すごんだ少年へ、少女は素す直なおに右みぎ腕うでを差し伸のべた。指の先まですっぽり覆おおった長い袖そでの先に、金は見当たらない。口を開きかけた少年より先に、少女の腕が動いた。

　黒い服の袖口から、腕が伸びる──文字通り、袖から飛び出した細い腕は、異常なまでに長さを増して伸び、蔓つるのように少年の体に巻きついた。少年の胴どうを三周ほど回ったところで、腕は伸びることをやめた。

　呆あつ気けにとられ、されるがままになっていた少年が、ようやくその異常事態に反応し悲鳴を発した。仲間の少年も声を上げ、暗い公園に恐きよう怖ふが満ちる。

「……これでいいんだよね、お姉ちゃん……」

　呟いた少女の頰ほおの上を、透とう明めいな雫しずくが通過する。雨に打たれたまま、彼女はただ静かな表情を浮うかべていた。




　ビニール傘がさの上に、鈍にぶい音を立てて雨粒が流れてゆく。滑すべり落ちた水すい滴てきが、学校指定の白いワイシャツの肩かたに滲しみる。暦こよみの上では来週から七月に入るが、毎日雨が続き、気温もやる気をなくして、夕方に向けて下がる一方である。

　最近何となく肺が痛むが、夏なつ風か邪ぜでもひくのか、それともただの煙草たばこの吸いすぎか──そんなことを考えながら、一いち条じよう京きよう介すけは小さくため息をついた。

　ため息ばかりもついていられないので、手にしていた長い木の杖つえ──玲れい洗せん樹じゆの枝と呼ばれる杖を地面に突つき立て、京介は呪じゆ文もんを唱える。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。黄土を支点に一里まで浄じよう化か。滞とどこおりし澱よどみは辰たつへ沈しずめ」

　京介の足元の地面が、薄うすい金色の光を放った。光は轟ごう音おんと共に輝きを強め、空き地の至るところにできた水みず溜たまりを飲み込んで駆かけ抜ぬける。その土地全体が、一いつ瞬しゆんだけ黄金色に染まった。

　数秒後、光は何事もなかったように消しよう滅めつし、雨の降る音が戻った。ぱちぱちぱち、と乾かわいた拍はく手しゆが空き地の片かた隅すみで発生し、傘かさを差したスーツ姿の女が京介の方へ歩み寄って来る。

「お疲つかれ様さまです、一条京介さん。では、ただ今の『矯きよう正せい術者三ヵ月継けい続ぞく試験』の結果をお知らせ致いたします」

　髪かみの毛を後ろでひとつに束ね、額も耳もすっきりと出したその女は、持っていた書類挟ばさみにボールペンで何かを書きつけながら、かなりの早口で言った。

「澱んだ土地の発見、及および現場への移動時間は、これといって問題ございません。まあ、多少わたくしにはのんびりしているようにも見えましたが、大した遅おくれではないでしょう。それがあなたの性格から来るものであるならば、今後の成長も考こう慮りよしたいと思います」

「どうも」

「次に……」

　気のない返事をした京介に一度だけ目を上げ、女は書類に目を戻す。京介は空き地の横を通る道路を眺ながめていた。

「澱みの原因の判断。それにかかった時間。こちらもごく平均的ですね。まあ今回は、一いち目もく瞭りよう然ぜんというケースでしたけれど」

　郵便配達員が、ひたすら面めん倒どう臭くさそうに水溜まりを蹴け散ちらして、自転車を漕こいでいく。雨で全身を濡ぬらした野の良ら犬いぬも、心から面倒臭そうに電信柱の臭においを嗅かいでいた。道の片側に長く続く石いし垣がきから顔を覗のぞかせている紫陽花あじさいも、やはり面倒臭そうに花弁を広げている。そしてそれを眺める京介は、単純に雨に疲れていた。

「先ほどの澱みの浄化、こちらも問題ないでしょう。呪文詠えい唱しようにあやしい点もありませんね」

「それはよかった」

「ただひとつ──澱みの原因の解消、ですが」

　顔を上げた女が、切れ長の瞳を強く光らせる。ハイヒールの踵かかとで強く水溜まりを踏ふみ、女は京介の前を右から左へゆっくりと移動した。

「今回は暴走族の抗こう争そうが原因でした。グループ十四名が仲間割れをし、乱らん闘とう騒さわぎ。怪け我が人にんも多数出ていた──あなたはそこへ黙だまって乗り込み、黙って全員殴なぐり倒たおした。かかった時間は約一分三十四秒」

「約っていうか、正確だな」

「暴走族は泣いて退散──まあ、彼らの闘とう争そう心しんを鎮しずめたという見方からは、問題ありません。ですが、泣かせてどうするんですか。彼らがあなたに対して放った恐怖で、土地の澱みは最初の状じよう況きようより、少しですが濃こくなりました」

　この世界の大地には、光こう流りゆう脈みやくと呼ばれる特とく殊しゆな力が網もう羅らされている。ある血統を受け継つぐ人間にのみ扱あつかえるその力は、あらゆる神秘的な現象を可能とする。

　一方で、光流脈は様々な外的影えい響きようを受けやすいという欠点を抱かかえている。その原因のひとつが、生き物の放つ負の感情。影響を受け、光流脈が機能低下を起こした箇か所しよは、土地に「澱み」となって表れる。

　京介はその澱みを修復──専門用語で「浄化」する職に就ついている。今日は、その光流脈矯正術者が担当区域を持たされてから、三ヵ月目に受ける継続試験の日である。この試験に落ちると担当区域を取り上げられる──要するに、報ほう酬しゆうが入ってこなくなる。

　矯正術者も含ふくめた、全すべての光流脈使いが属する組織「本ほん家け」から来た試験官の女は、空き地の奥に転がった土管の前で立ち止まると、何のつもりでか、胸を張って言った。

「最終的には全て浄化するのだから構わないという意見もあるでしょう。これはわたくし個人の意見ですが、結果よければ全てよしという考えは、矯正術者には好ましいとは思えません。全て土地と対象に優やさしく、術者の力は世界のため──それがわたくしのモットーです」

「へえ……」

　京介は灰色の空を見上げ、適当に相あい槌づちを打った。放課後、虹にじ原はら高校から自宅には戻もどらず、そのまま本家の受験者集合場所に向かった。本家は駅東口前のビルにあるが、集合場所は外の裏庭だった。現在組織内部が忙いそがしく、矯正術者の試験ごときのために部屋を宛あてがわれない、というのが理由だった。以来、もう三時間も傘を差し続けている計算だ。

「いいですか、一条京介さん。わたくしだったらこうします。まず、暴走族に話しかけます。いきなり殴るなど、もっての外ほかです。たとえ相手が殴りかかってきても、です。話せば必ずわかるのです」

「目には目を、歯には歯を、右フックにはボディーブローを」

「はい？」

「おれの父親のモットーだけど、これは別にどうでもいい」

「……以上、総点数と致しまして……」

　女は再び書類にペンを走らせ、大げさな動作でその紙を剝はぎ取り、京介へ突き出した。

「八十二点。八十点以上が合格ラインですから、このまま虹原市五丁目から七丁目の担当区域を継けい続ぞくして頂きます」

「どうも」

「今後もより一層、術者としての力を磨みがいていって下さい」

「はい」

「いいですか、一条京介さん、全て土地と対象に優しく──」

「……術者の力は、世界のため」

「よろしいです。それでは」

　女は雨を蹴散らすようにして、空き地から出て行った。

　もらった書類を畳たたみ、制服のポケットに入れ、京介は代わりに煙草たばこの箱を取り出した。火を点つけたが、フィルターが湿しめっていていつもより不味まずく感じた。

　本家の規則に「十八歳未満の術者は二人一組で行動する」というものがあり、十六歳の京介は双ふた子ごの妹の豊ゆた花かと組んで、担当区域を持たされている。本来ならば、豊花もこの試験に参加しなくてはいけないのだが、今日は病欠ということになっている。どこが病気なのか知らないが、豊花は放課後、京介の教室に乗り込んできて「頭が痛いの。お腹なかが痛いの。心が痛いの。だから試験は京介がやって」と言い残し、飛び跳はねるようにして下校して行った。そういえば、今日は夕方から豊花が楽しみにしている時代劇が放送される日だった。

　これで試験に不合格になっていたら、多分豊花から頭と腹と心を痛めつけられることになっていただろう。とりあえず今日の身の安全は確保できたようだと、京介は長く煙けむりを吐はいた。

　正式な矯きよう正せい術者になって、もう三ヵ月が経たつ。だが京介には、まだ自分の力の価値がよくわからなかった。




　虹原駅東口。両りよう隣どなりをドーナツショップとレンタルビデオ店に挟はさまれた、七階建てのビルがある。元々古い建物であるが、梅雨つゆ時季の現在、コンクリートの壁かべは一日中雨を吸い込み、灰色を通り越こした黒色に染まっている。

　ビル全体を独どく占せんする組織の正式名めい称しようは、光流脈統とう轄かつ管理本局。世界各地に点在する支局の、総そう元もと締じめ的役割を果たしているここは、関係者からは通つう称しよう「本家」とも呼ばれている。

　時間的に昼休きゆう憩けいなのか、傘かさを差した多数の職員がビルを出入りしていた。持ち帰り弁当の袋ふくろを提さげた若い女子職員が二人、一階ホールでエレベーターを待ちながら、世間話をしていた。

「ねえあの話、聞いた？　街の中に変なやつが出てくるとかいう……」

「ああ、あれ。何か色々、騒さわがれているらしいじゃない」

「一昨日おとといの夜から、市内担当の矯正術者が何件か目もく撃げき報告を出しているわ。まだ解決しないみたいだけど」

「無能よねー矯正術者は。さっさと何とかできないわけ」

　来たエレベーターに乗り、女子職員らは七階のボタンを押す。

「わざとじゃない？　軽く怪け我がして、保険と治ち癒ゆ休きゆう暇かをもらおうとしてるんじゃないの。ほら、もうすぐ夏だし。普ふ通つうに働ける矯正術者に、休暇はないし」

「卑いやしいわねー矯正術者は」

　組織の中では最下層に位置する矯正術者への陰かげ口ぐちを、彼女たちが大いに叩たたき終えた頃ころ、エレベーターはビル最上階に到とう着ちやくした。

　七階は一フロア丸ごと、一つの部屋になっていた。家か長ちよう室──本家を統すべる、最高地位たる存在の執しつ務む部屋である。

　受付と警護を兼かねた係員にボディーチェックを受け、女子職員らは室内に入った。パーティションでいくつかに仕切られた机の間を移動し、自分たちの席に戻る。彼女たちの役職は、家長室専属情報調整係。様々な部署から回ってくる家長室宛の報告書を確かく認にんし、整え、家長へ提出することを任務としている。この係の働き次し第だいでは、いくら届けを出しても家長本人に書類が届かない、という事態もあり得る。

「あ、また何か来てる」

　昼食を買いに行っている間に届いたらしい新たな報告書を見ると、女子職員は嫌いやそうな声を上げた。それは先日、術研究部特とく殊しゆ実験課で行なうことが決定した、ある術実験に関する詳しよう細さい書類であった。

　報告書の上に弁当箱を置き、女子職員は大たい儀ぎそうに椅い子すに腰こしを下ろす。

「面めん倒どうだなあ。特殊課の実験指令書って、細かいから書くの嫌なのよねえ」

「それ、光こう主ぬしの印章、入ってるじゃん。早く家長に回さないとまずいよ」

　隣の席から書類を覗のぞき込んできた同どう僚りようの職員が、割り箸ばしを割って言う。

　光流脈は千八百年以上の昔に、一人の巫女みこが基き礎そを築いた。光主とはその巫女の、長子の血を引き継つぐ一族である。本家という組織を創ったのは光主一族であるが、実質的な運営は全すべて家長が取り仕切っている。もっともそれが表面上の体制にすぎず、真の支配者が光主であるという認識は、術者の間ではほぼ常識化していた。

「で、何の術実験が始まるの」

「さあ？　でもなかなか大がかりみたい。術研究部の分室も立ちあうみたいだし」

「あそこの部署、まともな仕事するのね。光主のお嬢じよう様さまの遊び場だと思ってた。趣しゆ味みの実験場って感じ」

「あと、ほら、あの連行係も動くみたいよ。すごいよね、あそこのやり方」

「誘ゆう拐かい係に改名した方がいいと思うけどねえ……。あ……」

　職員の箸が止まる。パーティションの陰かげから、夏物のグレーのスーツに身を包んだ若い男が顔を出していた。男の名前は遠とお峰みね秋しゆう一いち。スーツが似合わない新入社員じみた顔をしているが、彼こそが本家のトップ、家長である。

「家長……」

「今の話、本当？」

　女子職員が呼びかけると同時に、遠峰秋一は嫌そうな顔を──宿題を出された小学生のような顔をして言った。

「例の術実験の詳細書類、揃そろっちゃったの？　うわあ、今すぐ開始しなきゃ光主に怒おこられる。怒られるのは嫌だよー」

　遠峰秋一はよろよろと歩み寄ってきて、空いている椅子へ勝手に座り込んだ。その席には、まだ職員が手をつけていない大量の書類がある。

　その中から一枚取り上げて眺ながめると、遠峰の眉まゆ尻じりが更さらに下がった。

「ああ、護衛隊長の本ほん坂ざか君の、正式な退職届だ……」

「あの、家長、私たちが処理するまで、その辺の書類には手を……」

「……シドニーの支局に行きたいって、ずっと言ってたもんなあ。あの人、二人分の働きをするから、気に入ってたのに。どうせ僕はコアラに負けるよ」

　職員の言葉を無視し、遠峰は別の書類を見て、呻うめき声に近いため息をつく。

「家長解任の懇こん願がん書しよじゃん、これ。誰だれさ、こんなの出したの。匿とく名めいだけど、この字は絶対に副家長の石いし田だだ。『本家の未来のために、遠峰秋一氏の辞任を願い奉たてまつり候そうろう』なんて書くのは、あいつしかいない。奉りって何なのさ」

「あの、家長……」

「あー、これ、またあの事件の報告書だ。『六月二十六日未明、虹原南四丁目十番付近で、不ふ審しん者しやに襲しゆう撃げきされた』。飽あきた。この手の報告書は飽きたよー」

　書類を机の上に戻もどし、遠峰は立ち上がった。蛍けい光こう灯とうを見上げ、疲つかれたように長く息を吐はき、言う。

「色んなことが集中して起こるなあ。これでまた、先月みたいに華か奈なちゃんの部署が事件を起こしたら、どうしてくれよう」

　蛍光灯から職員へ視線を戻し、遠峰は尋たずねた。

「最近、術研究部の分室から、実験報告書は出てる？　ああ、あそこは報告の前に材料を申しん請せいしてくるんだった。実験材料補ほ充じゆう催さい促そく書しよが出ていたら、いつも通り全部却きやつ下かしてやって」

　問われた職員は、慌あわてて書類の山を漁あさった。

「えーと……特に申請も報告も、出ていませんね」

「怪あやしいなー。動きがないのが逆に怪しい……」

「でも、今度の術実験に立ちあうようですから、怪しいことをしている暇ひまはないと思いますけど……。それにこの間、家長が、分室にある実験材料を洗い直すって言って、没ぼつ収しゆう命令出しちゃったじゃないですか。今は材料がほとんどないから、何もできないんじゃないですか？」

「そうかなあ……気になるけれど、追つい及きゆうしてる時間がない。午後から光主との謁えつ見けんだー。怒られるよー、帰りたいよー」

　遠峰は来た時と同じように、よろよろとした足取りで去って行った。

　職員らは顔を合わせ、「上に立つ人間は大変ね」と呟つぶやいた。




　中身が固まっているのは、やはり梅雨つゆ時の湿しつ気けのせいだろうか。学生食堂のテーブルに備えつけられた七しち味み唐とう辛がら子しの瓶びんを振ふりながら、一条京介は考えていた。

　今日も天気は、雨。窓の外には重い色をした雲が広がり、陰いん気きな音を響ひびかせて雨あま粒つぶがガラスを叩たたいている。定員二百名の学食はほぼ満席で、生徒たちの放つ熱気と話し声が換かん気きの悪い湿しめった空気を、賑にぎやかにかき混ぜていた。

　京介の隣となりに座っていた生徒が食事を終えて立ち上がると、すぐに別の女子生徒が椅子の確保に来る。──と、その半はん袖そでのセーラー服の腕うでが、京介の手から瓶を奪うばった。

「この学食の七味はね、出すのにコツがいるの。こうよ、こう」

　長い黒くろ髪かみの女子生徒は得意気に言い、瓶を振った。京介のわかめうどんのわかめが真っ赤に変色するほど、大量の七味唐辛子が出た。

　ため息をつくと、赤い粉が鼻先に舞まい上がってきた。京介がうんざりして隣の席を見ると、女子生徒は偉えらそうな笑えみを浮うかべ、自分の食事に箸をつけている。カツ丼どんとカレーライス、天ぷらうどんは大盛り。デザートのつもりなのか、トレイの隅すみにはプリンが置いてあるが、蓋ふたにはビッグサイズと堂々と記されていた。

　これだけの量を食べきる女子生徒は、県立虹原高校には多分一人しかいない。一条豊花──京介の双ふた子ごの妹である。

　二卵性双そう生せい児じながら、母親譲ゆずりの外見はよく似た兄きよう妹だいなため、一いつ緒しよにいるとそれなりに人目を引いてしまう。今も周辺の席から無ぶ遠えん慮りよな視線を受けているが、それは豊花の食事の量のせいだろう、と京介は思った。

「梅雨って嫌いやよねえ」

　ものすごい勢いでうどんをすすりながら、豊花が言った。多分話しかけられているのは自分だが、面めん倒どう臭くさかったので、京介は黙だまって箸を置いた。食欲が一気に消しよう滅めつしてしまい、代わりに制服のポケットから煙草たばこの箱を引っ張り出す。

[image: ]

「梅雨時って、食べ物が傷いたみやすくなるじゃない？　だからさあ、春までは手作りのお弁当とか持って、屋上で仲よくご飯を食べてたカップルが、全員購こう買ばいに流れてくるのよ。そのせいで、あたしの愛するパンがいっつも売り切れになっちゃうの。購買のおじさんもさあ、六月は仕入れを多くするとか考えればいいのに。全く、マーケティングがなってないわよ、本当」

　豊花は汁しるの一いつ滴てきまで飲み干した器うつわをどかし、今度はカレーライスにスプーンを突つっ込んだ。

　梅雨のせいで、昼休みにおける生徒の動向に変化が生じているのは、京介も承知していた。京介自身も、雨天時の昼ひる寝ね場所を求め、体育館から空き教室まで、色々と校内を歩き回った。だが、どこもかしこも雨を避よけた生徒だらけで、寝るどころではなかった。

　歩いたせいで何となく空腹を感じ、学食に来たはいいが、隣りん席せきを豊花に座られてしまったとなると、もう今日はついていないとしか言いようがない。何もかも梅雨が悪いんだと、背後にある窓に向かって、京介は長く煙けむりを吐いた。

「学食で京介と一緒になるなんて、入学以来初めてだわね。あんた、お昼はいつもどうしてるの？」

　カレーライスをカツ丼にかけるという荒あら技わざを披ひ露ろうしながら、豊花が尋ねた。学食内は、というか、そもそもが校内はどこでも禁きん煙えんのはずだが、テーブルの上には灰皿があった。

　禁止したところで、どうせ隠かくれて吸われてしまう。床ゆかやテーブルに灰を撒まかれるくらいなら──そんな学食側の好意だろうか。気が利きいているなと思い、灰皿を使いながら京介は答える。

「食ったり、食わなかったり、適当に」

「ふうん……あっさりしてるのねえ。あたしなんか毎日二時間目の授業が始まる辺りから、今日のお昼は何を食べるか考えているわよ」

「大変だな」

「そうなの。大変なの。でもちょっと気になるのは、学食で食べようとすると、友だちが誰だれも一緒に来てくれないことなの。どうしてかなあ。教室では、一緒にお弁当食べてくれるのに。ひょっとしてあたし、嫌きらわれてるのかなあ……何かしたかなあ……」

「人に嫌われても、別に死なない」

「京介に慰なぐさめられても全然元気出ない。ねえ、そのうどん食べないの？　もらってもいい？」

　汁まで赤く染まった地じ獄ごく絵図のようなうどんの容器を、京介は黙って豊花の方へ押しやった。

　傍ぼう若じやく無ぶ人じんな妹が、人にどう思われているのかを気にするということが、京介には意外だった。それではつまり、日々豊花が行なう京介に対する暴君的振る舞いは、あれでも少しは手加減をしているということだろうか。十六年も同じ屋根の下に暮らしているが、迂う闊かつにも京介はそのことに気がつかなかった。術者の仕事で報ほう酬しゆうがそこそこ貯たまったら、できるだけ早く家を出て一人で暮らそう、と思った。そうしないと、長く生きられない可能性がある。

　頭の中で、あとどのくらいで家を出られるのか、かなり真ま面じ目めに京介が暗算を始めた時、向かいの席に新しい生徒が座った。その生徒がテーブルの上に身を乗り出し、言った。

「……一条京介、だよね？」

　京介が顔を上げると、茶色い髪に妙みようなウェーブをかけた男子生徒が、値札でも見るような目線をこちらに投げていた。男子生徒のワイシャツの色も型も一応校則通りだが、彼の胸ポケットの上には、どこかのブランドのマークがついている。左手首には銀色の腕うで時ど計けいが燦さん然ぜんと輝かがやき、露ろ骨こつな自己主張をしていた。

「あ、俺、三年四組の赤あか尾お秀ひで春はる。お前、一条京介だろう？」

　わかめのような頭とう髪はつをかき上げ、赤尾と名乗った男子生徒は、再度尋たずねた。覚えのない顔と名前だった。京介は灰皿に煙草を押しつけて火を消しながら、問い返した。

「そうだけど、どこかで会ったことあるか」

「ないよ。でも噂うわさで聞いたんだ。困ったことがあったら、一年の『魔ま女じよ』、一条京介に頼たのめって。魔法を使えるって、あれ、真しん剣けんな話か？」

　宙に漂ただよう煙の残りを、京介はため息をついて拡散させた。

　先月、校内でちょっとした事件を解決させてから、自分に関する困った噂が流れ始めたことを、京介は知っていた。一条京介は魔法使いらしいとか、何とか。多くの生徒の前で光流脈矯きよう正せい術者としての力を使ってしまったことが原因であることは、明らかだ。だが仮に説明をしたところで誰も理解しないだろうし、そもそもが一いつ般ぱん人じんに対して光流脈の説明をすることは、本家の規則で禁じられている。

　京介は誰かの誤解を解きたいつもりもなかったし、誰に中傷されてもどうだっていいと思っていた。だがこうして面と向かって言われると、諦あきらめを通り越こした疲ひ労ろうしか感じない。

　疲つかれることは好きではなかったので、暇ひま潰つぶしのからかい相手にされるのならば、相手には消えてもらおうと思った。だが、赤尾秀春と名乗った三年男子は、どこまでも悪意のない表情で話し続けている。

「なあなあ、で、魔法ってどういうんだよ。手品みたいな感じか。まさか、ホウキに乗って空を飛んだりしないよな。それとも変身とか……」

「おれの顔、よくわかったな」

　相手の言葉を遮さえぎって京介が言うと、赤尾は手を叩たたいて頷うなずいた。

「ああ、それは簡単だったさ。一条豊花の双ふた子ごの兄で、彼女と同じ顔をした、髪かみの毛が短い奴やつって聞いてたからな。一条豊花、いいよなあ。三年にもファンが多いんだぜ」

「隣となりにいるけど」

　京介が隣の席を指差すと、豊花はちょうど食器から顔を上げたところだった。口いっぱいに食べ物を頰ほお張ばり、両方の頰がやる気を出しすぎたハムスターのように膨ふくらんでいる。更さらに哀あわれなことに、唇くちびるの端はしからうどんが一本、零こぼれ出ており、お世辞にも可愛かわいいとは言い難がたい有様であった。

　それまでにやけていた赤尾の表情が、急に神しん妙みようなものへと変わった。会話を聞いていなかったらしい豊花は、不思議そうな顔をしていた。悪いことをしたのかもしれないと、京介は少しだけ反省をした。

「用は済んだか」

　京介が尋ねてやると、凍こおりついていた赤尾は、弾はじかれたように瞬まばたきをし、髪を揺ゆすって大きく首を振ふった。

「あ、ああ、そうだった、別にお前らの顔を見物に来たんじゃなかった……。まあさ、魔法うんぬんの話は置いておいたとしても、一条京介は喧けん嘩かも強いって聞いたんだ。だからさ──」

　テーブルにもう一度身を乗り出して、赤尾は真剣な顔で言った。

「俺のボディーガードをやってくれないか？」

「……は？」

「もちろん、ただとは言わない。三日で五万。どう？」

　赤尾が髪をかき上げると、腕時計の鎖くさりが涼すずしげに鳴った。対たい抗こうするように、京介の隣で極ごく悪あく的なものすごい音が響ひびく。それはどうやら、豊花が口の中の食べ物を、一気に飲み下す音だったようだ。

　椅い子すから立ち上がった豊花は、京介の視線を無視し、赤尾に向かって満面の笑えみで言った。

「喜んでお受けするわ。じゃあ、詳くわしい話をしてちょうだい」

　テーブルの下では逃にがさないつもりなのか、豊花の足がしっかりと京介の上うわ履ばきを踏ふんでいた。喜んでお受けしたのは豊花でも、お受けした仕事を豊花は一人でやってくれないのだ。

　窓を斜ななめに流れてゆく雨あま粒つぶに向かって、京介は大きなため息をついた。




　まず赤尾秀春が説明したことは、彼の家は金持ちである、ということだった。

　父親が営んでいる会社名と、その年収、赤尾自身の月のこづかいの値段を聞いて、豊花は万ばん歳ざい三唱をしていた。京介の感想は、まあそれだけもらっていれば、他人に三日で五万円のアルバイト料を払はらったところで、彼の財さい布ふは痛くも痒かゆくもならないだろうということだった。

　加えて赤尾は、公立高校の中でも、授業料が安いことで有名な虹原高校に通っている理由は、本命の難関名門校の受験に失敗したから、と言い訳っぽく語った。そんなことは聞いていないので、京介は本題に入るよう促うながした。

「ああ、じゃあその前に……」

　自分自身は昼食を済ませたのか、コップの水だけを飲みながら、赤尾は言った。

「お前ら、聞いたことある？　最近、虹原市内で起きてる妙な事件」

「ああ、『荊いばらの死神』？」

　赤尾の問いかけに豊花はすぐ頷いたが、京介は意味がわからず、眉まゆを寄せた。その反応に、豊花がわざとらしく鼻を鳴らす。

「京介って、こういう学校内の噂うわさ話ばなしとかに本当に疎うといわねえ。興味がなくても、耳は傾かたむけていた方がいいわよ。あたしたちの担当区域内では起こっていないけど、同じようなことが起こるかもしれないし」

　豊花が説明してくれた「荊の死神」とは、こんな話だった。

　人気のない場所に、子供が一人、立っている。

　ある人は、雨が降っているのにその女の子が傘かさを差さずに濡ぬれていたから。

　ある人は、その女の子が迷まい子ごになっているものと思って。

　ある人は、その女の子をカツアゲしようとして、声をかけたという。

　声をかけられて振り返った相手の腕うでが、突とつ然ぜん伸のびた。

　腕が被ひ害がい者しやの全身に巻き付く。身動きが取れない。駆かけ巡めぐる激痛。[image: 迸]ほとばしる流血。

　きゃっはっは。お前ら弱くて話にならないわ。

　息絶えた被害者を踏み潰つぶし、女の子は笑いながら去って行ってしまう──。

　ちなみに、荊の死神という呼び名は、被ひ害がいを受けた者の傷きず痕あとが、荊の棘とげに刺さされたようになっていたことから、誰だれかがつけたものらしい。

「俺が聞いた話と、ちょっと違ちがうなあ……」

　豊花の話を聞き終えた赤尾は、癖くせなのか自じ慢まんなのか、腕時計の鎖を揺らして言った。

「俺の知ってるバージョンは、『きゃっはっは。お前ら弱くて話にならないわ』のところが、『ラウンド２、ファイッ』って言って、もう一回攻こう撃げきしてくるってやつだったぜ。あと最後のところ、被害者は息絶えてなくて、軽く怪け我がはしたけれど、生きてるんだったと思うけど」

「まあ、噂話なんてそんなもんよね。伝わっていくうちに、細かいところは変わっちゃうものよ。でもまあ今のところ、大筋は共通しているようね」

　デザートのプリンを三十秒で食べ終えた豊花が、大きく頷うなずいた。

　昼休みは終しゆう了りようし、午後の授業の予よ鈴れいが鳴っていた。学食内には京介たち以外にも何人かの生徒が残り、机に突つっ伏ぷして居い眠ねむりをしているようだった。灰皿常備の件からも察せられるように、学食の職員は怠たい慢まん生徒に優やさしいらしい。赤尾の話が済んだら、自分もここで寝ねていこうと京介は決めた。

　ともあれ、街の一部や学校で噂うわさになっているその事件の概がい要ようは理解した。やや怪かい談だんじみた内容の真しん偽ぎは未み確かく認にんながらも、土地が澱よどむような事件だなと京介は思った。豊花も言ったように、自分の担当区域で同じ事件が起きれば、光流脈の浄じよう化か作業が必要になるだろう。荊だか死神だか知らないが、面めん倒どう臭くさいことをする奴やつがいるものだと思った。

「それで、その話がどうしたんだ」

　新しい煙草たばこに火を点つけて京介が尋たずねると、赤尾は少し歯切れの悪い口調になり、頭を搔いた。

「……あー、それがさあ。俺、三年だし、大学受験するし、放課後、六丁目にある予備校に行ってるんだよな」

「ふうん」

「いつもさ、家の使用人が車で送り迎むかえしてくれるんだけど、その車が故障しちまってさ、修理に三日かかるんだ。今日から俺、歩いて……まあ自転車でもいいんだけど、要するに予備校と家の往復を一人でやらなきゃいけなくって……」

「つまり」

　京介は静かに煙けむりを吐はき出し、言った。

「噂の怪談が怖こわくて夜道を歩けないから、ボディーガードをやってほしい、と」

「そんなストレートに言うなよなあ……」

　情けなく眉を下げたものの、赤尾は大きく音を立てて手を合わせた。

「頼たのむよー。俺、あの手の怖い話って、昔っから苦手なんだよなあ。それに俺さあ、推すい薦せん入試狙ねらってるから、来週の期末でいい点取らないと、やばいんだよな。だから予備校サボれないんだ。まあ、一年坊ぼうで、しかも勉強嫌ぎらいそうな顔をしたお前に言ったって、この危機感はわからないだろうけど」

「…………」

「家の使用人には恥はずかしくて頼めないじゃん、こんなこと。かと言って、プロなんか雇やとったら、もっと恥ずかしいしさあ……」

「ご安心下さいませ。お客様」

　強く胸を叩たたいてみせ、豊花はまた京介に断りもなく、返事をしてしまう。胸を叩いた手で京介を示し、豊花は言った。

「お客様はお目が高い。この男、心と脳のう味み噌そに極きよつ冠かんを持った冷血人間ですけれど、拳こぶしから生み出されるパワーは熱いですわよ。そんじょそこらのプロの殺し屋くらいなら、朝のラジオ体操のついでに倒たおせます」

「ほ、本当かよ……」

「ここだけの話、彼は中学時代に喧けん嘩かで八千人、冥めい界かい送りにしております。卒業後、その手の組織から多数スカウトを受けたにもかかわらず、全すべてを断って高校進学を選んだ。その理由は──」

「その理由は……」

「世界最さい高こう峰ほうの喧嘩野や郎ろう集団『ザ・番長メン』への入団資格に、高卒以上とあるからです」

「じゃ、じゃあ彼は世界最高峰を目指しているのか？」

「三年後の新団長は、恐おそらく彼に……」

「すげえ……なんてスケールがでかいんだ」

「これだけの逸いつ材ざい、雇おうとしてもなかなか雇えませんよ。更さらに彼は口が堅かたい。お客様の秘密は必ず守ります。三年生が夜道を一人で歩けなくって、一年生にボディーガードしてもらっているんだって、何それだっさー、などと言いふらすことはありえません。第一、そんな話をする友だちがいませんからね、彼は」

「頼たよりがいがあるなあ……」

「ただし、彼が全力を尽つくすのは、正規の依い頼らいを受けた時のみ。正規の依頼料は、三日で十万円となっております」

「世界最高峰に守ってもらえるんだろう？　安いもんだよな」

「秘密厳守の件、もしご不安なようでしたら、プラス一万円で、わたくしめが彼の唇くちびるをこう、糸で縫ぬって、何も喋しやべれないように致いたしますが」

「ああ、じゃあそれもお願いします」

「では、ご契けい約やく成立ということで──」

　豊花と赤尾が立ち上がり、がっちりと握あく手しゆをする。学食の奥で、居残った生徒が大きなくしゃみをした。

　黙だまって最後まで聞いていた京介が思ったことは、よくもまあこれほど立て続けにでたらめが出てくるな、ということだった。ここで京介が小さな自尊心を持ち出して、全部噓うそだと否定すれば、豊花はその否定を更に否定するため、新たなる噓うそ八はつ百ぴやくを作り出すに決まっている。時間の無む駄だに違ちがいない。

　怪談にしろ噓にしろ、何でも信じる赤尾もどうかと思ったが、彼の発言の中でひとつだけ参考になったことがあった。来週から期末試験が始まる。京介はそんなことは、すっかり忘れていた。




　赤尾の自宅住所と、彼が通う予備校の住所は、京介たちが光流脈矯きよう正せい術者として受け持った、ちょうど担当区域内にあった。

　担当区域内の澱よどみの発生防止、ついては区域住民の身の安全を守ることは、術者の義務であり使命であると豊花は言ったが、彼女が赤尾の依頼を受けた一番の理由は別にあると、京介は思っていた。早い話が、豊花は金が欲しいだけなのだ。

　矯正術者は働いた分──澱みを浄じよう化かさせればさせた分だけ、基本給に上乗せになる。澱みが起こる原因で最も多いのが、人間の持つ悪あしき感情である。それらが影えい響きようを及およぼすことにより、大地を網もう羅らする光流脈が反応を示し、土地が澱む。矯正術者の仕事が少ないのは、世の中にとっては喜ばしいことであろうが、高い収入を望む豊花にとっては、少しも喜ばしいことではないらしい。

　五月は通常任務以外に、特別指令を遂すい行こうさせたせいで、多めの報ほう酬しゆうをもらっていた。それに比べ、先日受け取った六月分の報酬は、矯正作業が少なかったせいか、大した額にはならなかった。三ヵ月継けい続ぞく試験に合格した後の豊花は「七月の報酬も同じようなものだったら、夏休みに遊ぶ資金をどうしたらいいのだ」と悩なやんでいた。三日後に成功料として赤尾が払はらう十万円は、恐らく全て豊花の夏休みの思い出のために消費される。

　最終的に赤尾と豊花が決めた契約内容は、実に簡単なものだった。京介は今日から三日間、講義が終しゆう了りようする午後十一時に、予備校入り口で赤尾秀春を待つ。赤尾が出てきたら、彼を徒歩二十分の距きよ離りにある自宅玄げん関かんまで送り届ける──以上である。移動時間や待ち時間を含ふくめたとしても、恐らく一日にして延べ一時間程度「労働」すればいいだけだ。それはもちろん、予備校から赤尾家までの道中、何も起こらなかった場合の計算ではあるが。

　赤尾の不安が、小心者の杞き憂ゆうに終わるといいが──依頼一日目の京介は、そう思っていた。

　タクシーを使えばいいじゃないかということは、一日目が無事に終了した時に気がついた。豊花に言うと、鋭するどい目で「黙っていろ」と命じられた。




　六月二十七日。今日の日付と、消印の日付を比ひ較かくし、塩しお原ばら友とも子こは肩かたを落とす。一週間の時差がある。距離も時間も隔へだてられ、塩原は文字通りの孤こ立りつ無む援えんであった。

「委員長は、元気でしょうか……」

　虹原高校風紀委員会準備室の窓から見える空を見上げ、塩原は呟つぶやく。机の上には、塩原の弁当箱と、封ふう筒とうに入った手紙が置かれている。昼休みの準備室に、委員は塩原しかいない。現在、虹原高校の風紀委員で、まともに活動をする意志があるのは、彼女一人だけである。

　手紙によると、風紀委員長の長は谷せ常つね彦ひこが現在いる場所は、すでに梅雨つゆが明けていて、毎日拍はく手しゆするほどの晴天が続いているらしい。青い空、タイマーでセットしたがごとく確実に訪おとずれる夕立、発はつ狂きようするほどの熱帯夜。メンバーのうち十人がマラリアに似た病気にかかり、帰宅させられたが、自分は至って健康である、と手紙には記されていた。その文字が熱病にうなされた人間が書いたように歪ゆがんでいるのは、きっと気のせいだろう、と塩原は思った。

　虹原市内高等学校風紀委員会連盟という団体があることを、塩原はごく最近知った。そして長谷常彦が、その団体に参加していることも。

　虹原市内高等学校風紀委員会連盟、略して「虹風連」は、毎年六月に合同合宿を開かい催さいし、討論会や、最強の風紀指導法研究会などを行なっているという。長谷を含めた虹風連の高校生は、数週間前からある孤こ島とうに移動し、現在も合宿中だ。塩原は長谷不在の間、風紀委員会の運営実行権を任されていた。

　そんな塩原には悩みがあった。それはここ数日、校内に広がっている、とある噂うわさ話ばなしの件である。

　塩原もクラスの女子生徒から聞いていたが、話自体は他愛もないものだった。街に不ふ審しん者しやが現れるという話を、怪かい談だん風に仕立て上げられたものだ。その噂は虹原高校内だけでなく、市内各地にも少々広がっているらしい。塩原の家族も同様の話を知っていた。

　怪談や超ちよう常じよう現象の類たぐいを、塩原はそれほど怖こわがらない。ただ自分自身に危害が及およばないように、校内の風紀が乱れないように、願うだけだ。そして現在発生している問題は、その後者の危機にあった。

　今回噂されている荊いばらの死神とやらに、実際被ひ害がいを受けた虹高生はまだいないらしい。だがここ数日の生徒の生活態度は、噂に便乗し、目に余るものがあった。

　まず、各クラス、午後の授業を勝手に休んで下校する生徒が増えた。早退理由のダントツ一位は「荊の死神に襲おそわれないように明るいうちに帰る」。朝、遅ち刻こくをする生徒も増えたが、理由のダントツ一位は「昨日の夜、荊の死神が怖くてなかなか眠ねむれなかった」というものだった。

　放課後、未成年が立ち入りを禁止されている場所で補導される生徒が増えた。居酒屋やキャバクラ、ストリップ劇場において捕つかまった生徒が語った、入店理由のダントツ一位は「荊の死神に襲われないように屋根のある場所にいたかった」。手製の「六月の補導人数表」の折れ線グラフを眺ながめ、塩原は三つ編みの頭を抱かかえた。

　長谷が島から戻もどる前に、何とかしなくてはならないと思った。だが、生徒を厳しく注意するだけでは無意味なことを、塩原は承知している。今日も先ほど、トイレで化け粧しようをしている女子生徒に注意をしたところ、「荊の死神に襲われないように変装しているのだ」と言い切られ、更さらに塩原はトイレに閉じこめられてしまった。脱だつ出しゆつに時間がかかったせいで、貴重な昼休みは半分以上が過ぎていた。

　やはり原因そのものを解決させなければならない。つまりは、荊の死神の殲せん滅めつ。しかしいくら考えても、塩原のような非力な女子高生が、怪談の主人公に勝てる方法は見つからなかった。

「委員長……私はどうしたらいいんでしょう……」

　半分も食べていない弁当箱の蓋ふたを閉じ、手紙を握にぎりしめて、塩原は言った。もちろん答えてくれる人は誰だれもおらず、廊ろう下かの方から、遠く、生徒の笑い声が響ひびいてきただけだった。

　重く息を吐はき、塩原はもう一度手紙を読み直す。最後の一文にあった「留守中、困った時は私の親友・一条京介に頼たよるといい」というメッセージを見て、塩原は冷れい笑しようした。

「無意味ですよ、委員長。あの不良に何ができるんです？　噂話なんて無関係に、マイペースで遅刻をし、授業をサボって煙草たばこを吸う──私が何度注意しても、あの魔ま法ほう使つかいの杖つえのようなものを持って登校しますし、先月だってあの杖で妙みような力を使って、化けものと戦って……化けもの？」

　独り言を呟いていた塩原は、そこで無意識に立ち上がった。

「そうですよね……化けものに勝てたのならば、荊の死神にだって勝てるかもしれませんね。一条君は少し、というかかなり、常識外れな力を持っていますし……。そもそも、委員長がつけた呼び名は、魔女……。魔女に敵かなわない相手など、いないのではないでしょうか──」

　ぶつぶつと呟く塩原の瞳ひとみが、徐じよ々じよに輝かがやき始めた時、部屋の扉とびらが開いた。

　顔を上げると、奇くしくもその一条京介本人が、眠そうな顔で室内を覗のぞいたところだった。塩原は聞いたことがあった。昼休み、一条京介が昼ひる寝ね場所を求めて、校内を徘はい徊かいしていることを。

　一条京介は塩原の顔を見ると、黙だまってびしゃりと扉を閉め、去って行った。塩原の目が一等星に近い光を放った。

　準備室のロッカーから、風紀委員用の武器──今日はトイレ掃そう除じに使うラバーカップを選んだ──を手に取ると、塩原は床ゆかを蹴けって走った。砕くだかんばかりの勢いで扉を開き、廊下に飛び出す。まだ近くにいた一条京介は、塩原を、というより、ラバーカップを見るなり、逃にげ出した。

「待って下さい、どうして逃げるんです？　お話があるんです」

　廊下を駆かけ、階段を飛び降り、ラバーカップを振ふり回し、塩原の追つい跡せき劇げきは続いた。だがいくら懸けん命めいに走っても、一条京介の背中はどんどん遠ざかってしまう。逃げられてしまうと塩原が諦あきらめかけた時、廊下の角で知った生徒に出くわした。

「あら、風紀委員じゃない。今、京介が走っていったけど……あいつ、また何か違い反はんをしたの？」

　そう言った女子生徒は、一条京介の双ふた子ごの妹、一条豊花だった。つい習慣で、一条豊花の片耳につけたピアスやスカート丈たけ、靴くつ下したの形など、違反箇か所しよをチェックしてしまいながらも、塩原は息を切らしつつ答えた。

「ちが……違ちがうんです……私はただ、一条君に……頼たのみたいことが、ありまして……」
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「頼みたいこと？」

　一条豊花の瞳が、マイナス二十等星に近い閃せん光こうを放つ。そのまぶしさに塩原は目が眩くらみ、走り疲つかれた反動も出て、その場にへたり込んでしまった。

「ああ……もう立てません……」

　だが、一条豊花は手を伸のばして塩原の肩かたを叩たたくと、きらりと前歯も光らせて笑って見せた。

「あたしに任せて。細かい料金とかは、まあ後で相談するとして……とりあえず、京介を捕まえないとね」

「あ、あの、料金って……？」

「ここで待ってて。三十秒で戻るから」

　左右の脚あしのアキレス腱けんを、それぞれ二度ずつ伸ばし終えると同時に、一条豊花が走り出した。二つに束ねた彼女の長い髪かみが、流星のような尾おを引き、廊下の果てまですっ飛んで行く。

　大きな音や、一条豊花が放つ怒ど鳴なり声などが響いた。廊下にいた生徒たちが思わず立ち止まり、息を飲む。そしてきっかり三十秒後、兄のワイシャツの襟えりをしっかり摑つかみ、一条豊花は塩原の前に戻もどってきた。引きずられた一条京介は、半分死んでいるように見えた。

　猟りよう犬けんみたいな人だ、と塩原は呟つぶやいた。そして実際一条豊花は、ひと仕事終えた後の猟犬のごとく、誇ほこらしげな鼻息を吐はいていた。






















　光流脈使いの兼けん業ぎようは、特に禁じられていない。

　報ほう酬しゆうの低い矯きよう正せい術者が生活のため、別の仕事を持つケースは、ままある。大きなものでは独自に新しい術を開発し、術本への登録料を稼かせぐこと。もっとも、これをやるにはそれなりの知識と技術が必要ではある。

　小さなものには術薬のモニターや、実験素材のために血液や臓器の一部を金銭と交こう換かんに提供すること。もっとも、こればかりやっていると、体が壊こわれて本業に支障が生じるので、注意が必要ではある。

　何にせよ、別の仕事といえども、本家の範はん疇ちゆうから外れないものばかりである。

　京介の父親は、本家の医務室で医者をしている。だが、医務室で働いているよりも、パチンコと競輪で汗あせ水みずを流している時間の方が圧あつ倒とう的に多いらしい。実際、父親も街頭アンケートで職業を聞かれた時、「勝負師」と明言したという。だが、それが副業かと言われると、実に疑わしいと京介は思っていた。本業で得た収入を消費するだけでは、仕事と言わずに趣しゆ味みになるような気がした。

　京介は一応、学生との兼業ということになるが、正式な矯正術者として本家に登録されてから、一年未満の新人術者である。それゆえ、与あたえられた担当区域は比ひ較かく的てき澱よどみの出にくい安全な土地であり、学生生活の方は自分なりにかなり手を抜ぬいているので、両立はさほど苦ではない。

　だからといって、空き時間を有効に使おうと思うほど、自分が前向きな性格ではないことを、京介は知っている。




「えーと、赤尾秀春の分が十万円、口止め料がプラスで一万円でしょ。風紀委員の方が、一日千円……」

　小型の電でん卓たくを叩たたきながら、豊花が楽しそうに独り言を言っている。隣となりの席に座らされている京介は、隙すきを見てできれば遠くに逃にげ出したいと考えていた。が、そんな考えは見み抜ぬかれているのか、豊花の左手がしっかりと京介の腰こしベルトを握にぎっていて、放さない。

　空いた手で食べかけのハンバーガーを素す早ばやく口の中に押し込み、豊花は話し続ける。

「まあ、風紀委員会の予算からしか出せないって言ってたから、安いのは仕方ないけど。あの委員の子に自腹を切れって言うのも、ちょっと可哀かわい相そうだしね。貧びん乏ぼう女子高生の気持ちは、痛いほどわかるもの……。まあこっちは、できるだけ解決までの時間を引き延ばして、なるべく多くもらえるようにしましょう。二十日くらい頑がん張ばって、二万円。その頃ころにはちょうど一学期も終わっていて、いい感じだわね」

　光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本家」。その一階にある術者用食堂は、午後四時という時間帯のせいか、半はん端ぱな混み具合を呈ていしていた。客のほとんどは、食堂のすぐ側そばの術者センターに用がある矯正術者ばかりだった。

　食堂といっても、扱あつかっているものはファストフードばかり。客の矯正術者も、庶しよ民みんの雰ふん囲い気きを十二分に漂ただよわせており、スーツの職員や、賢かしこそうな上級術者の姿はひとつもない。

　放課後、教室に乗り込んでくるなり打ち合わせだと言い、京介を本家まで引きずってきた豊花は、テーブルの上で更さらに軽快に電卓のボタンを叩く。

「で、矯正術者の報酬が、今月は基本給プラスとちょっと、って感じだといいなあ……。そうなると、来月下げ旬じゆんに手に入る全報酬額は……え、噓うそ、すごい、こんなに。どうする、京介。何でも買えるわよ。株でも買う？」

「買わない。ほしいものなんかない」

「なに怒おこってるの？　放課後の時間が潰つぶれることになって、拗すねてるわけ？　いいじゃない、どうせあんたはいっつもぼけーっと煙草たばこ吸ってるだけで、やることなんてないんだから。あたしなんかテレビ観みるのを我が慢まんして、こうしてつき合ってやってるのよ。感謝してよ」

　豪ごう快かいな音を立て、豊花の腹が鳴った。先ほど食べたハンバーガーだけでは足りない、と訴うつたえているような音だった。

「もう一個ハンバーガー買ってこようっと。あたしがいない間に逃げたりしたら、駄だ目めだからね」

　椅い子すから立ち上がった豊花は、軽い足取りで注文カウンターの方へ歩いて行った。

　窓ガラスに面した席に座ったまま、京介はため息をついた。窓の向こう、駅方面に至る道を、色とりどりの傘かさの群れが流れてゆく。後ろの席で、集団客が席を立つ音が騒さわがしく響ひびく。建物の外に直接続いた自動ドアが開き、彼らとすれ違ちがいに雨の音が店内に流れた。

　昼休み、風紀委員の塩原友子から引き受けてしまった仕事の内容を、京介は思い出す。街で噂うわさになっている荊いばらの死神の正体を突つき止め、噂が流れないように対処してほしい、というものだった。高校の風紀委員が関かん与よする問題ではないと思われたが、塩原友子はその生き真ま面じ目めな性格上、事件に対し自分で何らかの行動をとった、という事実がほしいらしい。

　それに協力してやる義理は、京介にはなかった。だが、赤尾の時と同様に、豊花があっさりと快かい諾だくしてしまった。

　豊花曰いわく、噂うわさ話ばなしの真相を突き止めることは、担当区域内の事故防止に繫つながるという。また、あと二日間のみであるが、赤尾秀春のボディーガードの件にも役立つのではないか、ということだった。豊花は何でもいいから理由をつけて、一円でも多くの金を手に入れたいらしい。

　やがて、豊花がトレイを持って戻もどってきた。ハンバーガーの他ほかに、フライドポテトにデザートと飲み物も買っている。電卓を叩く前にも、豊花は同じセットを注文して食べ終えていた。食費を節約すれば少しは金も貯たまるのだろうが、そんな知ち恵えと忍にん耐たい強づよさを、豊花は持っていない。

「よくそんなに食えるな」

「だってお腹なかが空すくんだもの、仕方ないでしょう。成長期だし」

　椅子に座ると同時に、ハンバーガーの包装紙を剝はぎ取って、豊花が言う。成長期というわりには、豊花の体のサイズも子供っぽい顔つきも、何年も前から変わっていないように京介には見えた。

「あたし、考えたんだけどさあ……」

　煙草に火を点つけた京介へ、妙みように醒さめた流し目を送ってきて、豊花が言った。

「京介が、そんなに食欲のない理由は何かって」

「お前の水準が異常なんだよ」

「違うわよ。あんたが異常なの。あのね、食欲って、脳の中のなんとかってところが命令出してるっていうじゃない。京介は頭の中がツンドラだから、きっとそういう神経が凍こおりついちゃっていて、うまく働かないんじゃないかとあたしは発見したの」

「発見したのか」

「そう。ツンドラを溶とかす方法も発見しようと思ったんだけど、面めん倒どう臭くさいからやめるわ。さてと、仕事の話に戻るわよ」

　ポテトをくわえたまま、豊花は壁かべ際ぎわに寄せた学生鞄かばんを自分の手元に引き寄せる。

　ノートを取り出し、豊花は気合いを入れるためか、大きな鼻息を吐はいた。

「学校の友だちから、色々と情報を集めてみたの。『荊の死神は、人気のない道や公園に出る』って、それだけじゃ曖あい昧まいじゃない。で、実際どんなところで目もく撃げきされたかを、具体的な地名で聞いてみたわけ。授業中に回したメモを処理するの、大変だったわ。郵便局の気分」

　豊花はノートを開き、京介へ見せた。頭の大きな熊くまのイラストが描えがかれたノートに、下手くそな豊花の文字で、いくつか住所や地名が書かれている。西口のコンビニエンスストア裏や、北一丁目児童館側、九丁目美術館近く、他。地名は十数箇か所しよ書かれている。それが噂の不ふ審しん者しやの現れた場所らしかった。

　地名の羅ら列れつを見たところで、何かがひらめくわけでもなかった。強しいていえば、噂の通り、人通りのなさそうな場所ばかりに現れている、ということだった。幽ゆう霊れいだか変質者だか知らないが、そういう類たぐいのものによくある傾けい向こうなんだろうと京介は思った。

「同じ場所には現れないっていう特とく徴ちようもあるらしいわ。というわけで、これからこの場所を全部調べてみるのはどうかしら。三年生の塾じゆくのお迎むかえまで、時間あるでしょう」

「現場に行ったからって、何かわかるのか」

「さあ。でも、昨夜観みたドラマで、犯人は現場に戻るって言ってた」

「同じ場所には現れないって特徴があるんだろう」

「うるさいわね、細かいこと言わないで。捜そう査さはノリが大切なんだから。それに、何か参考になるものが残っているかもしれないわよ。あ、それから聞き込みが命だとも、あの刑けい事じ役のおっさんが言っていたわね。まあ何にしても、人手がいるわ……」

　椅い子すから立ち上がり、豊花は騒さわがしい店内をぐるりと見回した。何かを企たくらんでいるらしく、瞳ひとみからは灯台の光に似た、強く長い視線を飛ばしていた。

　どうにも豊花の中で、この噂話の調査は、刑事ドラマの真ま似ね事ごとのように位置づけられているらしい。塩原友子には「一条君、化けもの退治は得意ですものね」と言われたことを、京介は思い出す。殺人犯だろうと、化けものだろうと、自分の役目なんて、動きたいように動く豊花に引きずられ、最後に危なくなったら盾たてにされることに決まっている。あるいは、豊花が調査に飽あきた時に、全すべてを押しつけられる役か。

　不意に、髪かみの毛とスカートの裾すそを勢いよく揺ゆらし、豊花が歩き始めた。彼女が向かった先は、斜ななめ後ろにあるテーブル席だ。男女含ふくめて五人ほどの術者が、何か面おも白しろいことでもあったらしく、大きな声で笑っている。年ねん齢れいはいずれも二十歳はたち前後ほどに見えた。本家の規則にある「十八歳未満の術者は二人一組で行動」という束そく縛ばくから解放されたばかりの術者と思われた。

　人のことは言えないが、あまり優ゆう秀しゆうな連中ではなさそうだと、京介は思った。食事のため、というより、単に騒ぐためにここに集まっているような雰ふん囲い気きでもあった。周辺の客に対し、随ずい時じ攻こう撃げき的な目線を発しているせいか、周りも迷めい惑わくそうな顔をしている。

　端たん的てきに表現すれば、術者世界のチンピラと言ったところだろうか。

「ちょっといいかしら」

　豊花が声をかけると、集団はぴたりと黙だまり込んだ。胡う散さん臭くさそうな目で誰だれもが豊花を見上げ、やがて人相の悪い若者が嫌いや味みな笑えみを浮うかべて言った。

「なーに、君。俺たちねえ、お仕事の相談で忙いそがしいの。あっちで術本にふりがなでもふってなさいね」

　彼が言うと、仲間たちは手を叩たたいておかしそうに笑った。豊花は泰たい然ぜんとした態度で、彼らが笑い終わるのを待っている。周囲の客や、店員が注目し始めた。京介はため息をつき、吸いかけの煙草たばこを消した。

「悪いけど、あたしは漢字検定八級持ってるの。──あんたたち、担当区域は市内？　ちょっと協力してもらえないかしら。見たところ、あまりまともな感じの術者じゃないけど、暇ひまと体力はありそうだし」

「やだー、馬ば鹿かにしてるよ、この子。セーラー服着た兼けん業ぎよう術者に馬鹿にされちゃったー」

　でたらめに濃こい化け粧しようをした若い女が、わざとらしい嘆なげき声を上げる。また一ひと頻しきり笑った後、別の男が立ち上がった。湿しめった床ゆかと椅子の脚あしが擦すれて、耳みみ障ざわりな金属音が店内に響ひびき渡わたる。

　ランニングシャツから剝むき出した二にの腕うでに、趣しゆ味みの悪い入れ墨ずみをした男は、頭四つ分ほど高い位置から豊花を見下ろし、言った。

「殴なぐられたくなかったら、とっとと帰りな」

「じゃあ、あんたに勝ったら、あたしの言うことを聞いてくれる？」

「おう、肩かた車ぐるまでも何でもしてやるぜ」

　再び集団の笑いが弾はじける。首だけ捻ひねって京介を振ふり返り、豊花が手招きをした。予想していた事態であるので、口の中ではいはいと呟つぶやき、京介は席を立った。

　豊花の横に並び、まだ笑っている男の前で京介は立ち止まる。左右のテーブルとの隙すき間まは、ほんの数歩。周囲への迷惑を考こう慮りよしても、一いち撃げきで決着をつけるのが賢けん明めいと思われた。

　男はふと京介に気がつくと、顔を見るなり「何だこいつら、同じ顔してやがる」と爆ばく笑しようした。京介が眉まゆを寄せるのと、隣となりで豊花が同じ表情を作るタイミングがほぼ同時だったらしく、若者の集団は更さらに大笑いしてくれた。

　開始の合図もなく、男が拳こぶしを突つき出してきた。五本の指に太い金属の指輪が嵌はめられており、当たったらそれなりに痛そうだった。

　京介はテーブルの上からトレイを引ったくり、男の拳に叩きつけた。硬かたい音と手て応ごたえが返ってくるが、トレイは砕くだけはしなかった。大した敵ではないらしい。京介は相手に一歩詰つめ寄って、左ストレートを放った。

　男が床にひっくり返り、店内が静まり返る。それまで流れていたＢＧＭがちょうど切り替かわるところらしく、雨の降る音だけが店内を満たした。

　京介は息を吐はき、満足げな笑えみを浮かべている豊花から、テーブルの集団客へ視線を移した。全員、笑いの途と中ちゆうで動きが固まったらしく、凍こおりついているわりには妙みようににこやかな表情が印象的だった。

「次、いるか」

　一応京介が尋たずねると、全員揃そろって首を左右に振った。




　豊花の人選は、とりあえず正解だったようだ。

　テーブル席にいた五人の担当区域をそれぞれ合わせてみると、京介たちの担当分を含め、虹原市の全面積の大体四割に達していた。その範はん囲い内で生じた事件や噂うわさ等なら、ほぼカバーできる。

　京介が最初に殴った男は、外見からとてもそうは見えなかったが、彼だけは中学生で、研修中の術者だった。彼を筆頭に、五人全員が京介たちに協力してくれることを約束した。

　まず豊花は、例の噂話に関することで、何でも知っていることを話すように頼たのんだ。五人から聞いた情報は今まで得た噂話のレベルと、それほど変わりはなかった。実際に事件に遭そう遇ぐうした者もいなかった。ただ職しよく業ぎよう柄がら、学校内ではどこか面白半分に扱あつかわれているこの話も、術者間ではそれなりに真実味のある噂として流れているようだった。

　次に豊花は、五人を二つのグループに分けた。一つのグループを「情報収集班」と名付け、もう片方を「現場調査班」と名付けた。

　情報収集班の任務は、噂話に関する情報を徹てつ底ていして集めること。現場調査班の任務は、荊いばらの死神が出現した場所に赴おもむき、調査に当たること。調査場所は班員で分散することにした。

　午後五時、本家食堂を集合場所兼けん、本部と決定し、各班は行動を開始した。その後の予定は午後八時半まで班行動、終しゆう了りよう次し第だい本部に集合し、閉店時間の十二時まで情報の交こう換かんと会議。京介は十一時に間に合うよう赤尾秀春のボディーガードに移動、という流れである。班行動中に自分の担当区域内で異変があった者は、当然そちらを最優先させる。

　ちなみに、豊花が本部長と情報収集班長を兼けん任にんし、京介は勝手に現場調査班長に決められてしまった。

　協力してくれる術者は非常にやる気を見せ、豊花も満足そうだった。だが、さすがにやはり、食堂のおばさんは迷めい惑わくそうな顔をしていた。




　京介が訪おとずれた場所は、中虹原四丁目という番地の、小さな公園だった。

　矯きよう正せい術者としての担当区域以外で、しかも自分の生活に縁えんのない場所となると、同じ市内でも全く知らない場所があることに気がつく。その公園は、古いテニスコートと、どこかの社宅らしい灰色の建物に囲まれていた。

　三十分ほど前から、雨は上がっていた。西方向の空には、薄うすい雲を隔へだてて太陽の形が見えていたが、吹ふく風には雨の気配が強く漂ただよっている。フェンス越ごしに無人のテニスコートを眺ながめ、京介は煙草たばこを吹かしていた。

「一条さーん、お待たせしましたです」

　奇き妙みような敬語でそう言い、駆かけ寄ってきたのは、現場調査班の一員──京介が倒たおした男子中学生である。京介は彼と共に行動をすることになっていた。

　中学生の背後には、二十歳はたちほどの男が一人、不安げな顔で佇たたずんでいた。この公園で荊の死神に遭遇した者の一人だ。中学生が、この近所に住む友人から情報を得て、目もく撃げき者しやの氏名と住所まで割り出し、こうして連れて来た。かかった時間はおよそ十五分で、その間京介は煙草を二本吸っただけだ。中学生は友だちが多いことが自じ慢まんらしく、何十人もの氏名が載のせられたアドレス帳を京介に見せてくれた。京介はアドレス帳なんて、生まれてから一度も持ったことがなかった。幅はば広ひろい人間関係を持っていると、結構便利なんだな、と感心すらした。

「五日ほど前に被ひ害がいにあったグループの一人で、恩おん田だって名前だそうです。ここまで来るのを渋しぶってたから、二発ほど殴なぐっちゃいましたです」

　言われてみると、恩田と呼ばれた若い男の口元に、色の薄い痣あざが浮うかんでいた。フェンスから離はなれ、京介が歩み寄って行くと、恩田はまた殴られると思ったのか、泣きそうな顔で首を横に振ふった。

「き、聞かれても、本当に何も知らねえよ。本当に知らない奴やつだったし、あれ以来みんな家に籠こもっちまってるし……」

「状じよう況きようを、思い出せる範囲で説明してくれるだけでいい」

　一メートルほど離れた場所で立ち止まり、京介は言った。裏手にある社宅は現在も使われているはずだが、死んだように物音ひとつしない。道路の片かた隅すみに放置された三輪車が、奇妙に悲しげだった。

　つま先に視線を落とし、しばらく黙だまり込んだ後、そのままの姿勢で恩田は喋しやべり始めた。

「……五日前……夜遅おそく、そこの公園でグループの奴らと、無む駄だ話ばなしをしてた。雨が降ってきて、帰ろうとしたら、そこの……便所の裏に変なガキがいることに、俺が気づいて……」

　顔を上げた恩田の目が、問題の公園に向けられる。入り口のすぐ横手に、コンクリート壁へきの公衆トイレがあった。

「……で、のりちゃんがそのガキに声をかけて……」

「のりちゃんって誰だれだこら」

　メモを取っていた中学生が、眉み間けんに皺しわを寄せて凄すごんだ。恩田は唇くちびるを痙けい攣れんさせ、舌をもつれさせるようにして答える。

「お、お、俺らのグループのリーダーやってる奴だよ。のりちゃんが声をかけたら、そいつの腕うでが伸のびて……」

　恩田の視線が、再び足元に下がる。話の続きは、恐おそらく噂うわさの通りだろう。伸びた腕に巻きつかれ、荊の棘とげに刺さされたような怪け我がを負う。実際にその光景を目にしていない京介には、恐きよう怖ふの実感がいまいち湧わいてこなかった。

　恩田につられたわけではないが、地面に視線を落として京介は尋たずねた。地面の水みず溜たまりが、濁にごった七色の光を放っている。

「そのリーダー、どうしてる」

「……病院に行って、怪我は大したことなくて、一週間もすれば治るって言われて……。入院の必要はないって言うから、家にいるけど……。……でも、あれ以来びびっちゃって、グループでも集まっていないよ」

「何となく予想はつくけど、リーダーはどうして声をかけたんだろうな」

「……カツアゲしようとしただけだよ……」

「警察に通報したのか」

「……言ってない……」

　京介は小さく頷うなずき、道路を渡わたって公園へ移動した。残った中学生が恩田をフェンスに押しつけ、荊いばらの死神の外見特とく徴ちようを聞き出してくれていた。

　公園の敷しき地ちは円形に近い形で、二十歩も歩けば反対側まで辿たどり着いてしまいそうな狭せまさだった。円周部分に沿って植えられた欅けやきの梢こずえが、必要以上の日ひ陰かげを作って公園内を暗く見せている。雨上がりのせいか、公園内に人の姿はなく、鳥の鳴き声すらしなかった。

　ぬかるんだ足場に注意して進み、京介は公衆トイレの裏側へ回った。園内は清せい掃そうの手が行き渡っているようだったが、見えない場所は手て抜ぬきをしているらしい。トイレの裏は雑草が生おい茂しげり、五センチほどの長さに伸びた葉は、京介が歩くたびに水すい滴てきを賑にぎやかに散らした。

　事件があったのは、五日前の夜。この一週間、ずっと雨が降っていたこともあり、地面には事件の面おも影かげを物語るようなものは、何も残っていなかった。もっとも、例えば血けつ痕こんが見つかったとしても、警察の鑑かん識しき係ではない京介には何もできないのであるが。

「一条さーん、終わりましたです」

　公園の入り口の方から、中学生が呼びかけてきた。

「大した情報は出ませんでしたけど、一応、豊花姐ねえさんに報告してくるです。モンタージュを作るって言ってたんで」

　そう言って、中学生は大通りの方へ駆けて行った。豊花が待機している本家まで、走れば五、六分ほどの距きよ離りである。

　京介はトイレのコンクリート壁を、上から下までざっと見回してみた。無数のヒビが入り、雨が滲しみて変色し、そこら中に無意味な落書きが目立つ──公こう共きよう施し設せつにはよくある、汚きたない壁かべだ。

　ふと、京介の腰こしの高さの位置に、不自然な亀き裂れつが走っていることに気がついた。他ほかのヒビは直線的に入っているのに対し、そこだけ小さな円状に窪くぼんでいる。

　窪みの奥に、一センチほどの丸い金属片が深く埋うめ込まれていた。爪つめを立ててみたが、固く埋められているらしく、取り外すことはできなかった。見た目はねじの頭に似ているが、正体の判断はつかない。壁全体を再度確かく認にんしたところ、埋められているのはその一いつ箇か所しよだけだった。

　しばらく壁を眺ながめていたが、他に気になる点は見当たらなかったので、京介は公園を出た。道路に戻もどると、もう恩田という男の姿はなかった。

　中学生が帰ってくるまで待っていた方がいいのかどうか考えている時、京介はふと視界の隅すみに人影があることに気がついた。

　社宅の側そばに整えられたイチョウ並木の下に、黒い影がある。首から足首まで長さがある、レインコートのような黒い服を着ていた。

　相手はじっとこちらを見ていた。小さな女の子のようだが──京介が首を傾かしげつつも、相手に向き直った瞬しゆん間かん。

　黒服の少女が駆かけた。京介に向かって走りながら、その左腕の袖そでから急速に長さを増して、何かが伸びている。くわえかけた煙草たばこを地面に捨て、京介は反射的に、玲れい洗せん樹じゆの枝を包む紐ひもに手をかけた。

　数メートルにも伸びたものは、異常に長い腕のように見えた。その腕を、少女が振ふる。腕は鞭むちのように唸うなり、京介の頭上を目がけて襲おそいかかる。京介は社宅側に走って攻こう撃げきを避よけた。少女の長い腕が地面に振り下ろされ、打たれた三輪車が呆あつ気けなく崩ほう壊かいした。

　布を解ほどいた玲洗樹の枝を握にぎり、京介は静かに息を飲み込んだ。幽ゆう霊れいは怪かい談だんをしている人間の側に寄ってくる、という迷信を聞いたことがある。荊の死神も、自分の噂をして追いかけている者の前に現れたくなったのだろうか。──まあ、ただの偶ぐう然ぜんだろうが、嬉うれしくない偶然だと思った。

　少女の腕が動いた。それは更さらに長さを伸ばしながら、地面すれすれを駆け、京介の足元を狙ねらってきた。京介は走って逃のがれようとしたが、腕は伸びることをやめず、どこまでも追いかけてくるようだった。

　埒らちがあかないので、立ち止まると同時に、玲洗樹の枝を振って少女の腕に叩たたきつけた。金属を打ったような硬かたい感かん触しよくが返ってきて、自分の手が痺しびれただけだった。

　相手の伸のびた腕うでは、蔓つるを思わせるしなやかな動きで、玲洗樹の枝に巻きついた。まずいと思った時には、それは蔓にはありえない速さで京介の肘ひじまで這はい上がった。巻きついた力による激痛で、呼吸が止まる。京介は拘こう束そくされたまま地面に引き倒たおされた。

「……何だこれ……」

　濡ぬれたアスファルトに頰ほおをつけたまま、京介は自分の右腕に絡からみつく拘束物を確認した。手首ほどの太さがある肌はだ色いろの蔓──表面に細かな棘とげが無数に生えているのが見えた。激痛の原因はここにもあったようだ。

　原因がわかった途と端たんに痛みが増した気がした。制服のシャツを通し、自分の肌はだに刺ささる棘に、京介は顔を顰しかめた。荊の死神とはよく言ったものだ。自分だったら何と名付けただろう──棘子供。緊きん迫ぱく感かんがないな、と思った。

　水みず溜たまりを避よけずに歩いてくる足音が聞こえた。京介は左手をついて、倒れた上半身を上げる。黒服の少女がこちらに近づいてくるのが見えた。だらりと垂れた左腕の先は、ホースのように長く伸びて、京介の右手に巻きついている。人間には、思えなかった。

　少女はマネキンに近い静かな目の色をしていた。殺気も狂きよう気きも感じられない、静かな表情だった。

　少女の右腕がぴくりと動いた。右腕の袖からも腕を長く伸ばし出すと、相手は京介の顔を見み据すえたまま、その先せん端たんを振った。顔面を襲った蔓の動きを避けようとしたが、左頰を抉えぐられる。少女の右腕の先はアスファルトに突つき刺さり、ドリルで穿うがったような穴を空けた。

　右腕の先が、背後から京介の上半身へ何重にも巻きついた。肺ごと絞しめ上げられて、今度は完全に呼吸が止まった。

　歯を食いしばりながら、京介は片かた脚あしに全力をこめ、少女の足首を蹴けり払はらった。小さな体は簡単によろけ、京介の右側に転てん倒とうした。

　右手ごと絡め取られたままの玲洗樹の枝は、倒れた少女の下した敷じきになっていた。京介は呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。辰たつから戌いぬへ風圧増加。一寸前方対象、軽度粉ふん砕さいの後、丑うしへ沈しずめ」

　俯うつぶせに倒れた少女の体と、その下に押し潰つぶされた玲洗樹の枝の、僅わずかな空間で空気が破は裂れつを起こす。自分の腕も巻き添ぞえを食くらうので、大した威い力りよくは設定できなかったが、少女の体は数メートル後方に吹ふっ飛んだ。その反動か、少女の伸びた両腕は半ばほどで引きちぎれた。イチョウ並木に潜ひそんでいたらしい野鳥が、一いつ斉せいに空へ飛び立った。

　起き上がった京介は、自分の体に絡まっていたものを見た。肌色だったそれは、急速に茶色く変色していた。拘束する力ももはや失っており、京介が手をかけると、枯かれた蔓そのものの脆もろさで、腕から外れて地面に落ち、粉砕した。

　少女の姿はなかった。逃にげられたらしい。地面に散らばった黒い服の破片が、少女がここにいたことを、ただ物語っていた。

　地面には相手が流した血の痕あとはなかった。枯れ草に似た残ざん骸がいの中に、金色のねじのような物が転がっている。京介はそれを拾い、制服のポケットに仕し舞まって、強く息を吐はいた。何だったんだろうとしか、今は考えられなかった。

「そこの高校生ー。何してるんだ」

　きこきこという、どこか間の抜ぬけた音に京介は顔を上げる。自転車に乗った警官が、車道側からのんびりと近づいてきていた。

「社宅の人から通報があったよ。家の前で変な高校生が暴れていますって」

　京介の前で自転車を鮮あざやかに止め、警官は片脚を地面についた。辺りに散乱したものを見回し、目を瞬まばたかせる。

「何だい、これ？」
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「さあ……」

「で、何してたの？」

「さあ……」

「おや。君、顔から血が出てるよ。服も切れてるし。ははーん、さては君、喧けん嘩かに負けて、相手に逃げられたな？」

　警官は京介の顔を覗のぞき込むと、妙みように弾はずんだ声を出した。

「だからねえ、格好つけたいのはわかるけど、負けた時に惨みじめだから、喧嘩は人がいない河原とかでやるの。昔から決まってるだろう。でも、本当は喧嘩なんかしちゃ駄だ目めなんだよ。はい、名前と住所は？」

　地面に漂ただよっていた少女の残骸は、風に流され、やがて灰のように宙へ散っていった。




　本部に残った豊花と情報収集班員数名は、これまでに集められた情報から、荊いばらの死神の特とく徴ちようを絵に起こしてみる作業を行なっていた。先日豊花が観みた刑けい事じドラマの中で、殺人犯の似顔絵を作成するというシーンがあったので、それを参考にしたのだ。

　じゃんけんで負けた班員が豊花から紙とサインペンを受け取り、椅い子すに座らされる。食堂のおばさんが近づいてきて、近くのテーブルをわざとらしく拭ふきながら「じゃんけんで負けた奴やつがモンタージュ描かいたってねえ……」と呟つぶやいたが、誰だれも聞いていなかった。

「頑がん張ばるのよ。あなたの腕うでに、捜そう査さ本部の命運がかかっているわ」

　班員の肩かたを叩たたき、豊花は大きく頷うなずいた。刑事ドラマの中で、主人公の刑事もそんな台詞せりふを言っていた。

　豊花は特徴を読み上げた。

　身長百十センチくらい。多分。

　太ってもいなく、瘦やせてもいない。多分。

　髪かみの毛は直毛でおかっぱ。多分。

　年ねん齢れいは六歳くらい。多分。

　黒っぽい服を着ている。多分。

　顔はよくわからない。多分。

　腕が伸のびる。多分。

　全すべて「多分」がつくのは、目もく撃げき者しやの証言が曖あい昧まいだからだ。現れるのが夜間で、しかも外灯の少なく暗い場所ばかりであるせいか、相手の顔をはっきりと見た者がいないことは、やや難点であった。

　班員は三分ほどで絵を描き上げた。十一頭身ほどもある見事なプロポーション。外国人のような彫ほりの深い美少女顔。どこに特徴が含ふくまれているのか不明であったものの、上手うまい絵は完成した。班員から拍はく手しゆ喝かつ采さいが生じる。

「お前、上手いなあ」

「画家になれるよ」

「次さあ、『魔ま法ほう少女ギガチョン』描いて」

　やがてモンタージュ作成は、ただの落書き大会になった。




　午後八時半。それぞれの班行動が終しゆう了りようし、本部へ集合となった。

　各班で集めた情報の交こう換かんをしたが、現場調査班の収しゆう穫かくはほとんどゼロだった。荊の死神は現れた地に、痕こん跡せきらしいものは残していないらしい。

　京介が荊の死神に出会い、逃がした件を報告すると、時間的にその十数分後、別の場所で遭そう遇ぐうしたという班員がいた。その班員は自分は遠くから隠かくれて見ているだけで、何もしなかったと言った。豊花は「あんたたち、無能」と罵ば倒とうしてくれた。

　情報収集班の一員が「荊の死神の正体を知っているという小学生に会った」という発言をすると、本部内は騒そう然ぜんとなった。食堂のおばさんがカウンターの向こうから迷めい惑わくそうに顔を出してきたが、誰も声を抑おさえなかった。黙だまっていたのは、京介だけだった。

　報告によると、その小学生は自分の友だちに似ている、と言ったらしい。班員がその友だちに会いに行こうとしたが、小学生に無理だと止められた。その友だちは何年か前に死んでいるから、と言ったそうだ。

「……幽ゆう霊れいかな……」

「……でも、どうせ出るなら、梅雨つゆが明けて夏の方が幽霊も旬しゆんだよね……」

「……でも、幽霊かな……」

「……俺だったら、絶対夏に出る……」

　急速に静まり返る本部の雰ふん囲い気きは店中に伝わってしまい、食堂全体に陰いん気きな空気が漂うようになってしまった。自動ドアを開けて入ってきた客が、妙な雰囲気を察して、そのまま帰ってしまうこともあった。おばさんがカウンターの向こうから、やはり迷惑そうな顔を出してきた。無表情でいたのは、京介だけだった。

　京介が公園の壁かべで見つけた金属片の件は、他ほかの場所でも二、三件、同様の報告があった。金属の正体を予想したところ、「宇宙人からのメッセージ」という意見が出て、本部の話題はＳＦ話大会へ変へん更こうになってしまった。おばさんはもう顔を出さなかった。

　幽霊ならば本職の退治屋か何かに任せて、さっさと手を引いた方がいいのではないか、と京介は思った。幽霊が騒さわいでいるだけなら、光流脈使いに出番はない。霊れいを成じよう仏ぶつさせるための術などないからだ。まあ、幽霊かどうかを確かく認にんするところまではやらないといけないだろうが──。

「京介。傷、触さわらないの。開いちゃうわよ」

　向かい側の席に座った豊花が、恐おそろしい顔をしてそう言った。京介は考えながら、無意識のうちに左頰ほおの傷に触ふれていたことに気がついた。

　京介が負った傷は、中学生が治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこしてくれた。衣服の損傷は元に戻もどったが、怪け我がの方は完全に消えなかった。まだ傷きず痕あとが薄うすく残っている。

　光流脈使いは高レベルの治癒術を受ける度たびに、体に免めん疫えきが生じ始め、効果が現れにくくなってしまうという。これまで命に係かかわる傷を数度負った経験のある京介は、既すでに治癒術が効きにくい体になっている。この程度の切り傷や刺さし傷くらい、放ほうっておけば体の中にある自然回復力でそのうち消えるだろうが、豊花にはひどく怒おこられた。自分と同じ顔に傷がついてるのは何だか嫌いやだから、というのが理由らしい。

　やや疲ひ労ろう気味の一同に対し、午後九時、本部長豊花がチーズバーガーの配給を行なった。食堂の店長の好意により、無料で手に入れたものだそうだ。京介は全く意味がわからなかったが、店長が魔法少女ギガチョンのマニアであるから、奢おごってくれたのだと豊花は言っていた。

　午後九時半、班員総出による市内パトロールが開始された。今夜も荊いばらの死神がどこかに現れる可能性は高い。

　人気のなさそうな場所を選び、班員が待機するが、通行人に不ふ審しんがられて通報されたり、警官に職務質問を受けたりして、悲しげな顔で本部に戻ってくる者もいた。

　雨が強さを増し始めた午後十一時前。京介は契約通り、赤尾秀春の通う予備校へ向かった。




　赤尾は予備校の玄げん関かんのところで、他校の制服を着た女子生徒と立ち話をしていた。女子生徒が迎むかえに来た軽自動車に乗り込み、赤尾が手を振ふる。その手が下がったのを見計らって、京介は歩み寄った。

　水みず溜たまりを軽く踏ふんで歩きながら、赤尾は他愛もない世間話を一方的にしていた。声が弾はずんでいるのは、模試の結果でもよかったのだろうか。京介は傘かさの下で煙草たばこを吹ふかしながら、人通りのない道の先を眺ながめていた。夜の闇やみに沈しずんだ田たん圃ぼのどこからか、蛙かえるの鳴く声が時折陰気に響ひびいてくる。

「なあ。さっきの子、どう思う？」

　赤尾がふと、声の調子を変えてそんなことを尋たずねた。

　京介は数秒かかってから、「さっきの子」というのが、先ほど予備校の入り口で赤尾が話していた女子生徒のことだとわかった。

「知らない奴やつだ」

「でも、可愛かわいかっただろう」

「顔は見えなかった」

「可愛いんだよ。性格もいいしな、頭もいいんだ、これがまた」

「へえ」

「俺と志望校が同じなんだよ。絶対受からないとやばいよなあ」

「ふうん」

　京介は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、適当に相あい槌づちを打った。赤尾の機き嫌げんがよさそうな理由が、何となくわかった気がした。

「んでよ、一条京介。お前は好きな奴とかいないのかよ」

　傘を京介の方へ傾かたむけて、赤尾が尋ねてくる。道路の右側にある廃はい工場へ、京介は目をやった。黒いシルエットが雨の下、息を潜ひそめるように鎮ちん座ざしているだけで、特におかしな気配はなさそうだった。

「……別にいない」

　言い切った後、京介は喉のどの奥に溜たまった息を煙けむりと共に吐はき出した。好きな人はいない。それは単純に、この世にいないということだった。自分の好意の対象は、二年前に死んだ砂すな島じま礼れい子こに、今も凍こおりついたままだ。

　赤尾は京介の表情の変化になど気がつかない様子で、軽く傘を上下させて話し続けた。例の女子生徒はよく話しかけてくるとか、たまに自宅に電話もくれるとか、自分に気があるんじゃないかとか。半分以上聞き流し、京介は京介で自分の思考に精神を埋うずめていた。梅雨も、騒そう々ぞうしい班行動も、早く終わるといい、と思った。

　田圃が途と切ぎれ、道の先に大きな屋や敷しきの影かげが現れた。門に宿る外灯の丸い光だけが、辺り一帯の闇の中で、月のような存在感を演出している。赤尾の自宅だった。

　鉄てつ扉ぴの前で立ち止まり、赤尾は小さく手を挙げた。

「じゃあな──」

「ああ」

「あのさあ、一条京介」

　立ち去ろうとした京介へ、赤尾が躊躇ためらいがちに声をかけてきた。外灯の下で傘を畳たたみ、その手元に視線をやったまま、赤尾は言う。

「無理矢理、面めん倒どう事ごとを押しつけたみたいで、悪かったかなあとか思ってるんだけどさ……」

「豊花は株が買えると喜んでる」

「お前、思ってたよりいい奴だな。時間ぴったりにちゃんと来るし、こっちの話にまるで無反応だけど、そういう方が話しやすいや。惚のろ気けなんかまともに聞かされたら、普ふ通つうは嫌がるもんな」

「…………」

「二日間、お前がいたせいか、何も起きないしさ。もう平気かなって気がしてきた」

「…………」

「じゃあ気をつけて帰れよ」

　赤尾が門の横にあるインターフォンを押すと、鉄扉が自動的に開いた。赤尾の姿が家の奥に消えると、低い音を一度鳴らし、扉とびらは勝手に施せ錠じようされたようだった。

　夜道に戻もどりながら、京介は自宅の外灯が切れかけていることを思い出した。父親に言えば「気を送って電球を長持ちさせる」とかわけのわからないことを言うに違ちがいないし、母親に言うと、古電球を燃えるゴミの日に捨てるに決まっている。

　自分が黙だまって電球を交こう換かんしてしまえば、誰だれにも迷めい惑わくをかけないし、地球にだって優やさしいだろう。そう思って、京介は静かにため息をついた。




　京介が食堂に戻ると、店内には閉店を告げる音楽とアナウンスが流れていた。

　おばさんが床ゆかにモップをかけ始めているが、テーブル席にはしぶとく豊花と班員らが居座っていた。全員退たい屈くつ気味に座っていることから、特に目立った動きはないらしい。

「もう解散にした方がいいんじゃないのか」

　京介が声をかけると、テーブルの上に上半身を投げ、つまらなそうにしていた豊花は、目だけこちらに向けて答えた。

「なーんも手がかりが摑つかめないのに帰るのは、非常にしゃくじゃない」

「手がかりがないならないで、明日やればいい」

「それじゃ嫌いやなの。神かみ業わざ的な速さで事件を解決して、世間から尊敬の眼まな差ざしを受けたいのよ。刑けい事じドラマでも、事件が長引けば長引くほど、捜そう査さ本部の志気が下がるって言ってたのよ。それによく考えたら、来週から期末試験じゃない。ああ面めん倒どう臭くさいなあ」

　豊花はそう言って、テーブルをがたがたと揺ゆらした。

　できるだけ解決までの時間を引き延ばして、依い頼らい料りようを多くもらおうと言っていたはずだが、行動を起こしているうちに、どうせ豊花は飽あきてきたに違いない。元々豊花は動きのないものに長くつき合っているほど、悠ゆう長ちような性格をしていない。そんな性格の人間の行動に十六年もつき合わされている自分は、実は相当忍にん耐たい強づよいのではないかと、京介は気がついた。だからといって、誰かが褒ほめてくれるわけでもないのだが。

　明後日あさつての大安までに何とかしたいと呟つぶやきながら、スケジュール帳を捲めくっている豊花に、班員の一人がおずおずと切り出した。

「……本部長、あのー……テレビ観みたいから、そろそろ帰りたいんですけれど……」

　その一名を皮切りに、次々に帰宅希望者が名乗りを上げた。そもそもこの店が閉まる時間までの約束であったので、豊花は渋しぶい顔をしつつも、上半身を起こして言った。

「わかったわ、お疲つかれ様さま。明日もやる気があったら、今日と同じ時間に集合してちょうだい」

　テーブルには京介と豊花、そして何な故ぜか中学生だけが残った。豊花はほとんど中身の残っていないオレンジジュースのストローをすすり、不完全燃焼気味な音を立てた。

「豊花姐ねえさん……」

　テーブルの上で両手の拳こぶしを握にぎった中学生が、呼びかける。豊花はストローをくわえたまま、軽く手を振ふって答えた。

「いいわよ、あんたももう帰っても。帰ったらちゃんとお風ふ呂ろで温まって寝ねるのよ。あ、でも寝る前にお風呂は掃そう除じしないと駄だ目めよ。梅雨つゆ時って、気を抜ぬいてるとすぐにタイルにカビ生えちゃうんだから。この前も家うちのお風呂場に、見たこともない三色のカビが……」

「豊花姐さん、俺、帰りませんです。荊いばらの死神を捕つかまえるまで、帰るつもりはありませんです」

　拳でテーブルを固く叩たたき、中学生は自分の発言に深く頷うなずいた。

「今日、街ん中で色々聞き込みしていて、俺、思いましたです。びびっちゃってる奴やつもいたし、家から出られないって奴もいましたです。一条さんなんか、ずたぼろにやられちゃいましたです」

「ずたぼろでもない」

「俺、虹原で一番のヤンキーになりたいって思っていますです」

　京介の言葉は無視し、中学生は熱っぽい口調で続けた。

「強い奴はいっぱいいて、今日だって一条さんのパンチ食くらって、また王座が遠ざかった気がしますですけれど、どこの学校のどいつだって、ちゃんと名乗り合って戦うのがヤンキーの仁義だと思いますです」

　豊花が難しそうな顔をして「ヤンキーの仁義ってなあに」と小声で聞いてきた。京介もよくわからなかったので、黙って首を横に振った。

「だから──」

　先ほどよりも強く、中学生がテーブルを叩く。調理場の方で誰かが鍋なべでも落としたらしく、輪唱するように大きな音が響ひびいた。

「だから、早く荊の死神を倒たおしましょうです。幽ゆう霊れいみたいな存在の奴に、でかい顔されているの、俺は辛しん抱ぼうなりませんです。それに、俺はまだ正式な矯きよう正せい術者じゃないですけれど、土地を守る者として、長々と相手をのさばらせておくのは、よくないと思いますです」

「ふうん……京介に半分くらいあげてほしいほどの熱血だわね。よその担当区域内で事件を未然に防いだってことになれば、あたしたちの報ほう酬しゆうも上がるし……わかったわ。夜間特別捜査班を結成しましょう」

　豊花が宣言すると、中学生は気合いの入った声で返事をした。

　早く帰って眠ねむりたいと思い京介が欠伸あくびをしていると、豊花が顔を近づけてきて、日付が変わる直前とは思えない目の輝かがやきを見せてくれた。

「京介も班員だからね。眠いから帰りたいとか言ったら、お風呂場のカビを京介の肺の中に植えるからね」




　本部を近くのコンビニエンスストアに移し、夜間特別捜査班の活動が始まった。

　豊花と中学生が徒歩五分の場所にある市民運動場を、京介は更さらに離はなれた場所にある神社を回ってみることになった。三十分経過して、それぞれ異状がなければ本部に集合し、警備場所を移動する予定である。

　日付が六月二十八日に変わっても雨は陰いん気きに降り続け、蒸むし暑い空気もようやく冷え始めてきた。市民運動場のグラウンドに侵しん入にゆうした豊花は、セーラー服の胸むな元もとをかき合わせ、大きく震ふるえた。それを見た中学生が、目を見開いて言う。

「武者震いですか。気合い入っていますですね、豊花姐さん」

「まあね。敵が近いと本能が教えてるわ。決戦の時は近いわよ多分」

　四百メートルトラックの敷しかれたグラウンド、体育館と野球場の施し設せつからなる市民運動場の利用時間は、夕方までである。今の時刻、当然人の姿はなく、省エネなのか吝嗇けちなのか、外灯は五つに一つの割合で点灯されていた。

　敷しき地ちを見回し、豊花はくしゃみと欠伸を交こう互ごに三連発した。ぱっと見た感じ、何もなさそうであるし、実は結構眠いし、さっさとコンビニに戻もどってお菓か子しでも買おうかと思った。

「一条さんは、一人で大だい丈じよう夫ぶでしょうですかね」

　隣となりを歩く中学生がそんなことを言ったので、豊花は欠伸混じりに答える。

「大丈夫よ、京介に弱点なんかないもの」

「そんな感じでございますですね。仕事に感情は持ちこまないぜ、ってオーラがびしびし出てるです。俺もあんな術者になれますですかね」

「ならない方がいいと思うけど……仕事も人生も、全すべてそうよ、京介は」

　鼻の頭に落ちてきた雨あま粒つぶを払はらい、豊花は大きく息を吐はいた。その息の中で小さく、京介は壁かべを持っているから、と呟つぶやく。

　他人の感情を全ては受け入れない壁、元々乏とぼしい自分の感情を、更に外へ出さない壁。京介は誰だれに対しても、いつもその壁を持っている。意識して作っている壁なのか、無意識に作られた壁なのか、豊花にはわからない。恐おそらく本人もわからないのだろう。

　豊花に対しても壁はある。それを壊こわしたくて、豊花はこれまでかなりストレートに自分をぶつけてきた。だが京介の心の壁はなかなか壊れてくれなかった。自分の力ではどうにもできないということが、豊花は少し悔くやしかった。

　目の前にあった水みず溜たまりを跳とび越こえ、豊花は気を取り直して言った。

「──あ、でもひとつだけ京介の弱点を知ってるわ。あんた、虹原で一番になりたいのよね。五千円くらいで教えてあげようか」

「ほ、本当でございますですか。お願いしますです」

「京介は子供の頃ころ、父さんから短期間、適当に鍛きたえられただけなの。あとは全くの自己流、基き礎そだっていい加減な、ただの素人しろうとに過ぎないわ」

「素人と言い切るなんて、姐ねえさん、めちゃくちゃ格好いいと思いますです」

「あたしの目から見ても、京介はまだまだ甘いわね。あいつのパンチは、利きき腕うでの力に頼たよっているだけの、荒あら削けずりな腕わん力りよくレベルよ。だから京介の弱点は、左よ。左の攻こう撃げきはほとんど出せないはず」

「俺、今日、左ストレートで思いっきり負けたんですけど……」

「たまに調子がよくなるのよね、京介。ここ十六年くらい、運気が上向きみたい。殴なぐり合いで父さんとお姉ちゃん以外に負けたの、見たことないかも」

「五千円返して下さいです」

「うるさい、黙だまって。あそこに誰かいない……？」

　中学生の動きを腕で制し、豊花は足を止めた。靴くつの底がぬかるみに嵌はまり、嫌いやな音を立てる。

　野球場方向から、黒い影かげが歩いて来るのが見える。雨と暗さによる視界の悪さで、一いつ瞬しゆん錯さつ覚かくかと思いかけたが、それは間ま違ちがいなく動いていた。

　運動場の管理人かもしれないと豊花が判断をするよりも早く、中学生が動き始めた。差していた傘かさを投げ捨て、腕を振ふり回して、彼はグラウンドを走り出す。

「豊花姐さん、不ふ審しん者しや発見でありますです。撃げき破はして参りますです」

「ちょっと待ちなさいよ。あたしより前を走るんじゃない、生意気よ」

　豊花は慌あわてて中学生の後を追った。傘と、布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を持っているせいで、思うように走れなかったが、中学生に数秒遅おくれて追いついた。

　グラウンドの隅すみ、一つだけ点ともった外灯の下で、人影は立ち止まっていた。傘も持たず、小さな体に雨を受けたまま、豊花たちの方に顔を向けている。髪かみの毛が顔に張りついているせいで、顔の作りまでは豊花の位置から確かく認にんできなかった。

「い……」

　豊花の隣で、中学生の腕が小さく痙けい攣れんした。撃破すると宣言したくせに、二、三歩後ずさり、震ふるえた声で中学生は呟く。

「荊いばらの死神じゃありませんですかね……そ、そうだきっと、そうだろう、こら、そうって言え」

「初対面の人にいきなり失礼なことを凄すごまないの。……ねえ、あなた何してるの？　今噂うわさになってる話、知ってるでしょう。こんな夜中に一人で歩いていたら危ないわよ」

　家まで送ってあげるから三千円くらいちょうだい、と豊花が言おうとした時──少女の右手が動いた。

　差し伸のべた袖そで口ぐちから蔓つるのようなものが飛び出し、うねった。一度地面を叩たたき飛沫しぶきを巻き上げた後、それは泥どろ水みずを引き裂さいて、豊花に向かって真まっ直すぐ襲おそいかかった。

　左ひだり肩かたに衝しよう撃げきが走り、傘を落とすと同時に豊花は地面に倒たおれた。上半身を起こし、打たれた肩を見て豊花は目を細めた。制服の布地とその下の皮ひ膚ふが引き裂かれ、血が滲にじんでいた。鋭するどい何か──爪つめか、棘とげのようなもので傷つけられたようだった。スカートに泥水が染しみ込み、不快感と寒気が豊花の全身を這はい上がる。

「豊花姐さん！」

　駆かけ寄って来ようとする中学生へ、豊花は怒ど鳴なった。

「逃にげて、早く！」

「で、でも……」

「京介を呼んできて！」

　怒鳴りながら立ち上がり、豊花は玲洗樹の枝の布を解ほどいた。中学生が駆け去って行く音が響ひびいたが、少女は豊花に向き合ったまま、動かなかった。

　相手の右腕に目を凝こらし、豊花は唇くちびるを嚙かむ。服の袖から、人間の手とは明らかに別物の何かが伸びている。鞭むちに近い形をしたその先は地面に達し、少女の足元を何周か巡めぐって渦うずを築いていた。京介の報告で聞いた通りだった。

　玲洗樹の枝を強く握にぎりしめ、豊花は右方向に向かって走り出した。相手と距きよ離りを取らなくてはいけないと思ったが、背を向けて後方へ走る勇気は豊花にはなかった。

　少女の腕が飛沫を上げる。腕は宙を駆け、豊花の足元を狙ねらってくる。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ──」

　必死に脚あしを動かして逃げながら、豊花は呪じゆ文もんを唱えた。

「未ひつじから丑うしへ雷らい雲うんを起動。対象一体に落下。我の意志に従え！」

　豊花が玲洗樹の枝を振り上げ、天が稲いな光びかりを発するのとほぼ同時に、少女の腕が蔓のように豊花の足首に巻きついた。

　視界が紫むらさき色いろに染まり、轟ごう音おんと共に激しい落雷がグラウンドを襲う。足を取られて地面に叩きつけられた豊花は、顔を上げると被かぶった泥水を拭ぬぐった。滲んだ視界の向こうで、落雷の直ちよく撃げきを受けた外灯が、崩くずれてゆくのが見えた。

「外した……」

　舌打ちする豊花の足首に、激痛が走る。剣けん山ざんで突つき刺さされたような痛みだった。

　白かったはずの豊花の靴くつ下したが、泥と血に汚よごれてどんどん変色してゆく。豊花は手をかけて少女の腕を外そうとしたが、自分の指が傷ついただけで、逃のがれることはできなかった。

　少女の腕が動いた。数十メートルもの長さのあったそれは、音を立てて少女の袖の中へ戻もどってゆく。それに伴ともない、先せん端たんに捕とらえられたままの豊花の体は、地面を引きずられ、少女の前まで引き戻された。

　口に入った泥水を吐はき捨て、豊花は玲洗樹の枝を握り直し、相手を見上げた。怖こわかったが、怖いということを悟さとられるのは悔くやしかったので、歯を食いしばった。相手は自分より十歳くらい年下の、小さな女の子だ。それでもやはり、体の震えは止まらなかった。

　足首が切断されてしまいそうに痛んでいた。京介はまだ来ないのか──豊花が顔を顰しかめながら、玲洗樹の枝で殴なぐりかかって勝てるものかと考え始めた時、少女が一歩踏ふみ出した。

「何よ……あんた、何なのよ」

　豊花は顔を上げ、目め尻じりや頰ほおに伝わる雨を振ふり払はらうようにして叫さけんだ。

「あたしが何したって言うのよ」

「……光流脈使いは、嫌きらい」

　少女の髪かみの毛が煽あおられ、白い顔があらわになる。小さな瞳ひとみの奥に、陽かげ炎ろうのような光が揺ゆれていた。

　少女の左ひだり腕うでが動く。二本目の蔓が体に巻きついて、豊花は悲鳴を上げた。悲鳴を上げながら、めちゃくちゃに呪文を口にした。




「豊花姐ねえさんが殺されてしまいますです！　かなりまずい感じでありますです！」

　京介は中学生に引っ張られながら、雨の降る夜道を走っていた。

　一人でも十分走れるし、むしろその方が速いような気がするのだが、中学生は京介の手を放してくれない。彼は相当錯さく乱らんしているらしく、京介がいくら落ち着けとか黙だまれとか声をかけても、全く耳に入っていない様子だった。

　コンビニエンスストアから数分走ると、豊花が荊の死神に襲われているという市民運動場に到とう着ちやくした。中学生が案内し、破れたフェンスの隙すき間まから敷しき地ち内に入ろうとした時、正面入り口の付近で、うろうろと動いている黄色い傘かさが見えた。

　動くごとに、お下げに編んだ三つ編みが頼たよりなく揺れる。風紀委員の塩原友子だった。

「塩原」

　京介が声をかけると、塩原は「ひゃっ」と叫んで三十センチほど飛び上がった。黄色い傘の下から恐おそる恐るこちらを窺うかがい、塩原は息を吐いた。

「ああびっくりした……一条君ですか。何しているんですか。夜間の外出は保護者の同どう伴はんが必要なんですよ」

「お前こそ、何してるんだ」

「私は、私の家がこの近くなんですけれど、やっぱり一条君たちに任せていられないかなあと思いまして、自主的夜間パトロールを行なっておりましたところ、ちょうど人の悲鳴が聞こえたような気がして……」

「家に戻れ」

「え、でも……」

「お前から受けた仕事はちゃんとやる。だからすぐ帰れ」

　中学生がフェンスの間から顔を出し、京介を呼んだ。意気込んでいるくせに、一人で進めないらしい。京介は塩原に背を向けて、運動場の内部へ入った。

「豊花姐さーん！」

　野球場の手前に豊花が倒たおれていた。這はい蹲つくばって、ひたすら泣き喚わめくだけの中学生を退どかし、京介は豊花の傍かたわらに膝ひざをついた。豊花は全身を雨と泥に濡ぬらし、目を閉じたまま苦しそうに眉まゆの形を歪ゆがめていた。胸は盛んに上下し、必死に呼吸を繰くり返している。とりあえず何とか生きているらしい。

　荊いばらの死神らしき影かげはどこにもなかった。そして辺り一帯の土地が少しも澱よどんでいるように感じられないのが、妙みようだった。

　まず治ち癒ゆ術じゆつを施ほどこそうと思い、京介が玲れい洗せん樹じゆの枝の布を解ほどいていると、豊花が目を開けた。

「遅おそいわよ……あんたが遅いから、逃にげられたじゃない」

　怒ど鳴なる気力もないらしく、搔かき消えそうな声で豊花は言った。霞かすんだ色をした豊花の瞳を見て、京介は尋たずねた。

「どこが一番痛い」

「足首……」

　目ま蓋ぶたを開けていることに疲つかれたのか、瞳を閉じて豊花は答えた。

「あと、肩かたと、上半身と……」

「全身だな」

「足首以外、傷はそんなに深くないと思う……。京介……」

　豊花が手を伸のばし、京介のワイシャツの裾すそを握にぎる。その指の先にも傷が無数にあり、血がシャツに染しみていった。

「黙ってろ」

「嫌いって言われた」

　豊花の手の中で、布地が弱々しく握り潰つぶされた。

「あたしが見た荊の死神、光流脈使いは嫌いって言ったの」

「…………」

「初めて言われた、そんなこと……」

「…………」

「どうしてそんなこと言うのかな……悔くやしい……」

　雨はやむ気配を見せず、中学生も一向に泣きやむ様子がなかった。






















　光流脈統とう轄かつ管理本局、通つう称しよう「本家」。

　地下十三階に直行する専用エレベーターの扉とびらの前で、副家長の石いし田だ栄えい治じは分厚い手帳を広げ、その日の予定を確かく認にんしていた。

　石田の年ねん齢れいは四十代後半。身長は二メートル近くあり、体格もよいために、女子職員からは陰かげで「塀へい」というあだ名をつけられている。実際、身に着けている灰色のスーツは常に皺しわひとつなく、広い背中など、遠くから見ればコンクリート塀のようにも見える。神経質そうな表情の中、眉み間けんに刻まれた縦皺は、皺というよりも溝みぞという表現の方が的確かと思われた。

　音もなくエレベーターの扉が開き、家長の遠峰秋一が降りてきた。石田は手帳を閉じて内ポケットに仕し舞まうと、遠峰に目線を定めたまま頭を下げた。

　不ふ機き嫌げんな顔で廊ろう下かを歩き始めた遠峰の斜ななめ左後ろにつき、石田が尋ねる。

「いかがでしたか」

「また怒おこられたよ。かなり怒られた。相当怒られた。早くやれって怒られたって、準備がまだなんだから、仕方ないじゃん」

「連行係は、いつでも出動可能ですが」

「じゃあ今日中に、候補者の皆みなさんに来てもらって。『丘おか』の方の準備は、特とく殊しゆ課に任せてあるから」

「了りよう解かいしました。では、今日中に」

「あれさあ、もうちょっと穏おん便びんにできないの。この間、近所の住民が見ていて、誘ゆう拐かい事件だって通報しちゃったらしいよ」

「精せい一いつ杯ぱい穏便に済ませてはいるのですが、つい」

　廊下が行き止まり、扉の前で遠峰と石田は立ち止まった。扉の側そばに控ひかえた門番の術者が一礼し、玲れい洗せん樹じゆの枝を掲かかげて呪じゆ文もんを唱える。扉の鍵かぎが外れた。

　重い扉を石田が開けて、遠峰たちは別の通路に出た。通路の先には、白い制服を着た、家長護衛隊の術者が数十名、待機している。彼らが遠峰を囲み、行列に膨ふくれ上がった一行は、本家一階の廊下に出た。地下十三階専用エレベーターは、一いつ般ぱん職員が立ち入りできない位置にある。

　廊下で白衣の若い女とすれ違ちがい、遠峰は足を止めた。間を置かず、行列全体が立ち止まる。遠峰は白衣の女に軽く手を挙げ、声をかける。

「やあ華か奈なちゃん。変な実験してないかい？」

　呼びかけられた深しん廉れん寺じ華奈は護衛隊員越ごしに、冷たい眼まな差ざしを遠峰に返した。長い黒くろ髪かみが白衣の肩かたの上を滑すべる。

「実験したくても、家長に材料を没ぼつ収しゆうされてしまったので、大したことができません。補ほ充じゆう催さい促そく書しよを出しても却きやつ下かされますし」

「まあね、先月みたいな事件を起こされたら、困るからさあ。また部下が責任取らされて自殺させられたら、可哀かわい相そうだし」

「他人ひとの心配より自分の心配をされたらどうです。家長こそ、例の術実験を成功させないと、光主権限で免めん職しよくになるかもしれませんよ」

「さっき君のお父様に、同じように脅おどされてきたよ。……石田、なに小さくガッツポーズ振ふり回してるのさ」

　背後の副家長を睨にらんだ後、遠峰は天てん井じようを見上げて独り言のように言った。

「気が重いなあ……どかーんと派手なことでも起きて、組織がひっくり返れば面白いのに」

　家長一行が動き始め、規則正しい足音が廊下の先に消えてゆく。

「同意見ですよ。私も」
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　女は小さく呟つぶやくと、白衣の裾すそを翻ひるがえし、別の方向へ歩き始めた。




　水色と灰色のまだら模様──梅雨つゆ時に空が提供してくれた半はん端ぱな晴天は、それほど美しく見えなかった。

　風の匂においは相変わらず湿し気けっぽい。体がだるい。頭が痛い。ついでに言うと寝ね不ぶ足そくで吐はき気けがする。学校を休む理由としては十分だろうと、路線バスの窓から見える午前十時の薄うすい色の日光に向かって、京介は呟いた。

　時間帯のせいか、それに加えて行き先が郊こう外がい地のせいか、バスの車内には京介と豊花以外、乗客の姿はない。最後部の座席に座り、京介はゆっくりと流れる景色に茫ぼう然ぜんと目をやっていた。舗ほ道どうを、自転車が気持ちよさそうに風を切って通り過ぎてゆく。緑が見える場所には、どこにでも当たり前のように紫陽花あじさいが咲さいていた。

　右みぎ隣どなりにいる豊花は、シートに背を預け、完全な熟じゆく睡すい状態に陥おちいっている。一度自宅に着き替がえに戻もどった時、シャワーを浴びたらしいので、泥どろにまみれていた顔も髪の毛も綺き麗れいになっている。負った傷は京介が治ち癒ゆ術じゆつで治してやれたが、体力の消しよう耗もうと眠ねむ気けだけはどうしようもない。

「……減げん俸ぽうは嫌いやよぅ……」

　頭の位置を変え、豊花がそんな寝ね言ごとを言った。

　今朝方、本家から市内担当の矯きよう正せい術者には、警けい戒かい令れいが発せられていた。警戒令の内容は、市内一部で噂うわさになっている傷害事件──荊いばらの死神の件だ。警戒令が出ている期間に、事件を見過ごしたり、被ひ害がいに遭あったりする術者は、減俸対象になるという悲しい規則がある。

　京介と豊花がそれぞれ遭そう遇ぐうした件を含ふくめて、昨日中に本家には、荊の死神の目もく撃げき報告がまたいくつかあったらしい。京介たちも術者センターに報告に行ったが、取り逃にがしたことを言うと、職員は言葉を選ばず「無能者」と謗そしってくれた。

　夜中、二人で荊の死神を探し続けたが、収しゆう穫かくはなかった。豊花も疲つかれていたし、少し移動しては休きゆう憩けいをとるばかりの行動は、あまり効率がよいとは言えなかった。夜明け前に一度家に戻り、濡ぬれた制服を替えて両親には登校する姿勢を見せておき、こうしてまた調査に戻った。

　授業料がもったいないという理由で、京介たちの父親は学校をサボるとひどく怒る。今日の分も含め、学期末には通知表となって欠席日数は露ろ見けんしてしまうだろう。京介としては一日ごとに怒られるより、まとめて怒られる方が、気分的に負担が軽いような気がした。

　赤信号でバスが停車した。交差点を通過する自動車のタイヤは、どれも軽かろやかな水音を引きずって走ってゆく。道が乾かわく前に、どうせまた雨が降るのだろう。傘かさを持ってこなかったことに気がついたが、諦あきらめることにした。

　豊花が抱かかえていた玲洗樹の枝が、バスの床ゆかに落ちた。京介はそれを拾い上げ、自分の分とまとめて持つ。昨夜、荊の死神に「光流脈使いは嫌きらい」と言われたことが、豊花はやや応こたえたらしい。学校をサボってでも何でも、一刻も早くもう一度あの少女に会って取り消しをさせるのだ、と意気込んでいた。そして京介はこうしてつき合わされている。

　他人に否定されてむきになれるほど、自分の持つ力──ひいては自分自身を強く想おもっている豊花の気持ちを、京介は正直なところよくわからなかった。

　バスが動き始めた。道が緩ゆるいカーブに差しかかり、車体が揺ゆれる。豊花の体が傾かしいで、京介の肩に頭をぶつけてきた。動くのが面めん倒どう臭くさいのか、京介の肩に頭を載のせたまま、豊花は深い寝ね息いきを立て続ける。京介も押し退のける気力がなかったので、そのまま動かずにいた。

　バスのアナウンスが、気軽な口調で次は終点だと告げる。もう一度、窓越しに薄うす汚よごれた青空を見上げて、京介は目を細めた。

　自分にもいつかまた、強く想える何かができるのだろうか。当然、問いかけても太陽は何も答えてくれなかった。




　京介たちが向かった場所は、虹原第二小学校の校門だった。荊の死神を知っていると言った、小学生の通っている学校である。昨日の班行動から、その小学生の名前と学校は控ひかえてあったので、ここへ赴おもむいたのだ。

　一応小学校の校門前なので我が慢まんしていたが、ついに耐たえきれず京介が煙草たばこをくわえると、隣となりに立っていた豊花が冷ややかな目線を飛ばしてきた。バスの中の仮か眠みんで体力は完全に回復したらしい。便利な体質だ、と京介は思った。

「別にあたしはどうだっていいんだけど、京介、いつか肺ガンで死ぬわよ」

「おれもそう思ってる」

「じゃあ、どうして煙草を吸うの」

「吸わないと死にそうになるから」

「なんかおかしくない？」

「おかしくない。人は死ぬ日まで生き続ける」

「絶対おかしい。あたしは死なないために生き続けてる」

「お前は死なないさ、生きたいと思っている間は」

　寝不足のせいか、自分でも何を言ってるのかわからなくなってきた。京介は欠伸あくびを嚙かみ殺しながら、そっと小学校の敷しき地ち内を覗のぞき込む。

　学校内はちょうど長めの休み時間中らしく、校庭の方から甲かん高だかい子供の声がひっきりなしに響ひびいていた。門の前で縄なわ跳とびをしていた児童に頼たのみ、「三年一組の中なか野の君」を呼び出してもらってから、もう十五分ほどが経過している。

　京介がライターを手にした時、校門横の花か壇だんの方から小さな人ひと影かげが三つ、現れた。

　髪かみの毛を坊ぼつちゃん刈がりにした少年を真ん中にし、その両側に少年より幾いく分ぶん背が高く、相当気の強そうな女の子が二人、びしっと寄り添そっている。

　少年は一直線に切り揃そろえられた前髪の下から、日光に遠えん慮りよするような視線を投げてきた。

　煙草には火を点つけず、京介は尋たずねた。

「中野君？」

「……そうだよ……です、けど」

　半ズボンの裾すそを両手で握にぎりしめ、少年は小さく頷うなずいた。両側にいた女の子が一歩ずつ前に出て、敵意を剝むき出した目で京介を見上げる。彼女たちが上着につけた名札によると、どちらも中野少年の同級生であるようだった。

「中野君に何の用よう」

「そうよそうよ、中野君を苛いじめたらただじゃおかないよ」

「ヤンキーなんか、私たち怖こわくないんだから」

「そうよそうよ、何かしたら、ＰＴＡに言いつけてやる」

　女の子は口々に京介を罵ば倒とうしてくれた。中野少年のどの辺りが、同年ねん齢れいの少女にとって魅み力りよく的なのかわからなかったが、まあ二人からも守ってもらって結構なことだ、と京介は思った。京介がこのくらいの年の頃ころは、彼女たちよりももっと強気で凶きよう暴ぼうな身内の少女に追い回されていた。毎日が、戦いだった。

　後ろにいる身内の少女に、京介は目で合図をした。豊花が頷き、女の子たちの前へ跳はねて行く。

「はーい二人とも、あのヤンキーが中野君からお話を聞いてる間、お姉さんと遊びましょうね」

「やだよーだ、ヤンキー二号」

「お姉さんぶるんじゃないわよう、胸囲六十六」

　布に包んだ玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふり回し、豊花が女の子たちを追い回す。豊花は学校の敷地内へ入って行ったが、通りかかった教師らしき人物は、特に何も言わなかった。

「荊いばらの死神って、知ってるか。学校で噂うわさになってると思うけど」

　相手は顔を上げることが苦手らしいので、京介はその場にしゃがみ込んで自分の目の高さを低くすることにした。中野少年はズボンを握りしめたまま、黙だまって頷いた。

「そいつのことなんだけど……」

「荊の死神がどうしたっていうのよう。ヤンキーのくせに、警察ごっこしてるの」

「そうよそうよ、あんたなんか何もしなくったって、お巡まわりさんが何とかしてくれるよ」

　戻もどってきた女の子たちが、京介の真横で立ち止まると、高い視線から恐おそろしい眼光を飛ばしてきた。豊花による免めん疫えきがなかったら、逃とう走そうを検討してしまいそうなほど、見事に怖い顔をする女の子たちだった。

「『さみだれ警部補・二十四時』みたいなお巡りさんが、荊の死神なんか捕つかまえちゃうんだから」

「この前の放送、観みた？　超ちよう格好よかったー」

「あー、あたしも観たー」

　豊花が会話に参加すると、ようやく女児三名の友好が成立したようだった。

　本家の情報によると、この事件に対し、警察機関は本格的に動き出していないということだった。噂うわさ話ばなしの伝染だけでは動けないこともあるのだろうが、恐らく各地の矯きよう正せい術者が情報操作を行なっている。

　澱よどんだ土地では、大たい抵てい何かしらの事件が起きている。澱みを浄じよう化かさせる際、本家では矯正術者に事件の解決を推進している。それが澱み再発の防止となると共に、平和のために築かれた光流脈を扱あつかう人間の、基本姿勢ともなるからだ。

　しかし、発生した事件に警察の捜そう査さが入ってきた場合、光流脈使いは手を引く。専門機関と競きそい合うことは、本家の目的より逸それる。

　澱みの浄化のみを行ない、事件そのものは頭から警察へ任せるという方針もある。どちらにせよ、本家の存在自体は公おおやけにしていないので、光流脈使いの遭そう遇ぐうした事件が、どのように解決へ至るかは、光流脈使い次し第だいということになる。

　豊花たちがテレビドラマの話題で勝手に会話を始めたのをきっかけに、京介は中野少年に向き直って尋ねた。

「荊の死神が、お前──中野君の友だちに似てるって、本当か」

「……本当だけど……ですけど……」

「普ふ通つうに喋しやべって構わない」

「……この間も、怖そうなお兄さんが聞きに来たよ。不良の間で流行はやってるの……？」

　中野少年は拗すねたような顔でそう尋ねた。辛つらいことがあったというか、元々そういう顔立ちらしい。

「その怖そうなお兄さんと同じことを聞くかもしれないけれど、教えてもらえるか」

　煙草たばこを箱に戻しながら京介が言うと、中野少年は頷うなずいた。校庭の方で、ほとんど悲鳴に近い歓かん声せいが上がった。

「その友だちっていうのは……」

「一年生の時同じクラスだった子。斉さい藤とう千ち恵え。幼よう稚ち園えんも同じだった。そんなに仲良しじゃなかったけど、家が近所だったんだ。一年生の夏休みに死んじゃった」

　二度目の質疑になると、さすがに本人も慣れたものらしく、自分の方から話してくれた。

「今まで一回も、その子の幽ゆう霊れいを見たことなんてなかったよ。でも……」

「でも、見た──見たのは中野君一人か」

「日曜日の夜、あの子たちと──」

　頷いた後、傍かたわらで声こわ高だかに話をしている女の子たちを一いち瞥べつし、中野少年は続けた。

「あの子たちと、家の近所の公園で遊んでたら……急いで逃にげてきたから、大だい丈じよう夫ぶだったけど」

「向こうは？」

「え？」

「向こうは、中野君のこと、気がついたのか」

「わかんない。呼んでも、返事してくれなかったから。顔は同じだったよ。お葬そう式しきで見たでっかい写真、あれ、僕よく覚えてるから」

　疑われないための予防線なのか、中野少年は少し早口にそう言った。京介は黙ったまま頷いた。そういう記き憶おくは、多分ずっと残ってゆくものなんだろうなと思った。

「その斉藤千恵って子の住所、わかるか」

「番号とかはわかんないけど、僕の家の近くだから、それでいい？」

　中野少年に自宅の地図を描かいてもらっていると、のんきなテンポでチャイムが鳴った。休み時間が終わるらしい。立ち上がる前に、京介は何となく聞いてみた。

「斉藤って子、どうして死んだんだ」

「わかんない。先生は病気だって言ってた。体が弱い子だったから」

「ふうん……」

「ちょっと可哀かわい相そうだった。いじめられてたし」

「いじめ？」

「仲間はずれみたいな感じだけど。斉藤千恵、お母さんと二人で住んでいたし、放課後も誰だれとも遊ばなかったし」

「下らない理由でいじめなんかするんだな」

　京介の言葉に、中野少年は黙だまっていた。放課後誰とも遊ばないだけでいじめに遭あうのなら、京介自身は幼稚園から今までずっと、いじめの対象であり続けるに違ちがいない。家族は自分を含ふくめて五人いるが、自分の味方は自分だけだ。

　そういえば、京介は小学校低学年の頃ころ、周囲の男子生徒から「暗い」とか「笑わない」とか言われたり、上うわ履ばきを隠かくされたり、放課後校門で待ち伏ぶせされたりしたが、あれはいじめだったのだろうか、と今いま更さら疑問に思った。

　京介は立ち上がり、息を吐はいた。校庭から聞こえていた児童の声は、チャイムが鳴り終わると噓うそのように静まっていた。

　数年前に病気で死んだ小学生。もしかしたら単に似ているだけという可能性もある。ただの勘かんだが、それでもこの暗い目をした少年が、いじめられていたという近所の少女の顔を、見間違うことはないような気がした。

　思考に暮れかけた時、低い視線に気づき、京介は我に返った。相変わらずズボンを握にぎりしめたまま、中野少年がこちらを見上げて言う。

「ヤンキーのお兄さん、学校は？」

「学校は、休み。……おれが、休み」

「その長い杖つえみたいの、何？」

「これは、商売道具……って、わかるか」

「何となく」

「じゃあ、ありがとう」

「ヤンキーのお兄さん」

「なに」

「どうしたら、お兄さんみたく、一人でいても大丈夫になれるの」

　京介は思わず唸うなって考え込んだ。初対面の小学生にも感じ取れるほど、自分の顔には孤こ独どく感が滲にじみ出ているのだろうか。

「僕、あの子たちがいないと、何もできないんだ」

　中野少年がぼんやりと首を動かし、そう呟つぶやく。何か楽しいことでもあったのか、手を叩たたき合ってきゃあきゃあ騒さわいでいる豊花たちに目をやり、京介は中野少年と同じようにぼんやりと呟いた。

「集団でいられるなら、別にそれでいいと思う」

「そうなの」

「おれはうまく人と合わせられない。人といると疲つかれる……そういえば、小学校の担任教師から、協調性が足りないって叱しかられたこともあった」

「協調性？」

「それを養うよりも、自分にとって楽な方を選んだ。だから、一人でいようとしているだけ」

「よくわかんないや」

「おれもよくわからない」

「ヤンキーのお兄さん」

「なに」

「頑がん張ばってね」

　半ズボンの裾すそから手を放し、中野少年が校舎に向かって走り出す。女の子たちが慌あわてて後を追い、豊花も何な故ぜか追いかけて行った。

　自分にも小学生だった頃があるという事実を、京介は久しぶりに思い出した気がした。




　小学校から歩いていける距きよ離りに、中野少年の自宅はあった。地図によるとそのすぐ近くに、斉藤千恵という女の子の家もあるらしい。

　設計はほぼ同じだが、屋根の色だけがそれぞれ違うという建て売り住宅地の一画に、斉藤家はあった。表札で気がつく前に、その外観からまず他ほかの家より目が行った。洋風の二階建てばかりが並ぶ中で、斉藤千恵の家だけは、大きな平屋の、純和風な造りになっていた。

　家の前に立ち、豊花がぽつりと呟く。

「……術者の家ね」

　玄げん関かん横には竹林が涼すずしげな陰かげを作っていたが、その中に一本だけ別の木が生えている。玲れい洗せん樹じゆだ。光流脈使いの血を引く家に子供が生まれると、玲洗樹の苗なえを植える。木が育って杖の長さになる頃、術者になれるという習わしだ。斉藤家にある玲洗樹は、屋根の辺りまで高さがあった。

「光流脈使いは嫌きらいって……そうか、あの女の子も光流脈使いの家に生まれたのね。知識を持たない一いつ般ぱん人じんは、好きも嫌いも、光流脈のことを知らないもんね」

　風が吹ふいて竹林が小さく鳴った。門から玄関に至る玉たま砂じや利りの通路は、綺き麗れいに整えられている。在宅中である証しよう拠こに、奥の方の窓から、食器を洗うような音が聞こえていた。

「どうする？　話を聞く？」

　髪かみとスカートの裾を翻ひるがえし、豊花が振ふり返った。

「お母さんと二人暮らしだったのに、死んじゃった子よね。その千恵って子の話には、触ふれたくないかもしれないわよね」

　空を見上げて豊花が呟くように言う。ようやく雲が晴れて、一面の青空が見えていた。皮ひ膚ふに照りつける光の強さだけならば、季節はすっかり夏といっても過言ではない。梅雨つゆの陰いん気きな雨に翻ほん弄ろうされて、そんなことにも気づかずにいた京介は、着ていた長なが袖そでのシャツの袖を捲まくった。

「聞いたからって、何かがわかる保証もないけど」

「ねえ、京介一人で話を聞いてきてよ。あたしはその辺の公園でブランコでも漕こいでるから。あんたなら、相手も話してくれると思う」

「お前の方が愛想はいいだろう」

「愛想がよくても駄だ目めなのよ。話が話でしょう。あんたみたいな悲ひ愴そう感が漂ただよっている顔の方がいいの」

　門の前で京介たちが互たがいの顔をつかみ合って揉もめていると、玄関の扉とびらが開いて和服の女性が現れた。どこかに出かけるらしく、日ひ傘がさを持っている。

　年ねん齢れいは京介たちの母親と同じくらいだったが、当然ながら雰ふん囲い気きは全然違う。京介の母親はアマゾン辺りが似合う感じだが、家から出てきた女性は、側そばにある竹林がよく似合っていた。

「何か御ご用ようですか？」

　好意的な笑えみを浮うかべ、女性が首を傾かしげる。目は京介や豊花が持つ、布に包んだ玲洗樹の枝を見ていた。

　豊花は数秒スカートを揺ゆすっていたが、意を決したように、一歩踏ふみ出して言った。

「あの、あたしたち、千恵さんのことでお話を伺うかがいに来たんですけれど……お母さんですか」

「あら、千恵のお友だちですか？」

　子供の名前を出しても、斉藤千恵の母親らしき女性は、泣きも喚わめきもしなかった。ただ柔にゆう和わな笑みを浮かべて問い返すだけだ。

「お友だちっていうか……あのー……」

　どう説明していいものかわからなかったのだろう、豊花はしばらく口の中でもごもご言っていたが、やがてもう一歩踏み出して、強い口調で尋たずねた。

「千恵さんの幽ゆう霊れい、最近出ましたか？」

　千恵の母親が更さらに首を傾げ、どこか近所の飼い犬がぎゃんぎゃんと吠ほえた。

　ストレートすぎる、と、京介は足元の日ひ陰かげに向かって呟つぶやいた。




　本家内にある術研究部・分室の机で、室長の深廉寺華奈は、数日以内に行なわれる術実験の詳しよう細さい書類に目を通していた。

　書類には別資料が添てん付ぷされている。古代術本と呼ばれる、特とく殊しゆな術本の一部を複写したものだ。表紙には「要返へん却きやく」の印がおされてあった。

　華奈は書類を持って、分室奥にある簡易実験室に入った。この手の紙資料には特殊効能が付加されていて、普ふ通つうのコピー機では写せないことが多い。文字を普通紙に手書きで書き残そうとしても、文字の綴つづりそのものが呪じゆ文もん能力を自動発動させ、紙を焼しよう却きやくしてしまうこともある。

　簡易実験室で用件を済ますと、華奈は隣となりの材料倉庫の扉を開いた。これまでは材料を収めた水すい槽そうが無数に置かれていた棚たなは、ほとんど空になっている。

　扉を閉じ、華奈は自分の机に戻もどった。

　術実験の詳細書類を再度見直した。数名の術者名が並べられ、現住所から身長、体重、年齢、術者成績はもちろんのこと、これまでに関かん与よした人間全すべての詳細情報までもが載のせられている。術者管理部の仕事である。暇ひまな部署だ、と華奈は呟いた。近くの席にいた研究員が不思議そうに華奈を見たが、特に声をかけてはこなかった。

　退たい屈くつな記述を眺ながめてゆくうちに、ふと華奈は目を留めた。候補者番号・二十二、一条京介。先月、分室の実験データが外部流出する事件が起きた際に、処理を担当したのもこの術者だった。

　これといって珍めずらしい経歴の持ち主ではなかった。強しいて言えば、十四歳の時に「同中学・女子生徒」という人間が交通事故で死んでいること。術者管理部がわざわざ記き載さいするくらいであるからには、ただの同級生ではなかったのだろう、と華奈は思った。

「華奈様」

　華奈の背後に、濃のう紺こん色の制服を着た男が立っていた。光主護衛隊の制服だ。華奈は黙だまって振ふり向いた。

「光主様より、お手紙です」

　男は華奈に封ふう書しよを渡わたすと、深く頭を下げて退室して行った。男が通り過ぎても、室内の研究員は誰だれも声をかけず、顔すら上げなかった。そのような規定だった。

　華奈が開いた封書の中身は、ワープロで印字された便びん箋せんが一枚入っているだけであった。術実験をよく見ておくようにという内容だった。次期光主になる華奈には、必要になる知識だと記されていた。

　華奈は便箋を丸め、机の上に置いた。白衣のポケットからメスを取り出し、便箋ごと串くし刺ざしにした。

　床ゆかに置いた鳥とり籠かごの中で、烏からすが鳴いていた。




　通された部屋は、庭園に面した広い和室だった。座ざ布ぶ団とんに座り、京介は茫ぼう然ぜんと庭の小さな池に目をやっていた。

　網あみ戸ど越ごしの風は涼すずしく、出された麦茶のグラスの中で、氷が音も立てずに揺れている。家の中からはどこからも音がせず、人の気配もしなかった。こんなに静かな家に来たのは初めてだと思った。隣に座った豊花が、正座に慣れないらしく、ごそごそと脚あしを動かしているのが、やや鬱うつ陶とうしかったものの。

「そうですか。そんなことが」

　一連の話を聞き終えた千恵の母親は、座ざ卓たくを挟はさんだ京介の向かい側で、静かに頷うなずいた。死んだ娘むすめに似た不ふ審しん者しやが街に出ている、という話を聞いても、相手は一度も驚おどろきの声を上げたりしなかった。小さく眉まゆを歪ゆがめただけだった。

「それで、千恵のことを調べて下さっているんですね。でも、どうしてです？」

　柔やわらかな口調で尋ねられ、豊花があーとかいーとか唸うなった。色々なところからバイト料が出るんです、とはさすがに言えないだろう。京介は静かに答えた。

「市内担当の、矯きよう正せい術者なので」

「じゃあ、その千恵に似た不審者を見つけたら、抹まつ消しようさせるんですか？」

　京介はふと、昨日出会った荊いばらの死神を思い出した。こちらが攻こう撃げきするそぶりを見せる前から襲おそいかかってきた。豊花もそうだったと言っていた。

　全て土地と対象に優やさしく、術者の力は世界のため──三ヵ月継けい続ぞく試験の試験官が言っていた言葉を思い出す。あの試験官は、荊の死神にどう優しく接すれば、褒ほめてくれるのだろう。

　深くため息をつき、京介は本音で答えた。

「場合によっては、そうします」

「私には遠えん慮りよしないで、あなたたちの仕事をして下さいね」

　千恵の母親はゆっくりと頷いた。装そう飾しよく品ひんをひとつもつけていない両手を麦茶のグラスに添え、氷に向かって視線を定めていた。

「あのう……」

　靴くつ下したを穿はいた指先をぴくぴくと動かし、豊花が口を開く。額に変な皺しわがよっているところを見ると、脚が痺しびれたらしい。

　小首を傾かしげた千恵の母親へ、豊花は全身を小刻みに震ふるわせつつ、言った。

「あたしが会った千恵さん……千恵さんに似た女の子は、光流脈使いが嫌きらいって言ったんです。そういう傾けい向こうは、ある子でしたか」

「さあ……どうでしょうね……」

　片側の頰ほおに手を当て、千恵の母親は初めて目を伏ふせた。窓の外から遠く、救急車のサイレンが響ひびく。

「あの子は術者になることを、嫌いやだとも楽しいとも、一度も言いませんでしたから……。あの子の死因、ご存じです？」

　豊花が必要以上に首を左右に振る。それに頷き、千恵の母親は京介が畳たたみの上に置いた玲れい洗せん樹じゆの枝に目をやった。

「術者病という病気なんです。正式名めい称しようはわかりません。光流脈使いの血を引く人間だけが発はつ症しようする病気のようですから。始祖術者の巫女みこも、その病気で亡なくなったと言われております。遺伝するものなのでしょうね」

「う、噓うそ。どんな病気……？」

　豊花が表情を歪めて問うと、千恵の母親は穏おだやかに微ほほ笑えんで言う。

「遺伝するのは一部の術者だけです。あなたたちは、大だい丈じよう夫ぶですよ。私も平気です」

「そ、そうですか……」

「病気のことを、私もよくはわかりません。体がばらばらになる病気だと、そんな話を聞いたことがあるだけです。病気が発症して、本家に引き取られて、あの子が戻もどってきた時はもう骨でした。火か葬そうを済ませた状態で、お葬式をあげたくらいですから」

　庭に視線を移し、思い出を懐なつかしむような口調で千恵の母親は続けた。京介は自分の膝ひざに視線を落とし、小さく息を吐はいた。すごい人だなと思った。自分は死んだ人間のことを、誰かに対しこんなふうに語ってみせることはまだできないだろう。過去を口にする彼女の声はどこまでも穏おん和わで冷静で、そして深い愛情が感じられた。

「千恵の父親は、術者の中でも少し特とく殊しゆな立場にある人で……」

　和服の袖そでを直しながら、千恵の母親が言う。

「普ふ通つうでしたら、十二、三歳から行なう術者の訓練を、四歳から始めておりました。できるだけ早く能力をつけ、本家で役に立つ術者になるようにという方針で。それ以外に普通の幼よう稚ち園えんや小学校にも行かせておりましたが、お友だちは、あまりできなかったみたいですね」

　京介は無言で顎あごを引いた。斉藤千恵が学校でいじめに遭あっていたという話を思い出す。自分たちと何かが違ちがうもの──それは見た目であったり、見えない何かであったり。どんな些さ細さいな何かでも、見つけると徹てつ底ていして否定する人間は大人にも子供にもいる。

「訓練中に年の近い術者もいませんでしたし、あの子が家の外で懐いていたのは、あの子の姉ぐらいですね」

「お姉さんがいるんですか」

　和室の天てん井じようを意味なく見上げ、豊花が問い返す。千恵の母親は深く頷いた。

「ええ、私の長女です。今は別の場所に住んでいますけれど、本家で働いていますよ。千恵は姉が好きでしたから、光流脈使いが嫌いだなんてことは、なかったと思いますけれど……何でしょうね……」

　表情を曇くもらせた千恵の母親を見て、豊花は失敗したという顔を京介に向けた。母親が気がかりになるようなことなど、言わなければよかったと、目が言っていた。

　庭の池で小さな鯉こいが飛沫しぶきを上げた。京介はため息をつき、千恵の母親に言った。

「解決したら、全部報告します」




「何なのかなあ……変な事件よね。斉藤千恵さーん。ちゃんとそこにいる？」

　墓石に柄ひ杓しやくで水をかけながら、豊花がとぼけた声でそう言う。滑なめらかな石の表面を、透とう明めいに輝かがやいた水すい滴てきが流れ落ち、花はな筒づつに立てた菊きくの花がだるそうに揺ゆれた。

　斉藤家から数分歩いた場所にある墓地に、京介たちは来ていた。斉藤千恵の墓を確かく認にんしたいと豊花が言ったからであり、千恵の母親も特に難色は示さなかった。実際訪おとずれてみると、ごく普通の霊れい園えんの片かた隅すみに、ごく普通の斉藤千恵の墓はあった。もちろん、墓の下から遺体が這はい出てきたような妙みような痕こん跡せきなど、どこにもなかった。

　家を出る前に写真を見せてもらったが、斉藤千恵は小こ柄がらな普通の女の子で、写真の中の表情は幸せそうとも不幸そうとも見えなかった。もちろん奇き妙みような腕うでも持っていない。それを除けば、昨日遭そう遇ぐうした荊いばらの死神と、顔形はほぼ同一人物のようだった。

　広い墓地の中に京介と豊花以外、人ひと影かげはない。本堂と雑木林、そして広い墓地。墓場に色しき彩さいを求めること自体、無意味だろうが、視界に入る色は、墓石の黒や白、灰色ばかりだった。風が強いせいか、そこら中で卒そ塔とう婆ばが寂さびしげな音を立てている。

「普通のお墓よね」

　風に煽あおられた髪かみの毛の束を押さえ、豊花がぽつりと呟つぶやく。直方体の墓石が立てられた、ごく標準的な形をした斉藤千恵の墓には、これといった特とく徴ちようはない。それでも母親の手入れがまめなのか、墓石には苔こけひとつ生えていなかった。

「あたしは死んだら、ものすごーく派手なお墓を建ててほしいの」

「ピラミッドでも何でも建てればいい」

「光流脈を創った巫女さんって、地下にでっかい霊れい廟びようがあるんだって。できればそんな感じなのがいいな。一条豊花は立派な光流脈使いでした、というのがひしひしと伝わってくるような」

　勝手にしてくれと口の中で呟き、京介は立ち上がった。どうせ豊花が死ぬ頃ころには自分はもう死んでいる。いくら豊花が傲ごう慢まんでも、あの世から京介を呼び出して、墓を作るから手伝えとは多分言わないだろうと思った。

「あのお母さんも一応術を使えるから、千恵って子の遺骨が戻ってきた時、調べてみたんだって。でもちゃんと本人の骨だったって言ってた」

　もう一度柄杓で水をかけ、豊花が言う。活動している気配はなかったが、千恵の母親もやはり術者らしい。通常、光流脈使いの因子を持たない一いつ般ぱん人じんの血が混ざると、術者としての能力は子供に伝わりにくくなるという。片親のみが術者の場合でも、能力を受け継ついだ子が生まれることもあるが、可能性としてはごく稀まれで一割程度らしい。

　水みず桶おけと柄杓を京介に押しつけ、豊花は強く頷うなずいた。

「とことん調べてみようと思う。だってあのお母さんが可哀かわい相そうだもん。ちゃんと一人でしっかり静かに生きてるのにさ。偽にせ物ものでも幽ゆう霊れいでも、自分の子供に似た子がうろうろして変なことしてたら、嫌いやじゃない」

「おれたちの力でなんとかできる問題ならいいけど」

「どうしてそういう後ろ向きなこと言うの。なんとかできるって思っていればなんとかできるの。できないと思ってる奴やつには一生できない」

「そんな哲てつ学がくを持ち出されてもな」

「うるさいわね。桶がもう空っぽだから、京介はあっちで水を汲くんできて。あたしは本堂に行って、最近何か変わったことがなかったか、お寺の人に話を聞いてくるわ」

　ため息をつき、京介は墓の通路を言われた方向に歩き始めた。

　風が吹ふいて、墓地の裏手にある雑木林が鳴った。墓地だからという理由かどうかはわからないが、あちらこちらで烏からすが飛び回っているのが、妙に不ふ吉きつだなと京介は思った。

　墓地の隅すみにあった水道で桶に水を入れながら、京介が煙草たばこに火を点つけていると、通路の先に固い足音が複数、響ひびいた。

　スーツを着た大おお柄がらな中年男と、その後ろに、玲れい洗せん樹じゆの枝を持った術者が二人いた。術者の方は揃そろいの制服を着けているが、それが何の身分を示すのか、京介にはわからなかった。

　桶から水が溢あふれてきたので、蛇じや口ぐちを捻ひねって止めた。その奇妙な一行は更さらに一歩を踏ふみ出し、水道の前で立ち止まる。

　知らない顔だが、こちらの通行を妨さまたげる意志があるらしい。全く自じ慢まんにならないが、初対面の人間に突とつ然ぜん喧けん嘩かを売られることには慣れているので、京介は桶を持ったまま黙だまって方向転てん換かんした。そしてそのまま舌打ちをした。自分の背後にも術者が三人いることに、気がつかなかった。包囲されるようなことまでした覚えはなかったが、挟はさみ撃うち、ということだ。

　眉み間けんに深い皺しわを刻んだ中年男が、京介の二歩ほど手前まで歩み寄ってきて言った。

「一条京介、十六歳。光流脈統とう轄かつ管理本局に本登録済み矯きよう正せい術者──間ま違ちがいないか」

「あんた、誰だれだ」

「こちらの質問に答えなさい」

　質問というよりも詰きつ問もんに近い口調だった。ここで質問の優先権を取り合っていても仕方がないので、京介は携けい帯たい灰皿に吸すい殻がらを捨て、ため息混じりに答えた。

「間違いない、けど」

「資料によると学生だというから、高校まで迎むかえに行ってやったのに、何だね君は。君のクラスメートは、欠席の理由を『知らないけれどそういう人だから』と言っていたぞ。追つい跡せき術を施ほどこしてみれば、こんな墓地まで来てサボりとは、変わっているな。ちゃんと勉強しなさい」

「あんた、教育委員会の人か」

「そう見えるかね」

「見えない」

「だったら聞くな。こちらは光流脈統轄管理本局……以下本家と称しようするが、いいかね」

　京介は黙って頷き、水道を背にし、視界の左右に全員が入るようにした。スーツの男は険しい顔をしていたが、術者の五人も友好的とは言い難がたい表情をしていた。
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「こちらは本家内、家長室専属特別任務連行係である。通常の規則に準じた行動を行なう部署であるがゆえ、こちらは君にある程度の強制権を持っている。ある程度というのは、場合によりけりだが、まあ君も組織最下層に位置する矯正術者であるならば、どの程度従うべきかわかっているとは思う」

「あのさ」

「何だね」

「言ってることの意味が、全然わからない」

「誰もが皆みな同じ答えを返した。候補者番号のつけられた術者というのは、馬ば鹿かが多いのかもしれないな」

「候補者番号って、何」

「詳しよう細さいは後で説明する。君は未成年だから、後ほど親の承しよう諾だくも得なくてはならないが、これもまあ表面上の問題であるので、承諾がなくても何とかなる。いや、何とかさせる」

「結局、何なんだ」

「要するに、ごちゃごちゃ言わずについて来いということだ」

「…………」

　京介はもう一度、ここ最近の行動を思い返してみたが、本家の連行係とやらに囲まれるようなことをした記き憶おくは、やはりなかった。

　ひとつだけ、仕事中に黒マントを着けていないという違い反はん事じ項こうが思い当たったが、あれはそんなに重い罪なのだろうか──そんなことを思っていると、こちらの沈ちん黙もくを了りよう解かいと解かい釈しやくしたらしく、中年男が一歩詰つめ寄ってきた。

　塀へいを連想させる相手の分厚い体を確かく認にんし、力量を予想しながら、京介は考えた。連れて行かれるのがどこで、どのくらい拘こう束そくされるのかわからないが、今日は他ほかにやらなくてはいけないことが多い。ある程度の強制権があると向こうが言っているのだから、こちらにもある程度逃にげる権利はあるものと思われた。これが原因で減げん俸ぽうになったら、多分豊花にとことん怒おこられるだろうが、その時もまあ、頑がん張ばって逃げようと思った。

　墓と墓の間を通した通路は狭せまく、人が一人歩ける程度だ。中年男の体の幅はばは広く、叩たたいたくらいでは倒たおれなさそうに見えたので、京介は桶おけを捨て、左方向に向かって駆かけ出した。背後で男が叫さけび、左にいた術者三人の顔に緊きん張ちよう感かんが走る。

　京介が右みぎ腕うでを繰くり出すと、相手は左ひだり肘ひじを掲かかげ、武術書の図説に載のっているような、やけに綺き麗れいな防ぼう御ぎよ態勢を取った。それなりの訓練を受けているようであるが、相手はあっけなく殴なぐり倒されてくれた。残る二人も叩き伏ふせ、走り出そうとした京介の首に、背後から丸太のような腕うでが回される。

　直角に曲げられた相手の肘ひじが顎あごの下に入り、鍵かぎでもかけられたような音がして、気管が絞しめつけられた。一いつ瞬しゆん、魂たましいが半分吹ふっ飛ぶような苦痛が全身を襲おそったが、京介は腿ももを上げ、相手の肘の関節へ膝しつ蓋がい骨こつを下から叩きつけた。中年男が、尻しつ尾ぽを踏まれた猫ねこのような悲鳴を上げ、腕を放す。よほど痛かったのか、男は肘を抱かかえてその場にしゃがみ込み、苦く悶もんの声を吐はいた。

　逃げるのが先決か、どうせ追ってくるならば、この場でやれる限り潰つぶしておくか、京介が一瞬迷った時、術者の一人が手荷物から小こ瓶びんを取り出し、中身を宙に撒まいた。透とう明めいな液体が、小さな光と共に空気中に溶とける。術者は玲れい洗せん樹じゆの枝を振ふって呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。大気を染めて二尺前方、まどろみを司つかさどれ」

　液体が紫むらさき色いろの光を強く放ち、一瞬濃こい霧きりを生じさせる。漂ただよう刺し激げき臭しゆうに危険を察し、京介は腕を上げて鼻と口を庇かばった。だが、ほんの少し霧を吸い込んでしまったらしい。視神経全体が痺しびれるような目め眩まいを感じた直後、両足から一気に力が抜ぬけ、京介は地面に倒れた。

　対象に眠ねむりを誘さそう術──靄もやがかかる頭の片かた隅すみで、今いま頃ごろ理解をした京介の背中と脇わき腹ばらに、鈍にぶい衝しよう撃げきが食い込む。蹴けられているようだが、反はん撃げきしようにも、起き上がることができない。ただでさえ今日は寝ね不ぶ足そく気味の京介の意識を、術による眠気が急速に蝕むしばんでいく。

　霞かすんだ視界の先に、ガラスの破片が見えた。先ほど術者が撒いた、術薬の瓶びんの一部だろう。京介は全身の神経を指先へ集中させ、ガラスの破片へ手を伸のばした。尖とがった部分を思い切り摑つかむと、右手の先から頭頂まで痛みが駆け抜ける。

　意識がほんの少しだけ明確になれば、あとは気力の問題だった。蹴りつけてきた一人の足を摑み止め、引き倒す。立ち上がりながら、肘と裏蹴りを使って、残りの一人を地面に沈しずませた。

　起き上がったものの、まだ意識は朦もう朧ろうとしていた。頭を一度振ってから顔を上げると、ちょうど中年男も立ち上がったところだった。目に憤ふん怒ぬの色を濃こく宿し、ネクタイを解ほどいて捨てる。ここから真しん剣けん勝負だと、血走ったその目が言っている気がした。京介としては、もうそろそろこの勝負は終わらせたいと思っていた。

　力では恐おそらく敵かなわないが、スピードならこちらの方が上うわ手てだろう。京介は中年男に背を向け、全力で走った。地じ響ひびきに似た足音を上げ、すぐに男が追ってくる。肩かた越ごしに一度振り返ると、巨きよ体たいに似合わずかなりの速さだった。

　引き離はなすのは三十メートル程度が限界だった。立ち止まった京介は中年男に向き直り、玲洗樹の枝を掲げた。

「流れよ、大地を走る輝く女神──」

　ヒグマのような唸うなり声を上げ、男が駆け込んでくる。複雑な展開の呪文を発動させるには、時間が足りない。だが力で対たい抗こうするには、もう体力が足りない。京介は口早に呪文を唱えた。

「大気を集つどいて対象を風圧。巳みより出いでて亥いへ沈め」

　男が伸ばした指の先が目の前まで迫せまった時、呪文が完成した。京介と相手との隙すき間まの大気が一瞬にして膨ぼう張ちようし、破は裂れつ音おんと共に吹いた強風が、中年男の体を押し飛ばす。後方に飛んだ彼の体は、走ってきた距きよ離りをそのまま戻もどされ、雑木林の中に突つっ込んだ。

　大きく息を吐き、京介は肩かたを落とした。息切れを起こした脳からは、これだけ騒さわいでも文句ひとつ言ってこない墓石の下の住民は大したもんだという、場ば違ちがいな感想しか出てこなかった。




　術で再度追つい跡せきされては厄やつ介かいなので、気絶した術者の術具一式は、申し訳ないとは思いつつ、墓地の片隅に隠かくさせてもらった。

　そうはいっても、三十分もすれば全員目が覚めるだろうし、術具もいつかは見つかってしまう。京介は豊花のいる本堂へ向かった。

　豊花は本堂の隣となりにある民家の居間で、お茶を飲んでいた。隣の台所に、寺の関係者らしい女性がいて、水の流れる音がしていた。

　居間のテレビは、虹原市のローカルチャンネルに合わせられ、街で噂うわさの怪かい奇きスポットという特集番組が放映されていた。荊いばらの死神の話題も出たが、科学者だと名乗る人物が「ただのガセネタでしょう。梅雨つゆ時季で退たい屈くつした田舎いなかの人間が見やすい錯さつ覚かくです」とずばりコメントをしていた。

「錯覚じゃないのになあ。痛かったもん」

　豊花はものすごい勢いで、茶ちや菓が子しの饅まん頭じゆうを食べていた。受け皿に積まれた数十個を、全すべて食べようとしているらしい。出されたものを残したら失礼だという礼れい儀ぎか、ここを出る前に腹ごしらえをしておこうという魂こん胆たんか、単に食べたいというだけか、そのうちのどれかだろう。

　本家の人間がやって来たことを京介が説明すると、豊花は限界寸前まで膨ふくらませた両りよう頰ほおを振って、頷うなずいた。一条家の食しよく卓たくは戦争なので、食べられる以上の食べ物を口の中に入れることが勝利の秘ひ訣けつであると、幼少の頃ころに京介は姉から教わったことがある。豊花に品のない癖くせがついているのは、環かん境きようのせいだった。

「別々に行動した方がいいかもしれない。あいつら、追ってくるだろうから、おれは撒まきながら動く」

　わかったわ、という言葉に近い動きで頰を震ふるわせた豊花に、京介は続けて言う。

「お前は夕方までどこかで時間を潰つぶして、昨日の連中と一いつ緒しよに行動した方がいい」

　口の中のものを喉のどに送り終え、豊花は眉まゆを下げてため息をつく。

「一人でも平気と言いたいところだけど、昨夜の件があるしなあ……。そうするわ。京介も何かあったら、本部に来るのよ」

「わかった」

「一応、昨日までに集まった情報、あんたにも渡わたしておくわ。それと、夜道が怖こわい三年生のお迎むかえ、今夜が最終日だから」

「わかってる」

「今ね、お寺の人に話を聞いていたの。特に最近変わったことはないみたい。千恵って子のお墓が荒あらされたとか、そんなこともないみたいよ」

　お茶をすすり、豊花は深い息を吐はく。

「あたし最初、『死し骸がい蘇そ生せい』って術かなあって思ったの。ほら、四月に京介がひどい目に遭あったやつ」

「ああ……」

「でもあれって、死んでから一定期間内の死体に限るって言ってたし、そもそもあれは完成されてない術なのよね。荊の死神みたく、顔とか綺き麗れいに蘇生されない……まあ、腕うではおかしなことになってたけれど」

「お前、何かわかっても一人で動くなよ。一人で動いて無茶をして、いつも最後は大泣きするんだからな」

「それはあんたに言いたいわ。手、血が出てるわよ」

　豊花が鞄かばんから絆ばん創そう膏こうの箱を取り出し、投げて寄こした。墓地で一騒動起こした時に、ガラスを握にぎって指先が切れたことを、今になって思い出した。

　絆創膏には漫まん画が的な死神の絵が描えがかれていた。黴ばい菌きんを殺すぞとか、そういう意味での比ひ喩ゆなんだろうが、製造元ももう少し健康そうな絵を考えられなかったのか、と京介は思った。




「一条君、今日、どうしたんでしょうね……」

　塩原友子がそう呟つぶやくと、彼女のノートを借り、数学の宿題を写していたクラスメートが、目を剝むいた。

　久々の晴れ間に同調したように、休み時間の教室内を満たす生徒の騒さわぎ声は、ここ一週間の中で、一番賑にぎやかだった。

　クラスメートが不気味なものを見るような目で、塩原を凝ぎよう視しする。当の塩原は、窓まど際ぎわの空席を先ほどからずっと眺ながめていた。

「ど、どうしたの、塩原さん。一条君のサボりなんて、いつものことじゃない」

「荊の死神に、危ない目に遭わされていないといいですけれど」

「荊の死神？　塩原さん、まだあんな話にハマってるの？」

　一時期は口を開けば誰だれもが夢中になっていた噂うわさ話ばなしも、今では別の話題に主役の座を明け渡していた。今、教室で語られている主な話題といえば、昨日のテレビドラマの内容と、プロ野球の勝敗、期末試験の話が少々──そんなところだ。平へい凡ぼんな高校生は、新しん鮮せんな情報の摂せつ取しゆに忙いそがしい。

「一条君といえばさあ、さっき、スーツを着たでっかいおじさんが会いに来たらしいよ」

　ノートを写す作業に戻もどりながら、クラスメートが言う。

「休みだって知ったら帰っていったけど、誰だろうね。男子が山田組のスカウトマンだとか言ってたけど、あり得ない話じゃないよね」

「『お前から受けた仕事はちゃんとやる』……」

「は？」

「私、一条君って、もっといい加減な人かと思っていたんです。まあ、いまだ校則は守らないし、いい加減な人なんでしょうけれど……」

「塩原さん……」

「責務を果たすというのは、いいことですよね……」

「塩原さん……恋こいする乙おと女めみたいな顔しないでよ…………気持ち悪いから」




　平日の昼間に学校をサボった高校生が、胸を張っていられる場所はそれほど多くない。

　一条豊花が迷った末に向かった場所は、本家内にある術資料室だった。追っている事件を、術の方面から解決できないものかと考えたからだ。

　三階にある術資料室のスペースそのものは、学校の図書室とそれほど規模は変わらない。ただ、地下に巨きよ大だいな書庫があり、過去から現在に至るまでに開発された、全すべての術の資料が揃そろっているらしい。

　研究者と上級術者の出入りは自由らしいが、矯きよう正せい術者が閲えつ覧らんするには審しん査さが必要であり、立ち入りの許可が下りるまでには数週間の時間がかかると言われている。

　差別だ、と豊花は思った。矯正術者はそんなに信用できないのか、と憤ふん慨がいした。もっとも、術資料室に来たのは今日が初めてであったので、差別されていることも、今日まで気がつかなかったのだが。

　受付カウンターには相談員がいて、術に関する簡単な質問なら、その場で答えてくれる制度になっていた。豊花は五人ほどの順番を待ち、カウンターに向かった。

「どんなご質問ですかあ？」

　三角の眼め鏡がねをかけた頭のよさそうな相談員が、豊花のセーラー服にちらりと目をやって尋たずねた。声はこちらに向けられているが、相談員はカウンターの内側で書類作業をしており、何か忙しそうだった。

　豊花は椅い子すに座って、スカートの裾すそを引っ張りながら言った。

「えっと、『死骸蘇生』以外で、死んだ人が蘇よみがえる術ってありますか」

「ないですねえ。以上ですか？」

　ほぼ即そく答とうで、相談員が顔も上げずに答える。豊花は頰ほおを膨ふくらませたが、椅子を引いてもう一度尋ねた。

「じゃあ、こう、腕うでががーっと伸のびて、巻きつかれちゃって、わーって、どう思う？」

「質問の意図が見えませんねえ」

「だからあ、死んだ人にそういうことをさせる術はあるのかなあ、と思って」

「街で噂の、例の事件ですかあ？　何です？　あれ、死人が絡からんでいるんですか。大変ですねえ」

　指先で押し上げた眼鏡の向こうから、相談員は冷ややかな視線を豊花へ投げた。

「最近、市内担当の矯正術者が何人か、同じような質問しに来ましたよ。ああいうのに勝てる術はないかと」

「あるの？」

「知りませんよ。それを調べてどうにかするのがあなた方の仕事でしょう。何でもかんでもここで気軽に聞けば解決すると思わないで下さい」

「だって自分で調べたくても、ここの書庫、矯正術者は自由に閲覧できないじゃない」

「許可を取れば、閲覧できますよ。あなたのような新人臭くさくて成績の悪そうな矯正術者なら、そうですねえ、審査に半月ほどかかり、その後却きやつ下かされてから再さい申しん請せいをしたとして、まあ数週間で許可が下りると思いますが」

「何よそれ、そんなに待てないわよ。どうして矯正術者は勝手に入っちゃいけないの」

「規則ですから。それに、まあ当然の判断でしょう。危険な術を持ち出されて、外で使われたらどうするんです。土地の浄じよう化かだけやってればいい下っぱ風ふ情ぜいのくせに、矯正術者ってのは派手な術を使いたがりますからねえ」

「下っぱって言ったわね。今、下っぱって言ったでしょう。『ぱ』って何よ、下っぱをなめるんじゃないわ」

　豊花と相談員はカウンターを挟はさみ、数分間つかみ合って罵ののしり合った。豊花が椅子を持ち上げて投げようとした時、ようやく他ほかの職員が来て豊花は押さえ込まれた。

「ああ、怖こわい……矯正術者って本当に粗そ暴ぼうだなあ……先ほどの質問、サービスで、お答えしますがねえ……」

　ずれた眼鏡の位置を直しながら、相談員は非協力的な声で言った。他の職員に羽は交がい締じめにされたまま、豊花はその顔を睨にらみ返す。

「今のところ、死人をどうにかする術はないんですよ。蘇らせるのも、操あやつるのも。まあ、うちの資料室にないだけで、どこかの誰だれかがオリジナルに開発しているかもしれませんけれど？　そんなところまで、こちらは調査できませんからねえ」

「…………」

「よろしいですか？　はい、次の方──」

　豊花はため息をついた。暴れたらお腹なかが空すいたと思った。




　術資料室を追い出された後、豊花は一階にある術者センターに移動し、椅子の上でしばらくの間床ゆかを睨んでいた。腹も減ったが、それ以上にまだ腹が立っていた。

　下っぱと言われたこともあるが、相談員の紋もん切きり型な対応が気に食わなかった。矯正術者だから駄だ目め。今のところそういう術はないから知らない。じゃあどうしろと言うのだ。

　無意識のうちに膨らませていた頰から、空気をぶしゅうと抜ぬき、豊花は顔を上げた。まあいい。あれがあの三角眼鏡の仕事なのだ、と割り切ることにした。自分は自分のやり方で、事件を何とかしてやろうと思った。

　立ち上がった豊花は、片かた隅すみにある掲けい示じ板ばんを見に行った。

　壁かべの掲示板には、術者が必要とする様々な情報が、貼はり紙となって載のせられている。「保険更こう新しんのお知らせ」や、「術本五十冊台の修しゆう了りよう試験申し込みの詳しよう細さい」など、情報を管理しているのは本家側であるが、時折、個人が勝手に貼り紙をしていくこともある。「高等術の家庭教師やります」や、「矯正術者の相棒交こう換かんしませんか。ギャル系希望」等の募ぼ集しゆう広告は、後者の仕し業わざである。

　豊花が探していたのは、当然荊いばらの死神に関する類たぐいのものであるが、今朝方公式に発せられた警けい戒かい令れい以外、真新しい情報はなかった。

　警戒令の貼り紙を眺ながめ、豊花は唸うなった。期間は本日より一週間。この間に、担当区域内で同類の事件が発生した際、対処できなかった矯きよう正せい術者は、三割から十割の減げん俸ぽうと記されていた。

　減俸率が三割から十割と幅はばがあるのは、程度によりけり、ということだろう。事件に対処中、荊いばらの死神を取り逃にがした挙げ句、術者本人が大おお怪け我がを負う、という事態になった場合が、最悪の十割減俸だ。

「十割って、要するに報ほう酬しゆうゼロってことじゃない……。たった一度の失態で、一ヵ月の努力が全すべてパーになるなんて。ひどい、ひどすぎる。本家には血も涙なみだもないわ……」

　掲示板に爪つめを立てて俯うつむき、豊花はぶつぶつと呟つぶやいた。平日午前中の術者センターには、利用者が何人も往来をしていたが、誰も豊花に注目したりしない。報酬の低い矯正術者が暗い顔で嘆なげいている姿は、センターの中ではよくある光景だからだ。

　がりがりと掲示板を引っ搔かきながら、豊花は唇くちびるを嚙かんだ。

　光流脈使いが何らかの事件に遭そう遇ぐうし、それを解決まで至らせた場合、被ひ害がい者しやも加害者も、一度本家へ身み柄がらを拘こう束そくされる。そしてそこで、本家の規則に基づいた処置を施ほどこされるのだ。処置の方法によっては、それは処しよ罰ばつと称しようした方が適切なものもある。記き憶おくを消されたり、存在を消しよう滅めつさせられたり。

　荊の死神は本家に拘束された後、どうなるのだろうか。そもそも拘束できるのか。解決の糸口が見えてこず、豊花は更さらに壁を引っ搔いた。

「ここで爪、研とがないでねー。貼り紙が見えなくなっちゃうからさ」

　いつの間にか豊花の右みぎ隣どなりに、スーツ姿の青年が立っていた。

　青年はポケットから紙を取り出し、掲示板に新しく貼りつけた。貼り紙には「家長護衛隊員募集」と書かれてあった。豊花は指をくわえて口の中でいいなあ、と呟いた。家長護衛隊といえば、組織幹部以外で、術者が就つける一いつ般ぱん職しよくとして、最も基本給の高い身分だ。豊花の中の「報酬が素す敵てきな職業ランキング」で、常に上位十位以内にはランクインする職種でもあった。当然入隊試験は、合格点や競争率を含ふくめ、かなりの難関であるという。

　色々考えていたら、本格的に腹が減ってきて、豊花の胃い袋ぶくろが盛大な音を立てた。青年が眉まゆを寄せ、窓の外を見上げる。

「今の、雷かみなり？　晴れてるってのに、梅雨つゆ時はなかなか油断できないね」

「あたしのお腹の音……」

　ぼそりと豊花が白状した瞬しゆん間かん、もう一度腹が鳴る。豊花の胃袋は正確で、午前中は七時と九時と十一時に最大空腹状態を知らせる。時計を見ると、ちょうど十一時を過ぎたところだった。

　目を丸めて賞賛の声を上げ、青年は軽く拍はく手しゆをした。

「君、いい音出すね。学生時代、隣の席の相撲すもう部員が、似たような音を出していた。あいつ、元気かなあ……ああ、思わずノスタルジックに浸ひたってしまったよ」

「…………」

「最近色々忙いそがしくてさあ、疲つかれてたんだよね。癒いやされたよ、どうもありがとう」

「……どういたしまして」

「お腹なかが空すいたなら、何か食べるかい。僕が奢おごってあげようか。たまには女子高生と食事ってのもいいね」

「言い方と顔がいやらしいから、いや」

「あらら、しっかりしてるね。どうでもいいけど、君の顔、どっかで見たことがあるような気がするんだよね……」

　青年がそう言って、無ぶ遠えん慮りよに豊花の顔を覗のぞき込む。むっとして頰ほおを膨ふくらませる豊花を無視し、青年は手を叩たたいた。

「あ。思い出した。キャバリアキングチャールズスパニエルだ。あれにちょっと似てる」

「誰だれよ、それ」

「垂れ耳と大きな目が特とく徴ちよう的の、陽気な小型犬。駅前のペットショップで、十二万円だったかな」

「あたしの基本給より高いのね……」

「まあ、気が向いたら食事しよう。僕、ここの七階で働いてるから、いつでも来てよ」

　軽く手を振ふり、青年は去って行った。




　鳴り喚わめく腹を押さえ、豊花は本家を出た。

　学校にいる間は、いつも休み時間にお菓か子しを食べて空腹を補っている。授業中にお腹が空いた時は、教科書の匂においを嗅かぐ。そうすると豊花は空腹が満たされた気がするのだが、友人にそれを言っても、誰からも賛同を得られなかった。友人は「豊花の前世は紙し魚みなんだ」と言った。図ず鑑かんで紙魚のことを調べたら、紙を食い荒あらす害虫だと書かれていた。

　これからどうしようかと考えかけたところで、連行係という人間に追われている兄のことを思い出す。京介は何か悪いことをしたのだろうか。思い当たりすぎて、豊花には絞しぼり込めなかった。

　自じ動どう販はん売ばい機きで缶かんジュースを買い、豊花は日ひ陰かげを選んで腰こしを下ろした。

　光流脈使いは嫌きらい。そう言った少女のことを考える。ジュースの缶を開ける手を止め、豊花は唸った。何な故ぜ自分の力を嫌いだなんて言えるんだろう、と思った。光流脈使いの血を引くことを、嫌けん悪おする理由には何があるだろうか──指を折って色々と考えてみる。気分が沈しずんできたので、やめた。

　不意に頭上に黒い影かげが差した。豊花が顔を上げた時、強ごう引いんな力で手の中の缶が奪うばい取られる。烏からすが一羽、まだ開けていない缶ジュースをくわえ、低く飛び去って行くところだった。

「な、何するのよ。返して、あたしの貴重なブドウ糖」

　豊花は荷物を持って烏を追いかけた。烏の姿は本家と隣の建物の脇わき道みちに消えてゆく。

　本家の裏手まで回り込んだものの、豊花は烏を見失ってしまった。ビルの裏側はただ薄うす暗ぐらく、山積みになったゴミの袋ふくろの上で、野の良ら猫ねこが鼻で笑うような鳴き声を上げている。

　狭せまいビルの谷間に佇たたずみ、豊花は雲の多い空を見上げて洟はなをすすった。悔くやしかった。あの烏に今度会ったら、仕返しに白く塗ぬってやろう、と思った。

　ゴミ袋が音を立てて動いた。猫を捕つかまえて烏の悪口大会でもしようかと、豊花は顔を上げた。上げたまま、動きが止まった。

　ゴミ袋の山の上に、少女が立っていた。黒い服を着た少女だった。その袖そで口ぐちから、両手が音を立てて伸のびてゆく。ゴミ袋のビニールと、長い紐ひものような腕うでが擦すれて、悲しげな音を発した。

　少女は豊花を無言で見つめていた。息を飲んだ時に鳴った自分の喉のどの音に、豊花は顔を顰しかめる。

「……また会ったわね……」

　我ながら間ま抜ぬけかと思ったが、豊花は無意識に声をかけていた。少女は何も答えなかった。

　別の無意識が豊花に玲れい洗せん樹じゆの枝を強く握にぎらせる。肺の入り口に溜たまった息を吐はき出した瞬しゆん間かん、相手の両腕が動いた。






















　斉藤千恵の墓を後にした京介は、近くの公園で豊花に渡わたされた情報ノートを眺ながめていた。この公園は既すでに数日前、荊いばらの死神が出現している場所である。同じ場所には現れないという法則を信じるならば、とりあえず安全な場所のはずだった。立ち話をしている主婦二人は、ベンチで煙草たばこを吹ふかす京介を、それほど安全そうな目で見てはいなかったが。

　現れているのは死者に似た者。現れている場所に統一性はない。豊花の汚きたない字が躍おどるノートを放ほうり投げ、京介はため息をついた。まだ情報が足りなすぎる。

　制服のポケットから、昨日拾った、金色のねじに似た物体を取り出した。術者センターに分ぶん析せきを頼たのんだのだが、今、上層部で大がかりな術実験を行なう予定が入っており、どこの施し設せつも空きがない、と却きやつ下かされてしまったのだ。

　まあ、そんなものだろう、と京介は煙けむりを短く吐いた。既に存在する光流脈をただ守るだけの矯きよう正せい術者と、その光流脈を使用し、様々な計画を進めてゆく上層部とでは、優先順位は一いち目もく瞭りよう然ぜんということなのだろう。

　乾かわいた風が吹き、京介がくしゃみをすると、数メートル離はなれた場所にいた主婦二名が、びくっと体を震ふるわせていた。居い心ごこ地ちが悪くなってきたので、ベンチから立ち上がり、公園を出た。

　歩きながら考えているうちに、京介は気がつくと西口にある繁はん華か街がいの真ん中に立っていた。アーケードを見上げ、危ないなとため息をつく。場所が、ではなく、自分が、だ。連行係がいつ現れるのかもわからないのだから、もう少ししっかり歩かなくてはならない。

　車両通行止めになったアーケードの下は、買い物客で溢あふれかえっていた。その一画、入り口の前に大量の自転車が置かれているパチンコ店がある。

　昼夜を問わずに瞬またたく看板のネオンはひたすら活気に満ち、自動ドアが開くたびに賑にぎ々にぎしい音楽が道へ零こぼれる。年ねん齢れい不ふ詳しようの客が数名、忙いそがしい足取りで店内へ入って行った。

　パチンコ店の正面にある洋品店のショーウインドーで自分の姿を確かく認にんし、京介は数秒静かに唸うなった。高校の制服で、景気の悪そうな寝ね不ぶ足そく顔。店員に見つかれば恐おそらく捕まるだろうが、その時は保護者同どう伴はんだと言えば許されるだろうか。ここのパチンコ店は、京介の父親が贔ひい屓きにしている一店だった。

　ここにいなければ競輪場か雀じやん荘そうか、二割ほどの確率で、職場の本家に父親はいるはずだ。わざわざ探して会う必要はないが、通りがかったついでだと思い、京介は自動ドアをくぐった。

　店内に流れる音楽と、パチンコ台それぞれが奏かなでる音と、最大ボリュームにまで引き上げた店内アナウンスの声とが、ごちゃまぜになって鼓こ膜まくを突ついた。ドアをくぐって右手に景品カウンターがあり、そこに店員がいたが、京介の姿も見ずに「いらっしゃいませ」と大声で言っただけだった。

　パチンコ台が並ぶ通路は三列。父親はどんな空間でも隅すみを好み、それは学生時代、教室の窓まど際ぎわの列の一番後ろの席が好きだった頃ころの名残なごりだと言っていた。父親の趣しゆ味みはよくわからないが、教室内の席の好みは自分に似ているかもしれない、と京介は思った。京介は黒板から離れれば離れるほど、周囲に人がいなければいないほど、落ち着きを感じた。

　右みぎ端はしの列を選び、一台ずつ客を確認して歩いた。臭においの違ちがう煙草の煙が入り混じり、頭の辺りに雲を作っている。空調が悪いなと、京介は目を細めた。その割りにはエアコンが効きすぎていて、肌はだ寒ざむい。長時間ここにいたら、多分他人の煙か風か邪ぜを引くかで喉のどを痛めるだろう。だが客の入りはそこそこで、台の三分の二は埋うまっていた。奥まで歩いたが、父親らしき人間はいなかった。

　左の列に移動すると、端の台の前に、あっさり見慣れた大きな背中が現れた。医者用の白衣を外出先でも馬ば鹿か正直に着ているのは、単純に本人としては上着のつもりに違いない。冬になると、父親は白衣を五枚重ね着して、コート代わりにしていた。

　左の台が空席だったので、京介はそこの椅い子すに腰こしを下ろした。父親は椅子の上で胡座あぐらをかき、派手な光が点灯している画面を凝ぎよう視ししていた。ハンドルに右手をかけたまま、黒目すら画面から動かさずに言う。

「よう、長男。学校サボってパチンコか。いい身分だな、羨うらやましいぞ、家に帰ったら歯を食いしばって待っていろ」

「……よう、世せ帯たい主ぬし」

　京介は横目で父親を一いち瞥べつし、ため息をついてから煙草に火を点つけた。パチンコのことを京介はよく知らないが、父親の足元には、空箱が幾いくつか転がっていた。

「それ、儲もうかってるのか」

　京介が尋たずねると、父親は両りよう脚あしの膝ひざを揺ゆすった。座高が高いので一見大おお柄がらに見えるが、立ち上がった時の背せ丈たけは、京介とそれほど変わらない。

「これからさ。扶ふ養よう家族が多いからよ、稼かせがないとならない。大黒柱は辛つらいったらねえよ」

「大変だな」

「京介。お前な、来月から報ほう酬しゆうの四分の三を、家に生活費として入れろ。豊花のボケにも言っておけ」

「唐とう突とつな話だな」

「初報酬から三ヵ月も時間をやったんだ。優やさしい親心にむせび泣け」

「金貯ためて、家を出ようと思ってるんだけど」

「出ればいいさ。出られるものなら……煙草」

「…………」

「煙草が切れているんだ。お前が持ってる分、全部ここへ置いていけ、嫌いやなら肺を血で満たす。あ、リーチ」

　父親の台から、より一層賑にぎやかな音が飛び出す。京介は制服のポケットから煙草たばこの箱とライターを出し、父親の膝の上に放ほうった。親に煙草を取り上げられたというよりも、カツアゲにあったような気になったのが、不思議だった。

「親おや父じ」

「うるさい話しかけるな、今、俺の全すべてを賭かけて集中しているところなんだ、外れたらお前のせいだ、って外れたし。お前、今夜の食事当番代われや」

　父親は大きく舌打ちをし、左手で五百円玉を投入し、右手で煙草を一本口の中にねじ込んで火を点ける。両方の鼻の穴と食いしばった歯の間から煙けむりを吐はき出すと、またハンドルに手を戻もどした。

「親父のところに、本家の連行係とかいうの、来なかったか」

　足元に転がっていた玉を拾い、無意味に指先で転がしながら京介は尋ねた。視線を画面に固定させたまま、父親が面めん倒どう臭くさそうに眉まゆを曲げる。

「援えん交こう係？　何だそりゃ」

「そんな係はいないと思う」

「何だか知らんが、誰だれにも会ってねえよ」

「親のところにも行くって言ってたから、ちょっと気になったんだけど、会ってないならいい。じゃあ」

　椅子から立ち上がったところで、通路の先を見つめ、京介はため息をついた。入り口方面から、大柄なスーツの中年男が狭せまい通路を押し広げるように歩いてくるのが見える。中年男は攻こう撃げき的な目を確実に京介へ定めており、背後には術者を引き連れているようだった。台の前の客が、迷めい惑わくそうに中年男の通過を見送る。

　革かわ靴ぐつの底で大きく床ゆかを鳴らし、中年男は京介の前で立ち止まった。人目があるのを気にしたのか、こちらに思い切り顔を寄せてくると、押し殺した声で言った。

「墓場の次はパチンコか。全く君はどういう教育を受けているんだ。親の顔が見てみたいな」

「ここにいるけど」

　京介が背後を指差した時、じゃらじゃらと華はなやかな音を立てて、ちょうど父親の台から玉が流れ出てきたところだった。父親は座ったまま両手を上げて、ひゃっほーと叫さけんでいた。

　中年男はしばらくの間、苦々しい顔をしていたが、京介を押し退のけて父親に歩み寄った。一人で行けばいいものを、一人で行くのが怖こわいのか、中年男は京介の右みぎ腕うでを摑つかんでいた。

「一条京介君のお父さんですか」

　低い声で男が尋ねるが、父親はやはり画面から顔を動かさずに答えた。

「お母さんに見えるのか、お前」

「あなた、本家内医務室の一条先生ですよね？　こんなところで何をしていらっしゃるんです」

「うるせえなあ、いいところなのによ。京介、食事当番の件、チャラにしてやるから、こいつらどっかへ追っ払ぱらってくれ」

「一条先生」

　中年男が父親の隣となりの椅い子すに腰こしを下ろした。椅子が軋きしみ、左隣に座っていた老人の体が、圧力に押されたようによろめいた。

　首を捻ひねって、父親と台の間に顔をねじ込むようにし、中年男は言う。声は京介に対するものよりも穏おん便びんな──穏便に努めようという心意気の感じられるものであったが、表情はそれほど機き嫌げんがよさそうではなかった。

「術研究部特とく殊しゆ実験課で行なう、ある術実験のため、お子さんをお借りしたいのですが、よろしいでしょうか」

「術実験？」

　父親が不ふ審しんそうに問い返し、煙草を奥歯で嚙かんだ。中年男に腕うでを摑まれたまま、京介も眉を寄せた。

「詳しよう細さいは機密事じ項こうのため、お話できません。ですが、現在の本家にとって、大変重要な術実験です」

　左隣に座った老人の台から、玉が洪こう水ずいのように流れ出た。中年男越ごしに老人の勝利を確かく認にんしていたらしく、負けず嫌ぎらいな父親は、大きく舌打ちをし目の光を強めた。

「何の実験だってどうでもいいけどな、そいつはただの新米矯きよう正せい術者だ。何の役にも立たねえと思うけどな」

　二本目の煙草に火を点つけて、父親が言う。豪ごう快かいに次々と新しい玉を放り込んでいるが、台からは一向に玉が出てこないようだった。

　中年男は背後を振ふり返り、連れていた術者に何やら目で合図をした。術者の一人が分厚い書類を中年男に渡わたす。

　その書類を膝ひざの上に置き、中年男は更さらに父親へ顔を突つきつけた。

「術者的地位は関係ありません。しかし、お子さんには候補者番号がついている。候補者番号は、ご存じありませんよね？」

　再度出たその言葉に、京介は小さく息を吐いた。父親が初めて顔を上げて、京介と中年男と、通路を狭そうに移動していった店員の女性のスカートとへ、順に視線を動かした。

　再び画面に向き直った父親に、中年男は話し続ける。

「こちらも機密事項に該がい当とうするのですが、今回に限り、本人と家族には説明致いたします。候補者番号というのは、本家内で行なった、術者の新生児体質診しん断だんにおいて、ある項こう目もくが基準値を超こえた者に振られる番号です」

「そいつの生まれた時の体重は、妹と同じぴったり二千グラムだけどな。生まれてすぐに泣かなかったから、殴なぐってやったら舌打ちしやがった」

「思い出話は別の機会にお願いします。彼の中で基準値を超えたものは、潜せん在ざい精神力です」

「へえ、そうかい」

　鼻息を吐はき、父親は更にハンドルを捻った。

　術が発動に至る際、力の源は言うまでもなく光流脈であるが、使い手側の精神力も大きく関かん与よする。術者の世界で精神力とは、体力と同様の意味で使われ、術を使えば使うほど消しよう耗もうし、休息によって消耗分を補える。消耗率や回復速度は個々の肉体によって異なるため、個人差が生じる。豊花などは、ひとつの術を使う際に消耗する力が大きく、燃費の悪い自動車のようだが、回復速度が非常に速い。

　術者の精神力が体力と異なる点は、訓練によって力量を上げることができないというところだ。おおよそ、光流脈使いの血を引く人間には同程度の精神力が備わり、定められたその量を、どう使ってゆくかは感覚の問題である。一いつ般ぱん的に、高等な術になればなるほど、精神力が大量に消耗される。上級術者は高等術を連発して使用するが、そこでは精神的な修しゆ行ぎようで身につけた自己調整が要される。

「おれの精神力なんて、他ほかの奴やつと変わらないと思うけど」

　灰が落ちそうになってきた吸すい殻がらを、近くにあった灰皿に捨て、京介は口を挟はさんだ。消耗率は普ふ通つうだろうが、回復速度は遅おそい方だと思った。これまで、術を多量に発動する機会がそれほどなかったため気がつかなかったが、先月高校で化けもの退治をやらされた後、しばらくの間眠ねむ気けがとれなかったことを思い出す。

「精神力ではなく、潜在精神力」

　中年男が首を捻って京介を見上げ、口早に訂てい正せいした。眉を寄せて京介は問い返す。

「どう違ちがうんだ」

「精神力は普ふ段だん使う力で、潜在精神力は普段使われない力だ」

「そのままじゃないか」

「詳細説明は省かせてもらう。だが、候補者番号のついた術者は少ない。現在生存している数で、三十人。そのうち実際に使える状態にある者は、五人だ。そういう素材……いや、術者を使わないとできない術実験があり、それに協力してもらいたいと言っているのだ」

　威い圧あつ的な口調に変わりながら中年男は眉み間けんに皺しわを刻んだ。その反動で腕を握にぎる力を強められたせいで、京介の手首から先に血が行かなくなり、指先が痺しびれ始めた。

「先ほども言ったように、潜在精神力が高いという件は、術実験がない限り本人にも知らせない規則になっている。自覚を持たれて下手に悪用されては困るからな。知ったからには協力してもらわないとならない」

「そっちが勝手に説明したんだろう」

「一条先生」

　京介を無視し、中年男は父親に向き直った。

「というわけでして、お子さんをお貸し頂けませんでしょうか」

　父親は黙だまって煙草たばこを置き、空いた手で顎あごのひげ剃そり跡あとを撫なでていた。京介は無意識のうちにつま先で床ゆかを叩たたきながら、唇くちびるを嚙かんだ。中年男の手を払はらい、術者を蹴け散ちらして、店から逃にげる──墓場での戦いの再現になるだろうが、多分できると思った。父親が敵に回らなければ、の話であるが。

「一条先生」

　中年男は膝に載のせていた書類を取り上げると、それを父親の横顔に掲かかげ、見事な愛想笑いを作った。

「僅わずかばかりではありますが、礼金も用意させて頂きます。決してありえないと思いますが、最悪、術実験が失敗してお子さんに万が一のことがあった場合、ご家族の方には補ほ償しよう金きんをご用意致します」

「金？」

　父親の頰ほおがぴくりと動く。京介はため息をついた。父親は敵に回ってしまった。

「そのよ、候補者番号ってのは、あいつだけにしかついてないのか。双ふた子ごの妹がいるんだけど、そいつも似たようなもんだから」

「残念ながら、妹の豊花さんの方は違いました。彼女は彼女で潜在精神力がゼロという珍めずらしいケースですが、珍しいだけです」

「ちっ。二人分もらえると思ったのによ」

　中年男と父親が、長い上半身を寄せ合って、ごそごそと金の話を始める。男は京介の手を放すと、スーツのポケットから電でん卓たくを出して叩いてみせた。液えき晶しよう盤ばんの数字を見て、父親がブラボーと叫さけんだ。京介は荷物を持って大きく息を吐いた。やれる限りやってみようと思った。

　団体さんを相手にする際、まずはボスを潰つぶせ。子供の頃ころ、そう教えてくれたのは父親だった。何となく切ない気分になったが、これも人生だと思い、京介は学生鞄かばんの持ち手を強く握った。

　京介が鞄を振ふった瞬しゆん間かん、父親がこちらに背を向けたまま、左ひだり腕うでを上げた。指の先で鞄の動きを食い止めると、肩かた越ごしに振り返って不敵な笑えみを見せる。どんな爪つめをしているのか知らないが、革かわ製の鞄は父親の指の先に突つき刺ささって、全く抜ぬけなくなっていた。

　京介は鞄から手を放し、近くにあった椅い子すを持ち上げた。椅子の脚あしを持ったまま父親の頭に向かって振り下ろす。父親が一声短く息を発し、椅子に対して頭部を突き出してきた。椅子が吹ふっ飛び、パチンコ台を越こえて隣となりの通路の方へ落ちてゆく。悲鳴が上がって、ようやく周囲の客が騒そう然ぜんとなった。
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「い、一条先生、乱暴はいけませ……」

　突とつ然ぜん始まった戦せん闘とうに目を瞬まばたかせ、中年男が口を出す。父親が中年男の顎を突くと、塀へいのような体が京介の方に倒たおれてきた。京介は腕を振ってその体を左側へ薙なぎ払う。中年男と術者が、ドミノ倒しのように床に倒れた。

　父親の右腕が唸うなった。動きが目で追えず、京介は脇わき腹ばらと鳩みぞ尾おちに一いち撃げきずつパンチを食くらった。吐はきそうになって蹲うずくまった時、父親の脚の横を抜けられると気づいた。やはり相手は自分にとって強すぎた。逃げるしかないようだ。

　玲れい洗せん樹じゆの枝だけ握り、京介は低い姿勢のまま床を蹴けった。父親の拳こぶしが頭上を空から振ぶりし、パチンコ台が一台、犠ぎ牲せいになった。

　通路を出た京介は、店の出入り口に向かって走り始めた。客も店員も呆あつ気けにとられたような顔でこちらを見ていた。だが、ふと前方に立っている人の目が見開かれたのを見て、京介ははっとなった。背後にとてつもない重量感と風を感じた。

　肩越しに後方を確かく認にんし、すぐに前を向いて走ることに専念する。父親が追ってきていた──素す晴ばらしいスピードで。通過した通路のあらゆるところで、椅子や玉を入れた箱がひっくり返されたらしく、耳みみ障ざわりな音が上がった。

　自動ドアを出たところで、父親が京介の横に並んだ。玲洗樹の枝ごと手を摑つかまれ、京介は多分投げ飛ばされると予想し、考え得る最善の受け身の体勢は何か、思考を巡めぐらせた。だが父親はそのまま京介を引っ張って、走り続けた。商店街を歩く買い物客の悲鳴を巻き起こしながら、父親は妙みように楽しそうな顔で走っていた。




　京介がようやく足を止められたのは、虹原川の土手の上だった。

　どこをどう走ってきたのか、ほとんど視界に入っていなかったが、パチンコ店からざっと五、六キロ離はなれた郊こう外がい地である。京介は土手の上にしゃがみ込んで、上がった息を整えることにひたすら集中していた。少し離れた場所に立った父親は、川の方から吹く湿しめった風に、ひとつくしゃみをしていた。

「京介さんよう、何ですか、そのみっともない息切れは。煙草を吸いすぎなんじゃねえのかね」

　嫌いや味みな口調でそう言いながら、父親が土手の上に座った。太陽が蒸むし暑くアスファルトを炙あぶり、河原に茂しげった雑草の香かおりも混じって、土手の上にはどこか不思議な匂においのする風が吹いていた。

「作戦があったなら、話してくれればいいのに」

　最後に喉のどを鳴らし、ようやく呼吸が落ち着いたところで、京介は父親に目をやった。犬の散歩をしている若妻風の女性を眺ながめたまま、父親が口くちの端はしで笑う。

「敵を欺あざむくには、まず味方からって言うだろうが」

「まあ、な」

「あの場でお前と一いつ緒しよになってあいつらとやり合ったら、軽く勝てるだろうが、またすぐにお前は追われる。俺が敵に回れば、お前はまず俺に向かってきて、勝てないから逃にげる」

「…………」

「んで、あいつらに『ここで待ってろ』と言い残して俺が追う。これでお前は、俺が店に戻もどるまでの時間が稼かせげたというわけだ。のんびり戻ってやるから、感謝しろ」

「戻って、何て言うんだ。逃げられたって言ったら、礼金も補償金もなかったことにされるかもしれない」

　川に架かかる橋の上で、車が渋じゆう滞たいを起こしていた。気色ばんだように鳴り響ひびいたクラクションが、鼓こ膜まくを強く通り過ぎる。京介は土手の上に寝ね転ころがった。呼吸は落ち着いたが、全身がだるかった。寝ね不ぶ足そくの翌日に全力疾しつ走そうを二度もやることは、あまり体によくないようだった。

「まあな、それもいいかと一いつ瞬しゆん思ったんだけどよ」

　小石を拾って遠くに放ほうり投げ、父親が答える。

「でも、やめた。ここで端はした金がねをもらうよりも、この先死ぬまでお前を便利に使い続ける方が、得な気がした」

「当たるのか、そのギャンブル」

「どうだかな。まあ、お前は張り切って逃にげろや。他ほかにやらなきゃいけねえことがあるんだろう」

　父親は立ち上がり、汚よごれた白衣の裾すそを払はらった。京介はその時になって、父親がくたびれたサンダルを履はいていることに気がついた。

「昼も夜も外をうろつくほど、稼ぎのいい話なのか」

「どうだろう」

「まあ、しっかり稼いで親孝行してくれ」

　父親がゆっくりと土手を歩き出す。五歩ほど歩いたところで不意に立ち止まると、こちらを指差して言った。

「手、気づいてるか？」

　京介は自分の指先を眺め、曖あい昧まいに頷うなずいた。豊花にもらった絆ばん創そう膏こうの下から、血が溢あふれて手のひらに伝っていた。

「ああ……」

「俺は医者だがただじゃ治さないぞ」

「わかってる」

「潜せん在ざい精神力──候補者番号、か」

「うん」

「俺の祖父じいさんにもついてた。お前にとっては曾ひい祖父さんだな」

「へえ」

「俺がお前くらいの頃ころ、ある日、本家の実験場に連れていかれて、そのまま帰って来なかった」

「ふうん……」

「じゃあな」

　遠ざかってゆく足音を聞きながら、京介は目を閉じた。

　考えなければいけないことはたくさんあった。何から考えようかと思っているうちに眠ねむくなってきたが、眠るわけにはいかないので、仕方なく起き上がり欠伸あくびをする。父親に礼を言い忘れていたことにようやく気がついたが、土手の先にはもう白衣の後ろ姿はなかった。

　見上げた太陽の光は、妙みように白かった。




　本家裏口の壁かべに叩たたきつけられ、豊花は頭を打った。口の中が切れたらしく、舌の上に鉄の味が広がる。舌打ちと共に血を吐はき、豊花は立ち上がった。

　ゴミ山の傍かたわらで、少女は腕うでを地面に垂れ、佇たたずんでいた。伸のびた腕は昨夜同様、豊花に呪じゆ文もんひとつ唱える暇ひまを与あたえてくれない。巻きつかれないよう、走り回るのが精せい一いつ杯ぱいだった。豊花が恐きよう怖ふを撒まき散らして動いているせいで、辺りの土地が澱よどみ始めていた。

　逃げた方がいいのだろうか──裏口の扉とびらを背にし、豊花は唇くちびるを嚙かんだ。荊いばらの死神が逃げる者をどこまでも追いかけてきた、というパターンはまだ聞いたことがない。豊花が逃げれば、この少女は別の対象を探すだろう。そしてその誰だれかが被ひ害がいを──。

「ねえ……」

　タイミングを窺うかがっているのか、地面の上で腕を揺ゆらしている少女へ、豊花は呼びかけた。

「何がしたいの。どうしてこんなことするの。あんた斉藤千恵っていうんでしょう。あんたの……ぎゃふん」

　突とつ然ぜん背後で鍵かぎの外れる音がし、何の躊ちゆう躇ちよもなく開かれた扉が豊花の後頭部を打った。豊花は叫さけび、その場に倒たおれた。

「あれ、ごめんねー。訓練の最中だった？」

　気の抜ぬけた声を聞き、豊花は頭をさすりながら起き上がる。後方よりも、まず前方を確かく認にんした。少女は豊花の背後に視線を定めていた。

「掲けい示じ板ばん係……」

　肩かた越ごしに扉の方を振ふり返り、豊花は言った。豊花が先ほど術者センターの掲示板前で会ったスーツ姿の青年が、また現れた。緊きん張ちよう感かんのない顔で狭せまい空を見上げ、伸びをしている。

「夕方から雨だって天気予報が言ったから、洗せん濯たく物もの、外に干さなかったのに。雨降らないじゃん。ねえ？」

「あんた何しに来たの。中に戻もどって」

「何って、煙草たばこでも吸おうかなあと……」

　少女が右腕を上げた。棘とげに覆おおわれた蔓つるが宙を裂さき、豊花の頭上を掠かすめる。狙ねらいは青年の頭部を僅わずかに外し、鉄製の扉に穴が空いた。

「おお……」

　扉の穴を凝ぎよう視しし、青年が口笛でも吹ふき出しそうに口を丸めた。

「派手な訓練してるね、キャバリアキングチャールズスパニエルちゃん」

「早く逃にげてったら」

　青年の体を建物の中に押そうとした豊花の足元に、少女の左腕が伸びてくる。豊花は唇を嚙んだ。相手の足を絡からめ取り、動きを封ふうじたところで上半身を狙う──昨夜もそうだった。荊の死神の攻こう撃げきパターンなのだろうか。

　だったら──豊花は青年の腕を取ると、叫びながら彼の体を前方へ押し出した。

「ごめんね、掲示板係。絶対助けるから」

　目を瞬またたかせている青年の足首に、少女の片腕が絡みついた。青年は意外と冷静な顔で「おお」と大きめの声を上げただけだった。

　豊花はゴミ山に向かって走った。一番大きそうなゴミ袋ぶくろを摑つかむと、それを持って荊の死神へ投げつけた。そして心の中で斉藤千恵の母親に少し詫わびた。──ごめんなさい、千恵さんに似た子供を倒します。そうしないと、こっちがやられそうです、と。

　少女の片腕が頭上に降ってくる大きな塊かたまりに反応し、動いた。豊花は玲れい洗せん樹じゆの枝の先を相手の頭に定め、呪文を唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。午うまより出いでて子ねへ三、掃そう射しや。前方対象を消しよう滅めつ」

　玲洗樹の枝の先せん端たんより光こう弾だんが三つ連発し、少女の体を狙う。断だん末まつ魔まも何もなく、小さな体が光の中に溶とけた。

　術の反動で後方にひっくり返っていた豊花は、五秒ほど目を閉じていたが、慌あわてて跳はね起きた。地面には術に当たったゴミ袋の中身と、少女の体が転がっていた。腕は袖そで口ぐちから長く伸びたまま、力なく生ゴミの上で渦うずを巻いていた。

　間近まで歩み寄り、豊花は少女の体を見下ろした。血も体液も流れていない。電池が切れた人形のように、ただ倒れているだけだった。

　もしかすると、放った術は全部外れていて、この少女は衝しよう撃げき波はで転てん倒とうしているだけなのではないか──豊花は小さく唸うなった。術の命中率が低いのは、研修時代から豊花の悩なやみだった。

「後ろ、危ないよー」

　青年の緊張感のない声に、豊花は振り返った。長い両腕が、背後から豊花の胴どう体たいに巻きついた。もう動かないと思って油断していた豊花は、避よける暇もなく襲おそってきた激痛に目を閉じた。手から玲洗樹の枝が落ち、地面を転がった。

「これって、ひょっとして最近市内で話題のやつ？」

　青年が世間話をするような口調で尋たずねる。豊花の歪ゆがんだ視界の向こう、彼はこちらに歩み寄りながら、豊花の落とした杖つえを拾っていた。豊花は顔を顰しかめた。

「逃げて……誰だれか、助けを呼んできて！」

「規則でさ、他人の玲洗樹の枝を使ったらいけませんってあるよね。別に玲洗樹は玲洗樹なんだから、他人の物も自分の物も効用は変わらないのに、変な規則だよね」

「何言ってるのよ、早く逃げてってば」

「あれかなあ？　少年野球のバットは団体の備品だけど、プロ野球選手のバットって個人で作ったりするじゃない。つまり、何だ？　術者もプロ意識を持てってことかな」

「あんたねえ……！」

「そういうわけで緊きん急きゆう事態につき、規則は無視して、玲洗樹の枝、借りるよ」

　豊花の傍かたわらまで歩いてきたスーツ姿の青年が、玲洗樹の枝の先を少女の頭部に向けた。

「えーっと、流れよ、大地を走る輝く女神。午より出て子へ……じゃあ、千ぐらい、掃射。前方対象を消滅」

　視界が白く染まると同時に、強い縦たて揺ゆれの震しん動どうと、鼓こ膜まくを破くほどの銃じゆう声せいに似た衝しよう撃げき音おんが豊花の全身を襲った。豊花は体を絞しめられた痛みも忘れ、目を閉じてその場にしゃがみ込んだ。光と音と震動は、一、二分続いていた。

　辺りが静まり返ると同時に、豊花の体から腕うでが解ほどけ落ちた。腕は地面の上で粉ふん砕さいし、消えてしまう。まだ耳鳴りのする両耳をさすりつつ、豊花はのろのろと起き上がった。

「ごめん、逃げられた。頑がん丈じような体してる子だなあ。……あー久々に術を使うと疲つかれるよ」

　茫ぼう然ぜんとしている豊花の手に、玲洗樹の枝が返される。青年は肩かたをぐるぐると回していた。

　地面に、荊いばらの死神の姿はなかった。あるのは黒い衣服の破片だけだ。土地はより一層澱よどんでいたので、とりあえず豊花は浄じよう化か術を施ほどこした。ここは自分の担当区域外だから、この一回の浄化は特別報ほう酬しゆうでつくと、頭の中の細さい胞ぼうが無意識に計算した。豊花はその細胞を「全自動報酬はいくらかなマシン」と呼んでいた。

　生ゴミの散乱した周囲を見回し、青年は回すのをやめた肩で、大きく息を吐はいた。

「結構派手だね」

「掃そう除じはするわよ……」

「そうじゃなくて──まあ、それもあるけど」

　いじけたように言う豊花に、青年は何故か申し訳なさそうな視線を投げてきた。手の中には煙草たばこの箱があったが、握にぎっているだけだ。

「街で噂うわさの事件、結構派手な奴やつが敵だったんだね」

　豊花は深く息を吐いた。先ほどの術による光弾を、豊花は三回しか出せない。それ以上連続すると、精神力の消しよう耗もうで倒たおれてしまう。京介は生意気にも数十単位で続けられるらしいが、百は出せない。百や千も、術の連続使用ができるような術者は、よっぽど精神訓練に長たけたベテランであろう。

　その術を受けても、あの少女の体は砕くだけなかった。生身の人間ではないとしか思えなかった。

「報告書、そういやいっぱい来てたんだよなあ……だっさいなあ、僕……」

　頭を搔かき、意味のわからないことを言っている青年を見上げ、豊花は二度瞬まばたきをした。

「あんた、何者？　ただの掲けい示じ板ばん係じゃないわね」

「掲示板係だなんて一言も言ってないよ、キャバリアキングチャールズスパニエルちゃん」

「あたしの名前は一条豊花。そんなに長くないわ」

「あたしの名前は遠峰秋一。掲示板係じゃないわ……さてと……」

　豊花の口調を真ま似ねて言った後、遠峰秋一と名乗った青年は少女の残した痕こん跡せきの前にしゃがむ。今までどこかに隠かくれていたらしい野の良ら猫ねこが、豊花と遠峰の間を堂々と通過していった。

　服の切れ端はしは、微かすかな風に流れて急速に粉砕していったが、小さな金属片がいくつか残っていた。前まえ髪がみを押さえ、豊花は眉まゆを寄せた。京介が昨日報告していた場所にも、確か奇き妙みような金属片があったと言っていた。

「何なのかしら、これ……」

「追つい跡せき術をかけてみようか。出所がわかるかもしれないけど」

「あんた、追跡術までできるの？」

　追跡術とは、土地や物から人が残した気配を抽ちゆう出しゆつし、最新情報への追跡──要するに現在地を調べ上げる術である。今日、墓地まで京介を追ってきた連行係とやらも、それを使ったらしい。

　高等術の一種であり、当然豊花は習得していない。悪用を避さけるため、確か使用前に許可証の発行が必要な術でもある。

　遠峰はスーツの膝ひざに手を置いたまま、しばらく黙だまっていたが、大きく頷うなずくと唐とう突とつに立ち上がった。

「できると思ったんだけど、呪じゆ文もんを思い出せないや」

「…………」

「まあどうせ多分、追跡術を跳はね返す設定がされてるだろうけどね。とりあえず、見た目じゃ全然わからないから、分ぶん析せきしてもらおう」

　ねじに似た金属を摘つまみ上げ、遠峰は歩き出した。その後に続きながら、豊花は口早に言った。

「あたしが調べてやってることなの。だから自分でやる。あんたはもういいわ。ありがとう」

「部下が戻もどるまで、僕、暇ひまなんだよね。手伝わせてよ」

「あたしがやるってば」

「今、本家の実験系の部署は忙いそがしいから、君みたいな新人っぽい矯きよう正せい術者が頼たのんでも、どこもすぐには分析してくれないよ」

「新人っぽい矯正術者で悪かったわね。でも三ヵ月継けい続ぞく試験はパスしたわよ」

　豊花が口を尖とがらすと、遠峰は朗ほがらかに笑った。

「僕も今の職場に来る前は、ただの矯正術者だったよ。警けい戒かい令れいで減げん俸ぽうちらつかせて、さっさと何とかしろって言われるの、嫌いやだったなあ。何か頼んでも矯正術者だから駄だ目めとか、上は今忙しいとか、はねつけられたり」

「ああ、すっごいわかる、それ」

「そういうの、ずっと覚えておこうと思ってたんだけど、つい忘れちゃうね」

　建物の中に入る前に、遠峰は空を一度見上げて言った。




　金属片を本家内の万物分析室という施し設せつに依い頼らいした結果は、範はん囲い設定用の術具の一種だということだった。

　術をある一定の範囲内だけで発動させる際、事前に使用するものであるが、その用よう途との術具なら、豊花も持っている。しかし拾った金属片は、豊花が持っているものとは違ちがう形をしていた。分析をした職員の話によると、高度な術に対応した特とく殊しゆな術具だということだった。

「範囲設定って何の術を使うのかな……他ほかに術具があった場所、わかるかい？」

　テーブルの向こうから遠峰がそう尋たずねてきた。

　ここは本家六階にある休きゆう憩けい室しつである。室内の形態は喫きつ茶さ店てんに近く、ウエイトレスも客も、一階の食堂と違ってやや上品に見えた。遠峰の奢おごりということで注文したコーヒーの味は、特別美味おいしいのか、豊花にはよくわからなかった。頼みたかったケーキ類や甘い飲み物は、メニューにはなかった。客層のせいだろう、周囲の席に座る客のほとんどがスーツ姿で本家の上層部の人間と思われた。

　荊いばらの死神が現れた場所を書いたメモを豊花が渡わたすと、遠峰はくすぐったそうな笑いを浮うかべた。

「ああ、いいねえ、こういう女の子特有の下手っぴな文字」

「『ぴ』って何よ、失礼ね」

　窓まど際ぎわの席に座った豊花は、六階から見える景色に目をやった。橙だいだい色いろに変わり始めた太陽に染められ、虹原の市街地全体は柔やわらかく輝かがやいていた。

　遠峰がどうしても休憩しようと言うので、豊花はつき合っている。本当はそろそろ食堂の本部へ行って、班員と共に荊の死神捜そう査さを再開したかった。

　もっとも遠峰がいたからこそ、豊花がこれまで知りもしなかった万物分析室などという特殊な施設で、調査をしてもらえたのだ。遠峰に対する職員の対応は素す晴ばらしく丁てい寧ねいだったが、豊花はずっと不ふ審しんそうな目で見られていた。恐おそらく、一いつ介かいの矯正術者には出入りできない施設なのだろう。

「ふうん……なるほど。多分これ、本家を狙ねらってるよ」

　メモを見てあっさり頷いた遠峰の答えに、豊花は目をぱちぱちと瞬まばたかせた。

「何でわかるの？」

「市内地図か何かで、地名に印でもつけていけばわかると思うけど、大体、本家を中心にした大きな円ができるよ。まあ、中心はお隣となりのドーナツ屋かもしれないけど」

　返されたメモを受け取り、豊花は感かん嘆たんの息を吐はいた。この青年の頭の中には、地図でも入っているようだ。以前は矯正術者だと言っていたから、その時の名残なごりかもしれない。

「本家を中心にして、何の術を使うのかしら」

「何だろう……許可願い、出てたっけなあ……。まあ、それはあとで調べてみるけど、街で噂うわさの不審者の目的は、術具をばらまくことだったってことかな。人を襲おそうのは作業の邪じや魔まをされた時……」

「声をかけただけで襲われた人もいるわ。あたしなんか、何もしていないのに……」

「ふーん……声に反応するとか、何か条件があるのかな。術者には問答無用で襲いかかってくるみたいだね。なんだか矯正術者が土地を守ってることを知ってるみたいだなあ。裏口にいたあの子供、顔はまともな人間だったけど、君の知ってる子？」

　クッションのよく効いた椅い子すの上で、遠峰はのんびりと脚あしを組み替かえた。豊花はコーヒーにはもう口はつけず、頷うなずく。

「何年か前に死んだ女の子らしいわ。その子も術者の血を引いてたらしいけど……あとね、他にも結構調べたんだから」

　豊花はメモ用紙を裏返して読み上げた。

「名前は斉藤千恵っていうの。二年前……えーと、今あの男の子が小三だったから、当時一年生か、その夏に病死しちゃったみたい。術者病ってやつ……わかる？」

「術者病？」

「うん、そう……どうしたの？」

　持ち上げかけたカップを皿に戻もどした遠峰は足元の絨じゆう毯たんに目をやっていた。十秒ほど黙だまった後、遠峰は目を閉じて深い息を吐いた。

「……没ぼつ収しゆうした実験材料は、倉庫にあったものだけだ。別の場所にも保管していたわけか……」

「何よ、急に難しい顔しちゃって、何なの？」

　遠峰は目を開き、唐とう突とつに椅子から立ち上がると、豊花を見下ろして言った。

「あとは僕の方で片づけるから、君はもう、係かかわらない方がいいよ」

「待ってよ」

　慌あわてて豊花も立ち上がった。

「どうしてよ、ちゃんと説明して。何なのよ」

「悪いけど、これは上層部の問題だから」

「何よ、またそれ？　あんたまでそんなこと言うの。上層部上層部って何なのよ。生まれた時から上層部だったわけじゃないくせに、偉えらそうにしてるんじゃないわ」

　テーブルを叩たたいて豊花が言うと、近くを通りかかったウエイトレスが、驚おどろいて盆ぼんをひっくり返した。他の客が無ぶ遠えん慮りよに注目してくるが、豊花は気にしなかった。

　遠峰はため息をつき、椅子に座り直した。

「生まれた時から上層部の人もいるんだよ。今回は特にそこが絡からんでる」

「だからって、矯きよう正せい術者は口を出すなって言うの。生まれた時から上層部だからなんだっていうのよ」

「人にはそれぞれ立場があるんだ」

　豊花の言葉を遮さえぎり、遠峰が静かに言う。

「上とか下とかじゃなくて、その立場の中で実力を出したり、自分を守ったりしなきゃいけないんだよ」

「そんなこと、あんたに言われなくても知ってるわ」

「君は矯正術者だよね。本家の中での地位を言ってるんじゃなくて、立場としてそこを守ってくれと僕は言いたいんだ。矯正術者の仕事を外れた問題は、他ほかの人がちゃんと引き受けるから」

「あたしは歯車でも部品でもない」

　遠峰に怒ど鳴なり返すと、豊花も勢いをつけて椅子に戻り、テーブルに身を乗り出して言った。

「わかったわよ、術者の仕事もちゃんとやるわよ、これからは京介にばっかりやらせないわよ多分、でもこれは最後までやらせて。あの子のお母さんに報告するって約束しちゃったし、あたしだって真実を知りたいもん」

　テーブルの向こうで、遠峰が小さく笑った。

「若い子は好こう奇き心しんが旺おう盛せいでいいね」

「好奇心じゃないわ。これは仕事。あの女の子、光流脈使いが嫌きらいって言ったのよ。聞き捨てならないでしょう」

「そうだね。じゃあどこから話そうか」

　頭を切り換かえるように短く言うと、遠峰はテーブルの上を指し示した。

「何か頼たのむ？」

「いらない。早く話して」

「えーっと、じゃあまず、術者病」

　まだこちらに注目している周囲の客を一いち瞥べつし、遠峰は強くため息をついた。

「体がばらばらになる病気なんだ。ばらばらになって、一部分だけ生き続ける。意味、わかる？」

「あんまり……」

「例えば君が術者病にかかったとするよ。で、どこが残るかは個体によるらしいけど、目だけ機能が正常なままだとする。そうすると、目に魂たましいが残って、そこだけ意識を持って生き続けるんだ」

「どういうこと……？」

「心臓も脳もないのに、君は目の寿じゆ命みようが尽つきるまで、ずっと景色だけ見て生きてゆけるんだ。どう？　こんな人生」

「……わかんない」

「まあ、実際はそこまで極きよく端たんじゃなくて、目と口とか、いくつかまとまって残るものらしいけれど。でもそういう病気が実際にある。治ち癒ゆ術は一いつ切さい効かない」

「一部の術者にだけ遺伝するって聞いたけど……あんたやけに詳くわしいわね。もしかして……」

「僕は違ちがうよ、知識があるだけ。遺伝する一族は光主一族。光主はわかるよね」

　豊花は無言で頷うなずいた。

　光主は巫女みこの長子の血統を引き継つぐ一族で、本家の最高権力者。光主が右と言えば術者は全員右を向かなければならないという話を、昔父親から聞いたことがある。俺は左を向くけどなと言った父を、豊花は純じゆん粋すいに目立ちたがりな人だと思った。豊花だったら顔は右を向けて、目だけ違う方向を見る。

　光主という存在を知ってはいるが、遠峰の言葉を借りて言えば、豊花にはその知識があるだけだった。実際に会ったこともなければ、名前すら知らない。

「じゃあ、斉藤千恵は光主の子供なの？」

　豊花が尋たずねると、遠峰は深く頷いた。

「だけど、君も言った通り、公式な報告では、二年前に病死してるはずだよ」

「今日、お墓に行ったわ。遺骨も本人のものだって、母親が言ってた」

「遺骨は遺骨だろうね。死んだ部分の骨だろうから」

「じゃあ……」

　喉のどが渇かわいて、豊花はグラスの水を飲み干した。遠峰が窓の外に目をやり、言う。

「腕うでや頑がん丈じようすぎる体や、おかしいところはたくさんありそうだね。この蒸むし暑いのに、体をすっぽり覆おおう服を着ているのも妙みようといえば妙だ。体はもう死んでる。死んでるから、腕を初めとして変形設定を付加された」

「誰だれがそんなことしたのよ」

「そういう術が得意なのは、術研究部・分室だよ。で、そこの室長が……」

「わかったわ、ありがとう、その人に会ってくる」

　豊花は荷物を取って立ち上がると、出口に向かって走り始めた。途と中ちゆうでウエイトレスにぶつかり、また盆ぼんがひっくり返った。

　背後で遠峰が何か言ったが、豊花は止まらなかった。




　夕方、「本部」である食堂に京介が行くと、昨日の席に昨日の班員が三人いて、三人とも肩かたを落としていた。

「あ、一条さん……こっちでありますです」

　昨日の中学生が京介の顔を見ると、手を振ふってきた。昨夜は大泣きをし、いくら家に帰れと言ってもなかなか帰らなかったが、今も似たような顔をしていた。

「一条さん、こいつがさっき、荊いばらの死神に遭そう遇ぐうしましたが、逃にげられたそうでございますです。場所は南五丁目の駐ちゆう車しや場」

　中学生が言うと、班員の一人が頭を下げて「すみませんっす、一条さん」と言った。中学生はともかくとして、明らかに年上の班員が敬語を使ってくるのが、京介にはよくわからなかった。

「無事でよかったじゃないか」

「豊花姐ねえさんが今いま頃ごろどこかでぶっ倒たおしてくれてるかもしれませんです。豊花姐さん、まだ来ていませんから」

　テーブル席に、確かに豊花はいなかった。昨日は他にも班員がいたはずだが、その姿もなかった。

「三人に、減っちゃいましたです……」

　京介の視線に気がついたのか、中学生がテーブルの上で指先を組み、言った。

「俺が昨夜のこと話したら、自分の担当区域で待機するって言って……でも単にあいつら、びびってるだけです。口ばっかりで、腹が立ちますです」

　空いてる椅い子すに腰こしを下ろし、京介は長く息を吐はいた。

「別にいいんじゃないのか。矯きよう正せい術者の仕事は自分の区域を守るだけだ」

「一条さんって、他人に対して腹が立ったりしませんですか」

「あまり」

「変わっていますです。そんなんで、よくあんなパンチが出せますですね」

　軽く拳こぶしを握にぎり、京介は自分の手の甲こうを眺ながめた。本気で人を殴なぐったことは、たくさんある。だが、相手に対して激げき怒どしたり、憎にくんだりして殴ったことはないような気がした。

　ただ相手の闘とう争そう心しんを跳はね返すため。ただ相手を目の前から消したいだけ。ただ自分の身を守るため。

　感情を出して戦ったら、もっと強くなれるのだろうか。頭に血を上らせて腕を振り回し、わーと叫さけぶ──それではまるっきり豊花だなと思った。

「昨夜、本当にすみませんでしたです」

　昨日と色いろ違ちがいのランニングシャツの肩を縮こまらせ、中学生が言う。

「俺がもっと早く一条さんを連れて戻もどれたら、豊花姐さんは怪け我がしないで済んだと思いますと、自分の鈍どん足そくが情けない限りでございますです」

「考えすぎだろう」

「陸上部に入ろうかと思いましたが、よく考えたら俺中学三年だし、もうすぐ夏休みだし、すぐ引退になってしまいますです」

「ふうん」

「高校入試かあ……一条さんはやっぱり、入試の面接官を殴り倒して合格したんですか」

　去年の夏、何をしていただろうと、京介はふと考えた。矯正術者の研修生だった。中学の教室はいつもうるさく、教室を抜ぬけ出して、校庭の日ひ陰かげで寝ねてばかりいたことを思い出す。──あまり今と変わらないようだ。

　朝礼台の上に寝転がり、一人で見上げる空は高く澄すんでいた。今年ももうすぐ、そんな季節がやってくる。

　最近、次の季節の訪おとずれを当たり前のように感じられなくなっているのは、多分身の回りが慌あわただしすぎるせいだろうと思った。候補者番号なんてつけられて、誰に自じ慢まんしたらいいんだと、京介はテーブルに突つっ伏ぷして呟つぶやいた。




　沈しずみかけた太陽が、西の空に名残なごり惜おしそうな光を焼きつけている。天気予報では明日からまた雨の日々に戻るという。太陽も、恐おそらく次の出番までの期間を憂うれえているのだろうと豊花は思った。

　鼻息を吐はきながら、豊花は周辺を見回した。市の郊こう外がいにある丘きゆう陵りよう状のこの地は、本家の管理地のひとつで、術者の間からは「丘おか」という通つう称しようで呼び習わされている。周囲を柵さくで囲い、常時関係者以外の立ち入りを禁じている。詳くわしいことを豊花はよく知らないが、地下には色々と本家の重要施し設せつがあるという話だ。

　休きゆう憩けい室しつを出た後、豊花は術研究部・分室に乗り込んだ。深廉寺華奈という室長は不在で、研究員の一人が「術実験の手伝いのために『丘』に行っていて、遅おそくまで戻ってこない」と教えてくれたのだった。

　柵の入り口はひとつしかなく、門の前には警備員が立っていた。豊花は正々堂々と声をかけた。

「立ち入り許可証はないけど、入れてちょうだい。この中にいる深廉寺華奈って人に話があるの」

「今、中は忙いそがしいから駄だ目め」

　数分間、豊花は駄だ々だをこねたり地じ団だん駄だを踏ふんだりしたが、警備員は全く折れなかった。普ふ段だんであれば、こちらの身分が術者とわかり、少しくらい粘ねばれば、警備員は中に入れてくれることもある。よほど、今日は大事な行事があるのだろう、と豊花は思った。

　仕方がないので、豊花は外柵に沿って周辺を回ってみることにした。どこかに抜け穴でも空いていて、入れる場所があるかもしれない。

　丘の中央に立つ大きな玲れい洗せん樹じゆを見ながら、円形の土地をほぼ半周ほど歩いた時、柵の上に烏からすが留まっているのが見えた。何がおかしいのか、烏は豊花に向かってぎゃあぎゃあ喚わめいていた。烏には嫌いやな思い出があるので、豊花は無視して歩き出そうとしたが、ふと気がついた。柵を越こえればいいじゃないか、と。

　まず持っていた学生鞄かばんを、勢いをつけて柵の向こう側に放り投げた。玲洗樹の枝を小こ脇わきに挟はさみ、柵の一部に足をかける。鉄柵は高さ四メートルほどで、乗のり越えるのに全く問題はなかった。何な故ぜ今まで気がつかなかったのだろうと思いながら、豊花は敷地の内側に着地した。

　丘全体にサイレンに似た音が響ひびき渡わたった。どこかで事件でもあったのだろうかと、豊花は周囲を見回す。入り口から入れなくて、変な突とつ破ぱ口こうを作った馬ば鹿かがいるのかもしれない。

　障害なんて越えるためにある──背後に聳そびえる柵を見上げ、豊花が一人で不敵に笑っていると、警備員が数十人、どこからか駆かけ寄ってきた。警備員は警棒を振ふり上げていた。

　強い衝しよう撃げきが脳を揺ゆさぶり、豊花は地面に叩たたきつけられた。誰だれだこの馬鹿という警備員の声を最後に、豊花の視界と聴ちよう覚かくに、シャッターが下りた。






















　豊花が食堂へ一向に現れないことと、連行係の動向が多少気がかりではあったが、午後十一時の十分前、京介は赤尾秀春の通う予備校へ移動した。空は厚い雲に覆おおわれ、星はひとつも見えなかった。

　予備校に着き、京介は入り口の横にある看板の前で赤尾を待った。講義を終えた生徒が、集団で夜道に消えてゆく。五分待っても赤尾の姿は現れず、十分経たった時、建物から出てきた生徒に京介は声をかけた。体調不良か何かで、赤尾は予備校を休んでいるのかもしれないと思ったのだ。

「赤尾君？　今日も来てたけど」

　だが京介の予想に反し、生徒はごく当たり前の顔をして頷うなずいた。

「講義が終わった瞬しゆん間かん、同じ教室の女の子に話しかけて、なんか一いつ緒しよに出て行っちゃったけど。だから、その後に配られたプリント、もらえなかったんだよね」

　京介は礼を言い、少し迷った末に、予備校から赤尾の自宅へ至る道を歩き始めた。鼻の頭に冷たい雫しずくが一ひと滴しずく、落ちてくる。雨が本格的に降り出す前に帰りたいと思った。

　一緒に出て行った女の子とは、恐おそらく昨日、赤尾が話していた女子生徒のことだろう。突とつ発ぱつ的にデートでも決まったのなら、それは別に構わない。ただ、三日間という約束ではあったので、最後に赤尾家付近を見回って、そこから自分の家に一度戻もどろうと思った。赤尾の家から京介の家までは、数分の距きよ離りだ。学区的には同じ小中学に行っていたはずだが、赤尾の事情を考えると、あちらは私立に通っていたのかもしれない。

　家に豊花がいれば問題ないのだが、いなければ市街へ探しに出ようと思った。ここ数日、歩き回ってばかりいることに、今いま更さらながら気がついた。

　雨が勢いを増し始め、視界が利ききにくくなってきた。玲洗樹の枝を持って早歩きをしていた京介は、一度立ち止まって大きくため息をつき、走ることにした。呼吸が弾はずんでくると、気管支の辺りが痛んだ。風か邪ぜをひく前兆だろう。

　道の右手に廃はい工場が見えた。この二日間、何の異常もなかったそのシルエットが、淡あわく青白い光に覆われていた。澱よどみの色だ。

　頭上で雨雲が低く雷らい鳴めいを響かせる。その音が収まった時、廃工場の方から人の悲鳴が聞こえた。

　二つの人ひと影かげが、脚あしをもつれさせて、道路に飛び出してくる。その背後の宙を、蛇へびのような長い物体が追いかける。雷かみなりと同時に、空が光った。稲いな光びかりに照らされた細長い物体が、鈍にび色いろに輝かがやいた。

　人影は赤尾秀春と、制服を着た女子生徒だった。赤尾は京介に気がつくと、水みず溜たまりを蹴け散ちらして駆け寄ってきた。

「い、いち、一条、京介……」

　奇き妙みようなウェーブのかかった髪かみの先から、雨の粒つぶが無数に飛び散る。雨に濡ぬれた顔は、蠟ろうのように真っ白だった。

「お、俺の家、今夜、誰もいなくなることになって、それで、彼女と、それで、お前のことを無視して、先に帰って……」

「そんなことは聞いてない。何があったんだ」

「ある、歩いていて、工場に、彼女が面おも白しろがって、見てみたいって、それで……」

　赤尾の背後で女子生徒が悲鳴を上げた。振ふり向いた赤尾が腰こしを抜ぬかし、その場に尻しり餅もちをつく。女子生徒の体に、細長い蔓つるのような物体が絡からみつこうとしていた。

　荊いばらの死神──舌打ちしながら、京介は走った。

　こちらの足音を察したのか、物体は女子生徒から一いつ旦たん引き、廃工場の方へ戻ってゆく。そこで初めて工場の入り口方向に目をやった京介は、顔に流れる雨を払はらった。

　板を打ちつけて封ふう鎖さされた入り口の前に、小さな子供が立っていた。細長い物体は、その右手の袖そでに音を立てて引っこんでゆく。動きが止まった時、それは普ふ通つうの腕うでの長さに戻っていた。

　小こ柄がらな少女だった。顎あごの長さで切り揃そろえた黒い髪。伸しん縮しゆく自在らしい妙みような腕以外、特に恐ろしい外見をしているわけではなかった。顔は、写真で見た斉藤千恵と同じだった。

　雷の音が全身に響ひびく。京介は、まず背後の赤尾を振り向いた。赤尾は尻餅をついたままの姿勢で、女子生徒の腰にしがみついていた。

　女子生徒の方がいくらかしっかりしていそうだったので、京介は尋たずねた。

「走れるか」

「た、多分……」

「その男を連れて逃にげてくれ」

「け、警察……」

「いい。何とかする……しないと」

　空気の裂さける音が響いた。少女の右腕が再度長さを増し、京介の顔面へ真っ直ぐに突つっ込んでくるところだった。

　京介は玲れい洗せん樹じゆの枝で振り払い、その軌き道どうをずらそうとした。だが相手の腕は、一度空中で動きを止めると、左側に大きく方向転てん換かんをした。横からの攻こう撃げきを予想していなかった京介は、咄とつ嗟さに防ぼう御ぎよ体勢を取れなかった。気がついた時には、脇わき腹ばらに少女の腕の先が突き刺ささっていた。

　単純にまずいなと思い、京介は顔を顰しかめた。先日彼女と遭そう遇ぐうした時もそうだったが、相手の凶きよう器きに刺されたままという状じよう況きようは、あまり嬉うれしくなかった。好きなわけではないが、斬きられる方がまだましだった。負った痛みを確かく認にんし、体をどう庇かばって次にどう動くかを考えることができ、いくらか状況を切り抜けられる可能性が高い。

　騒そう々ぞうしい足音が、京介の背後から遠ざかっていくのが聞こえた。これで赤尾と女子生徒の結束は固まるのか、緩ゆるむのか。どうでもいいことだと思いながら、京介は左の脇腹に突き刺さった腕を抜こうとして指をかけ、棘とげに突かれてすぐに手を放した。

　足音を立て、少女は数メートルの距きよ離りを、京介の方へと歩み寄って来る。体に突き刺さった腕は、それほど深く達していないように感じられた。血が溢あふれ、雨の勢いを軽く追い越こしてシャツを染め上げていくが、内臓が傷ついているような激痛は、まだ感じない。

　一歩ほどの距離を置き、京介の目の前で少女は立ち止まった。雨に濡れた髪の毛の下で、少女は静かな顔つきでこちらを見ていた。どこかで一騒動起こした後なのか、黒い服がぼろぼろになっている。その下に覗のぞく体は、木の枝や皮が複雑に絡み合い、鉄板に近い硬こう質しつ感を輝かせていた。

　腕を振れば十分に殴なぐれる位置にいた。呪じゆ文もんを唱え終える前にどうにかされるだろうが、玲洗樹の枝で攻撃することも可能だった。だが京介は、少女に向かって声をかけた。

「斉藤、千恵、だっけ……」

　少女は何も答えなかった。表情すら動かさない。

「……この間は、突とつ然ぜん吹ふっ飛ばすしかなかったけど……」

　腕が更さらに深く、腹に潜もぐり込んだ。視界に赤い色の幻げん覚かくが走り、痛みが増した。京介の額

を、雨に混じり生温い脂あぶら汗あせが流れた。

　狂くるい始めた呼吸を三度繰くり返し、京介は右手を動かした。その動きが腹部の傷に響いたが、歯を食いしばって少女の左腕を摑つかむ。相手はただ黒目の位置を動かして、京介の手に視線を定めただけだった。

「……できれば、吹っ飛ばす前に、真相を知りたい」

　京介は次の言葉を探す。摑んだ少女の手首は、幽ゆう霊れいにしては手て応ごたえが確かすぎた。

「……目的は」

　少女は答えない。返事の代わりに右腕が小さく動き、京介の脇腹から抜けた。

　変形した腕の先は地面に落ちず、そのまま体を這はい上がって、京介の鎖さ骨こつの辺りを突き刺した。血の臭においを間近に嗅かぎ、京介は目を閉じた。三ヵ月継けい続ぞく試験の試験官は噓うそつきだ、と思った。話せば必ずわかると彼女は言ったが、どうやら駄だ目めなようだ。

　京介は玲洗樹の枝を握にぎる手に力を込めた。やはり攻撃するしかないようだ。

「──光流脈使いは、嫌きらい」

　少女が口を開いた。京介は唱えかけていた呪文を飲み下し、玲洗樹の枝を下げた。

「……何で」

「光流脈使いは嫌い。千恵は憎にくまなきゃいけないんだって。だから見つけたらすぐ攻撃しろって。邪じや魔まだから。一いつ般ぱん人じんは向こうが攻撃してきたら反撃するの。怖こわがらせて負の感情を吸い取るの」

　子供っぽいたどたどしい口調であるが、少女ははっきりとそう答えた。会話が成立するのだろうか。京介はかなり真ま面じ目めに言葉を考えたが、出てきたのは結局、先ほどと同じ言葉だった。

「……何で」

「だって、そうしろって言われてるから」

「……誰だれに」

「お姉ちゃんが千恵に言うんだもん」

　会話が成立するかどうかは、自分の語ご彙いにかかっているようだ。足がふらついてきたので、京介は玲洗樹の枝にすがりついた。

「お姉ちゃんって、どこの、誰」

「お姉ちゃんはお姉ちゃん」

「仲がよかったんだろう。名前は」

「お姉ちゃん、好きだったけど、最近怖いよ」

　表情は静かなままだが、少女の声は微かすかに震ふるえていた。

「学校のみんなにいじめられても平気。でもお姉ちゃんにいじめられると、怖いよ。お姉ちゃん、千恵の体をちぎって、色んなものを作るの。烏からすとか、獣けものとか。お姉ちゃん、千恵を助けてくれなかったお父さんをいじめるんだって。だから千恵も手伝わなきゃいけないんだって。千恵、病気なのに。寝ねていたいのに」

　京介は相手の手を握ったまま、尋たずねた。

「……病気なのか」

「そうだよ」

　少女の声が平へい坦たんなものに戻もどる。片目にだけ涙なみだのような小さな粒つぶが浮ういていた。

「……今も」

「そうだよ」

「……いつから」

「ずっと前から」

「……今、何年生だっけ」

「三年生。でもずっと学校には行ってないよ。ずっと寝ていたんだけど、お姉ちゃんが動けるようにしてやるって言って、痛い手術されたの。千恵、それまでばらばらだったの」

「…………」

「それでお仕事くれたの。千恵は早く本家で使えるようになれって、お父さんにいじめられてたから、嬉うれしかったんだけど……でも、このお仕事は嫌い」

「……お父さんって」

「名前はわかんない。名字も千恵と違ちがうんだって。千恵は立派な術者になれたら、同じ名字になれるんだって。みんなは『こうぬし』って呼んでる」

「…………」

「お兄さん、どうして千恵のことを怖がらないの」

「…………」

「負の感情を吸い取らないと、千恵は帰れないよ」

　背後から目を刺さすような光と共に、車のタイヤが軋きしむ音が響ひびいた。少女が顔を上げ、京介から腕うでを外す。伸のびたままの腕を引きずり、少女は歩き出した。
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　彼女の腕を摑つかんでいた右手が空を切ると、京介は体のバランスを崩くずして膝ひざをついた。穴の空いた鎖骨と脇わき腹ばらが痛んだが、玲れい洗せん樹じゆの枝にすがり立ち上がる。道路に停とまった自動車に近づいて行く少女の背中に向かって、京介は一歩ずつ進んだ。

　車の四つの扉とびらが立て続けに開いた。現れた人間は、杖つえを持った術者が数名とスーツ姿の大男。京介は苦い息を吐はいた。こちらの話が済むまで待っていてくれと頼たのんだら、あの塀へいのような中年男は聞いてくれるだろうか。

　少女が腕を振ふった。

　腕は一気に数十メートルほどに伸び、自動車ごと周辺にいる術者を叩たたき潰つぶそうとする。術者と中年男は四方に逃にげたが、自動車は屋根を破は壊かいされた。術者の中から「荊いばらの死神だ」という声が上がる。

　各方向に一いつ旦たん待たい避ひした術者が、ほぼ同時に玲洗樹の枝を掲かかげた。彼らが攻こう撃げき対象に定めているのは、廃はい工場を背にした少女だ。少女はその場に佇たたずんだまま、動かない。

　雷らい鳴めいが轟とどろくと同時に、呪じゆ文もんが完成したらしい。色の違う光や風が、一いつ斉せいに少女に襲おそいかかる。京介は駆かけ出した。攻撃の輪の中に飛び込んで、少女の体を地面に倒たおした。京介の視界が様々な色で染まった。最初に思ったことは、どうして庇かばったんだろう、ということだった。

　雨の音が鼓こ膜まくを震わせていた。

　体のあちこちがひどく痛んだが、どこがどう損傷したのか、わからなかった。

　右手を自分の目の前に持ってきて、見た。真っ赤に染まっていた。豊花にもらった絆ばん創そう膏こうが力なく剝はがれ落ち、その下の皮ひ膚ふだけ、皮膚の色をしていた。

　揺ゆれる視界の向こうに、誰かがいた。その誰かは、じっと京介を見つめていた。

　騒さわがしい人の声と、地面を揺らすほどの足音が近づいてくる。どこかで烏が鳴いていた。

　ここが自分の担当区域内で、今は警けい戒かい令れいが出されている期間中であることを、京介は思い出した。どのくらい減げん俸ぽうになるのだろう。豊花の病気がうつったのだろうか、すぐに報ほう酬しゆうを気にした自分が、京介は少しだけ滑こつ稽けいだった。

　京介の視界から誰だれかが遠ざかる。伸ばした指先は、ただ何もない空を摑んだだけだった。




「あたしは掃そう除じ道具じゃない」

　ぼそりと豊花が呟つぶやいた言葉は、暗い室内に空むなしく響いただけだった。

　広さにすると、四畳じよう程度の狭せまい部屋だった。掃除道具や空箱など、干ひからびた備品が適当に収められた部屋だ。すぐ近くから雨の音が聞こえるが、ガラスを壁かべに嵌はめただけの窓は開かず、叩いても物をぶつけても、一向に壊こわれなかった。術を使ってみても、結果は同じだった。

　寒くなってきたので、豊花は学生鞄かばんから術者用のマントを引っ張り出して身に着けた。すがりついても温かくはならないだろうが、つい癖くせで玲洗樹の枝に抱だきついてくしゃみをする。目が覚めた時、荷物と共にここにいたということは、豊花をここへ閉じこめたのは警備員だろうか。

　豊花はもう一度窓ガラスを睨にらみ、鼻を鳴らした。ただの倉庫の明かり取りのくせに、術を防ぐ効力が付加されているなんて生意気だと思った。さすがは丘おか──そこまで考えて、唸うなる。ここは本当に丘の敷しき地ち内なのだろうか。

　磨すりガラスの内側から、外の様子は明確に窺うかがえない。だが、ぼんやりとだが、なだらかな地平線とその上に立つ大きな一本の木のシルエットは確かく認にんできた。

　部屋の扉も窓と同様、何の力も受けつけなかった。どう脱だつ出しゆつしたものかと豊花は腕組みをし、考えた。腹が鳴って、少し悲しくなった。

　天てん井じようを見上げると、一部だけ色の違う場所があった。天井裏に行けるかもしれないと思い、豊花は玲洗樹の枝で突ついてみた。板の一部が呆あつ気けなく外れた。

　転がっていたバケツを踏ふみ台にし、豊花は天井裏によじ上った。鞄を置き忘れていることに気がついたが、諦あきらめることにする。元々大した物は入っていない。

　天井裏は異常に湿し気けっぽく、カビの臭においが充じゆう満まんしていた。豊花が進むのを躊躇ためらっていると、目の前に突とつ然ぜん人の顔が現れた。

「本部長？」

　ぎゃあと悲鳴を上げ、豊花はパンチを繰くり出した。相手は簡単に吹ふっ飛んで、闇やみの中でどこかにぶつかる音が響いた。自分の拳こぶしを見つめ、豊花は熱く鼻息を吐はいた。自分は結構できるんじゃないかと思った。そこそこ本気を出せば姉も父も倒せて、家で一番偉えらくなれるかもしれない。

「いてぇー……本部長、俺ですよー」

　情けない声と共に、もう一度近づいてきたのは、モンタージュ係をやった班員だった。鼻血を垂らしている相手の顔に自分の顔を突きつけ、豊花は目を丸くした。

「やだ、あんたこんなところで何してるの？」

「本部長こそ……もしかして、本部長も候補者番号ってやつですか」

「候補者番号？」

　埃ほこりまみれの床板の上に座り、豊花は班員から話を聞いた。本家の連行係に捕つかまって、ここへほとんど誘ゆう拐かいに近い形で連れてこられたという。この施し設せつ内のどこかで、これから術実験が行なわれるらしいが、怖こわくなって逃げてきたそうだ。

「すっげー怖いんですよ。白衣の奴やつらが注射器持って、わらわら追いかけてくるんですから」

　その奇き妙みような現場に深廉寺華奈もいるのだろうか。豊花は表情を引き締しめ、尋たずねた。

「あんた、どこから来たの？」

「こっちをずっと直進してきただけです。本部長、一いつ緒しよに逃げましょうよ」

「駄だ目めよ。会わなきゃいけない奴がいるんだから」

「現場調査班長──一条さんなら、死にかけてましたけど」

　漂ただよう埃に鼻をむずむずと動かしながら、班員は心配そうに言った。

「治ち癒ゆ術が全然効かないって、これじゃ実験に使えないって、白衣の奴らが騒いでました」




　丘の地下にある一室で、深廉寺華奈は古代術本の複写資料を読んでいた。

　現在使用されている術本のレベルが馬ば鹿か馬ば鹿かしくなるほど、高度な威い力りよくを示す術ばかりが記き載さいされている。自分では使うことができない、その術をいくつか再確認し、華奈は資料を閉じた。

　現在隣りん室しつでは、とある術実験の準備が進行中である。何か騒さわぎでもあったのか、扉とびら越ごしに時折喧けん噪そうが響ひびいてくる。術実験に立ちあうだけの華奈に、隣室で行なうべき仕事は、今のところ特にない。

　華奈は机の上にある備品を整えた。先ほどの資料、注射器が数本、玲れい洗せん樹じゆの枝。本家にある分室から届けられた伝言メモを、まだ確認していなかったので、読む。妙な矯きよう正せい術者が華奈を探しているらしく、分室の研究員が居場所を教えてしまったので、丘まで来るかもしれない、という内容だった。妙な矯正術者の名前は一条豊花。見たことがある名前だと思い、机の上の資料を開く。候補者番号・二十二の妹が同じ名前だった。

「縁えんがありますね」

　小さく笑い、備品を白衣のポケットに入れ、玲洗樹の枝を持って華奈は立ち上がる。部屋の隅すみに置かれた大きな木箱──棺ひつぎに似た箱へ歩み寄った。

　その中では、小こ柄がらな少女が体を丸めて眠ねむっていた。全身が水に濡ぬれ、少女の体から零こぼれた水すい滴てきは、箱の底に浅い水みず溜たまりを作っている。

　少女が身じろぎをし、目を開いた。衣服の綻ほころびの隙すき間まから、奇妙な硬こう質しつ感を持った肉体が見えている。

「……お姉ちゃん」

　少女の瞳ひとみが華奈の顔を探して揺ゆれている。華奈は手を伸のばすと、相手の頭とう髪はつの間へ指先を入れた。途と端たん、電源でも落とされたかのように、少女は目を閉じて黙だまり込んだ。

　部屋の扉とびらを開けて廊ろう下かに出ると、隣室の様子を無視して華奈は歩き始めた。




　奇妙な電子音が聞こえた。

　目覚まし時計の音が、確かこんな感じだった気がすると、京介は思った。四月にもらった初報ほう酬しゆうで購こう入にゆうした時計だ。近所にある電器屋の商品の中で一番安いという理由から、性能もデザインも確かく認にんせずに買ってきて、使っている。それ以前の京介は、夜、眠りについて、翌朝もし目が覚めなかったとしても、別に構わないといつも思っていた。

　京介は唸うなりながら枕まくら元もとに手を伸ばした。目を閉じたまま手て探さぐりで探すが、指先はいつまでも時計に行き着かない。更さらには伸ばした腕うでがひどく痛んだ。

　いつだったか、豊花が試験をサボる言い訳に使った言葉を思い出す。頭が痛い、お腹なかが痛い、心が痛い。だからどうした、と京介は思った。今の自分は、魂たましいごと全身が痛かった。

　やかましい電子音に向かい、ほぼ自や棄け気味に腕を振ふると、反動で体が宙に浮うき、次の瞬しゆん間かん全身に激しい衝しよう撃げきが襲おそった。顔を打ったらしく、目の下で涙るい腺せんが震ふるえている気がした。京介は塩の味がする息を吐はいた。

「落ちないで下さい！　またどこか怪け我がをしたらどうするんですか！」

　耳元でそう怒ど鳴なられると同時に、京介は腕を引っ張られて近くにあった台の上に載のせられた。白いシーツに包まれたそれは簡易ベッドであるらしく、どうやらそこから落ちたらしい。

　ベッドの周りには多数の瓶びんや試験管や、見たことのない器具が並んでいる。京介の右腕には長いコードが巻かれ、コードの先は部屋の奥にある、大型の心電図のような機械に繫つながっていた。電子音はその機械から発せられており、京介が気づくのを待っていたように、視線を合わすとぴたりとやんだ。

　それらの用よう途と不明な器具と、ベッドだけが置かれた部屋だった。窓もなく、一面真っ白な天てん井じようや床ゆかは、病室のようだと思った。

「えーと、候補者番号・二十二、一条京介さん？　あなた今日から、第三段階無効治癒体質ですからね」

　ベッドの傍かたわらに白衣の見知らぬ男がいて、持っているカルテに、何かを記していた。どこかの病院の医者かと思われた相手の言葉に、術者しか知らないような単語が出てくる。ということは、ここは本家がらみの場所だろう。

　京介は自分の全身を見回してみた。確か、廃はい工場の前で連行係の術に打たれて倒たおれたはずだった。体の節々は相変わらず痛んだが、出血している箇か所しよや、目に見えたひどい傷きず痕あとは、どこにもなさそうだった。

「聞いてます？　そういう人はね、ちゃんと証明書、携けい帯たいして下さい。治す方が困るんですからね」

　白衣の男は輪にした細い紐ひもを出すと、それを無理矢理京介の首に掛かけた。紐の先には保険証に似た紙がぶらさがっている。ラジオ体操に向かう小学生のようだった。

「いいですか、外しちゃ駄だ目めですからね」

　ボールペンの先を京介の鼻に突つきつけ、白衣の男は怒ど気きをはらんだ口調で言った。

「本家の規則で、第二段階以上の人は証明書を持つように決まっているでしょう。さっき、ものすごく高度な治ち癒ゆ術を施ほどこさせてもらいましたけど、そのせいであなたは一気に二段階から三段階です。七段階でアウトですからね。退場。人生から退場。わかりました？」

「……多分」

　京介は証明書だというその紙を見た。京介の氏名と現住所、矯正術者という職種と担当区域、そして第三段階無効治癒体質という言葉と、「私は治癒術が効きにくいので使わないで下さい」と誰だれかに宛あてたメッセージが記されていた。ラジオ体操というより、迷い犬の気分になった。

　背を向け、扉に向かって歩いて行く白衣に向かい、京介は尋たずねた。

「おれ一人だけか」

　白衣の男は面めん倒どう臭くさそうに振り返り、答えた。

「他ほかの候補者は別室。あなたが昏こん睡すい中で一人が逃とう走そう中で、術実験が始められません。逃走中の一名が見つかり次し第だい開始しますから、ここでおとなしく寝ねていて下さい。傷口が開いたらボタンを押して呼んで下さい」

「そうじゃなくて……黒い服を着た女の子、知らないか」

「知りません」

　白衣の男が扉を閉め、しっかりと外から施せ錠じようされる音が部屋に響ひびいた。京介は肩かたを落とし、とりあえず生きていることに小さく安あん堵どした。

　ここが一体どこで今が一体何時なのかもわからなかったが、おとなしくしているわけにはいかないと思った。腕に巻かれたコードを外し、もう一度体を確認してベッドから足を下ろした。

　床に足をついた時、脇わき腹ばらに走った重い痛覚で、京介は一いつ瞬しゆん動きを止めざるを得なかった。

「ものすごく高度な治癒術」でもまだ痛みが消えないのは、傷がひどかったのか、自分の体質が悪いのか、まあ両方だろうと思った。

　ベッドの下に置かれていた自分の靴くつを履はき、他に荷物がないか床を見回す。私物どころか何か武器になるようなものもなかった。玲れい洗せん樹じゆの枝がないことに、やや失望を感じ、その感情に京介は少し驚おどろいた。昔からあってもなくてもいいと思っていた術者の力だが、知らないうちに頼たよるようになっていたらしい。

　ベッドの枕まくら元もとに、ナースコールのようなボタンがあった。出て行ったばかりの白衣の男を思い出す。背せ丈たけは自分とそれほど変わらない男だ。実力はわからない。脇腹が痛むが、不意を打てば何とか倒せるような気がした。これであの連行係のような大男が相手だったら、話は別だが──京介はボタンを押した。しばらく経たっても何の応答もなかったので、三回連続、押してみた。

　扉とびらの向こうから、殺気だった足音が近づいてくるのが聞こえた。京介は扉の右側に立ち、左手の拳こぶしを強く握にぎった。相手が姿を見せたと同時に、体を捻ひねりフックを鼻に叩たたき込む。頭の中で一連の動きをイメージした。

「うるさいぞ、候補者番号・二十二。君は手こずらせたから食事は抜ぬきだ」

　そんな声と同時に扉が開いた。京介が叩き込んだ拳は、イメージの中では相手の鼻柱を砕くだく予定だったが、がつっという音を立てて塀へいのような胸板に当たっただけだった。

「痛いじゃないか、候補者番号・二十二」

　眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、連行係の大男がこちらを見下ろしていた。




　天てん井じよう裏の高さは一メートルもなかったので、豊花は暗くら闇やみの中を匍ほ匐ふく前進でひたすら進んでいた。半はん袖そでのセーラー服から伸のびた肘ひじがすりむけたが、豊花は快調に飛ばしていた。自衛隊に入れるかもしれない、というかなり安直なことも思った。

　班員に聞いた話を思い出す。候補者番号とは潜せん在ざい精神力の高い術者につけられたもののことで、現在、丘おかの施し設せつ内にその候補者が集められているという。班員の話ではそこに京介の姿もあったそうだ。一体いつの間に決まったのか知らないが、ぬけがけだ、と豊花は思った。自分にも候補者番号をつけてほしい、と思った。

　だがその羨せん望ぼうも、班員の話の続きを聞いて消しよう滅めつした。潜在精神力とは通常時に使われない力であるので、引き出すためには少々厄やつ介かいな状じよう況きよう設定が必要だという。普ふ段だんは、自意識の力が無意識の能力である潜在精神力を抑おさえているというので、その自意識を壊こわさなければいけない。自意識を壊す方法を、精神虐ぎやく待たいか薬物か回復不可能の重度催さい眠みんから選べと言われ、班員は逃走を決意した、ということだった。

　古代の頃ころ、光流脈使いの祖先である巫女みこは、祈き禱とうによって光こう儀ぎ大たい神しんという精せい霊れいと接せつ触しよくを行なっていた。祈禱中の精神は所いわ謂ゆるトランス状態と呼ばれるものになり、日常意識からは脱だつ却きやくされる。

　有形物として光流脈が創られ、定型呪じゆ文もんも確立し、かつて精霊から得られていた力は、現在では一種のシステムとして引き出せるようになった。巫女が備えていた意識外の能力の一部は、潜在精神力という形で子孫に受け継つがれているらしい。受け継がれてはいるものの、その力には個人差があるということだ。

「本家のその検査っての、間ま違ちがってるんじゃないの？　京介みたいな常に無意識っぽい茫ぼう然ぜんとした奴やつに、高い潜在精神力なんてあるはずないじゃない」

　能力開花の方法は聞いただけで頭が痛くなりそうだったが、やはり自分にないものを双ふた子ごの兄だけ持っている、というのは羨うらやましい。豊花は負け惜おしみの台詞せりふを口の中で呟つぶやきつつ、そこから発生するエネルギーで天井裏を突つき進んだ。汚きたないとか怖こわいとか言っている場合ではなかった。

　班員も最後まで話を聞かずに逃にげてきたので詳しよう細さいは知らないが、本家が候補者番号つきの術者を集めた理由は、何やら光主が関係しているということだった。また光主か、と豊花が呟くと、班員は不思議そうに首を傾かしげた。

　真の最高権力者である光主が、潜在精神力のある術者にしか使えない、超ちよう高度な術の実験をする、といえば、本家はそれに従うしかないのだろう。そしてその術実験のため、深廉寺華奈もここにいる。その術実験と、斉藤千恵の件は、何か関係があるのだろうか。何にせよ、豊花の目的は深廉寺華奈だった。顔も知らないが、まあ名札くらいしているだろうと勝手に思った。

　前方の床ゆかに、薄うすい光が四角く浮ういていた。班員の話では、十五分くらい進んだところが実験場になっていると言っていたが、豊花の感覚では、まだ五、六分ほどしか経っていないような気がした。まあ、それだけ自分の匍匐前進が速かったのだろう。潜在精神力なんかより、匍匐前進が速い方がよっぽど社会の役に立つ、そう自負を抱いだくことにした。どんな社会だか知らないが。

　先手必勝。豊花は呟き、玲洗樹の枝を握った。板を蹴けり抜き、下の階に着地と同時に術を放つ。頭の中でイメージしてみると、かなり格好いい自分がいた。

　だがそのためには、落下中に呪文を唱えていなければいけないが、舌を嚙かむと思ったので、やめた。着地と同時に玲洗樹の枝でその場にいる全員を斬きる。玲洗樹の枝で人は斬れないだろうが、イメージとしてはよく観みる時代劇の江え戸ど侍ざむらいがいいだろう。──豊花がぶつぶつ言いながら、体を捻ったり脚あしを動かしたりしてイメージトレーニングに励はげんでいると、その小さな震しん動どうの連続がいけなかったらしく、床が抜ぬけた。

　落ちた高さは三メートル程度だろうか。黒マントをはためかせ、豊花はうまく着地を決めた。誰だれかに拍はく手しゆをしてもらいたい気分だったが、すぐに眉まゆを寄せる。部屋の中は薄うす闇やみに包まれていた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。一部を実体化、我を中心に三間四方を照らせ。二刻の後、酉とりへ沈しずめ」

　豊花が呪文を唱えると、足元が強めの光を放ち、部屋全体を染めた。急速によくなった視界に目を細めながら、豊花は部屋の中を確かく認にんし、思わず息を飲んだ。

　部屋の中央に大きな水すい槽そうがあり、肉のようなものが詰つまっていた。色も形も挽ひき肉にくに近かったが、肉と共に爪つめや毛に似たものも混ざっているのが不気味だった。部屋の中に水槽以外の物はなく、どうやら道を間違えたようだった。

「何だろう、この肉……あんまり質のよさそうな肉じゃないけど」

　豊花は水槽の上うわ蓋ぶたを足場にし、天井裏に戻もどった。ジャンプした時に水槽がひっくり返ってしまったので、心の中で謝罪した。

　再び天井裏を匍匐前進すること数分、今度こそ実験場の真上らしき明かりが見えた。何か獣けものの吠ほえるような声が聞こえた。




　中年男が吠えると同時に、両手を振ふり下ろしてきた。京介は咄とつ嗟さに体を捻ひねったが、間に合わず左ひだり肩かたを手刀で打たれた。瓦かわらが割れるような嫌いやな音がしたが、骨折の感覚はなかった。

　間かん髪はつを容いれず、顎あごを摑つかまれた。中年男は京介の体を持ち上げると、ベッドの上に叩たたきつけた。京介は、これから下ろされる鮮せん魚ぎよの気持ちがわかった気がした。

　右手で京介の顎を押さえたまま、中年男は枕まくら元もとのボタンを左指で押した。連打しすぎたせいで、ボタンが壊こわれた頃、入り口に白衣の若い女が現れた。片手に玲れい洗せん樹じゆの枝を持っていた。

　中年男は長い黒くろ髪かみの女を振り返ると、殺気だった声で訴うつたえた。

「深廉寺室長、もう駄だ目めです、候補者番号・二十二はまた逃とう亡ぼうを謀はかろうとしました。何かもう、人生観が変わるような薬を打たないと駄目です」

　白衣の女は、ゆっくりと中年男の背後に歩み寄り、そして何かを背中に突き刺さした。中年男の体が、突とつ然ぜん動かなくなった。

　倒とう壊かいという動きが似合う勢いで、その体が床に崩くずれ落ちる。頰ほおにかかる長い黒髪を払はらった白衣の女の手の先には、細い注射器があった。

「副家長。候補者番号つきの体を、これ以上壊さないで下さい。いくら潜せん在ざい精神力が高くても、肉体が崩ほう壊かいしたら意味がありませんから」

　女がそう言ったが、大男は倒たおれ伏ふしたまま、動かなかった。京介はその女をどこかで見たことがあるような気がした。考えかけた京介の頭上に、注射器が輝く。避よけようとしたものの、打たれたばかりの肩かたが痛んで満足に体が動かせなかった。気がついた時には、首筋に細い針が刺さっていた。

「効果が出るまで時間がかかります。話でもしましょうか」

　細い左手で京介の額を押さえ、女が言う。何か薬物を打たれたらしく、京介の脳がゆるやかに痺しびれ始めていた。固定された視界の向こうで、女が静かに問う。

「父親は好きですか」

　頭の痺れに対たい抗こうするついでに、京介は眉を寄せた。この女は何を聞いてくるのだろう。押し退のけて逃にげようと思ったが、体は思った通りに動いてくれなかった。指を広げようとすると、拳こぶしを握にぎってしまう。その手を振り上げようと試みると、指が開いてしまう。

「私は嫌きらいです。父の跡あとを継つぐことも嫌です。この組織の仕組み自体が、嫌いです」

　そんな京介の様子を冷ややかに見下ろし、女が話し続ける。

「逃げてもよかったのですが、それでは悔くやしいでしょう。だから、組織に属して、内部から壊してやろうと思っていました。なかなかうまくはいきませんでしたが」

　女の肩から長い髪かみが零こぼれ、頰に陰かげを作った。京介の頭の痺れは消えたが、患かん部ぶが移動したように、今度は首から下が痺れ始めた。

「これから行なう正式な術実験は、候補者番号つきの術者が五人必要なんです。数週間前、術者病が急速に悪化して崩壊した、光主の全身再構成。古代術本にある術を五人がかりで行なえば、成功するらしいですね」

　白衣のポケットから抜いた女の右手には、丸められた書類のようなものがあった。それを眺ながめ、女は口元に小さな笑えみを浮うかべる。

　古代術本という言葉を、京介は聞いたことがある。巫女みこの五人の子供の代に作られ、その代以降の時代では、使用禁止になった術を集めたものだ。本家のどこかに保管され、光主の許可が下りた時にしか表に出せない、そんな術本らしい。

「私が使いたい術は、父の体を治すものなんかじゃない」

　書類をポケットに戻し、女が京介を見み据すえる。暗い瞳ひとみの奥には、何の感情も見えなかった。

「候補者番号つきの術者が一人いれば十分なんです。協力してもらえますか」

「……嫌だ」

　辛かろうじて動く口で、京介は返答した。表情を全く変えず、女は静かに続ける。

「だったら、術実験に参加しますか。光主は自分のためだけに、この術実験の計画を進めさせた。だからあなたは、連行係にここまで連れてこられたんでしょう。もう二度と家には帰れませんよ」

「…………」

「家長だって、馬ば鹿かみたいにただ従っている。理由は、救う対象が光主だからというだけです。組織なんかなければ、私やあなたと変わらないただの人間なのに」

　一いつ瞬しゆんだけ女の顔が歪ゆがんだ。

　光主。京介は頭の中でその言葉の意味を確かく認にんし、自分の持っている情報と組み合わせてみた。

「……斉藤千恵って、あんたの妹か」

「そうですよ。よく知っていますね」

　長い髪を払い除よけ、女は天てん井じように向かって大きく息を吐はいた。

「私も資料で読みましたから、あなたのことはよく知っています。十四歳の時、同級生の女の子が交通事故死しているでしょう。事故の詳くわしい内容は、個人的に少し調べさせてもらいましたけれど、事故を起こした関係者を、あなたは恨うらんだりしませんでしたか？」

「何が言いたいんだ」

「死なずに済んだ人間が、死ななくてはいけなかった。千恵だって──妹だってそう。私の父は、妹には古代術を使ってくれなかった」

「…………」

「私の気持ち、あなたならわかりますよね。恨みの対象を潰つぶしたいんです。わかってくれるでしょう」

「……わからない」

　足元に転がる中年男に注意し、女は簡易ベッドへもう一歩近づいた。

「そろそろ、薬が効き渡わたりましたね。あなたの脳へ古代呪じゆ文もんを登録させますから、暴れないで下さい」

　女の指先に力がこもる。額を締しめつけられ、京介は呻うめいた。耳元で女の声が囁ささやくが、何を言っているのかは全くわからなかった。

　痺れた体を捻ひねり、京介は床ゆかへ落ちた。床に伏ふせたまま、ベッドの脚あしを摑つかみ白衣の女の方へ倒たおす。ひどい目め眩まいがし、脳の奥で鈍どん痛つうが渦うず巻まいていた。一度動いたせいか、体の痺れは薄うすれていったが、全身で支えきれないほど頭が重かった。

　床に転がっている玲れい洗せん樹じゆの枝を拾った。京介が使っているものと色が異なり、ほとんど黒に近い。この精神状じよう況きようでどれだけの術が使えるかわからなかったが、倒れた白衣の背に向かって、乱れる息で呪文を唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。午うまから子ねへ風圧増加。二間前方対象、中度粉ふん砕さいの後、戌いぬへ沈しずめ」

　呪文の詠えい唱しようを終えても、望んだ現象は起きなかった。少しも動かない大気に眉まゆを寄せた京介の体に、もう一度強い目眩が襲おそった。

「呪文が違ちがうんですよ」

　ゆっくりと起き上がった女が、黒くろ髪かみを首の後ろに払はらった。

「その枝で使えるのは、古代術だけです。登録を中断すると、脳に負担がかかって辛つらいでしょう。続行しますよ」

　白衣の女が歩いて来る。その姿がただの白い塊かたまりに見えた。京介は頭を抱かかえて膝ひざをついた。脳が破は裂れつしそうだった。

　頭上で大きな音がして、京介は反射的に顔を上げた。京介と女の間に、突とつ如じよ黒いものが降ってきた。

「流れよ、大地を走る輝く女神。午から子へ風圧増加。二間前方対象、軽度粉砕の後、戌へ沈め」

　黒いそれは床に着地すると同時に呪文を唱え、手にしていた杖つえを、床と水平に振ふり回した。黒いものの前方の空気が爆ばく発はつを起こし、白衣の女が白い煙けむりの向こうに消える。床に震しん動どうが伝わり、それを受けて京介の脳も震ふるえた。激痛で叫さけびそうになった。

「京介の呪文、真ま似ねしちゃった。咄とつ嗟さに思いつかなかったのよね」

　黒いもの──黒マントが音を立てて振り返り、得意気に笑った少女がピースサインを突つきつけてきた。

　その少女が誰だれであるか、京介はよく知っていた。自分とよく似た顔。自分より遥はるかに陽性なオーラ。だが京介は、その名前が出てこなかった。自分の名前すら思い出せなくなった。

　肩かたに手が置かれた。強く揺ゆさぶられ、京介の歪んだ視界に大きな黒い目が割り込んでくる。

「ちょっと……どうしたの？　大だい丈じよう夫ぶ？　煙草たばこ？　煙草が吸いたいの？」

　床に落とした、黒い玲洗樹の枝を京介は無意識に摑んだ。首を振った。目の前の少女に逃にげろと言いたかったが、出てきた言葉は別のものだった。砕くだけそうな頭の中で渦うずを巻く呪文が、勝手に唇くちびるから流れた。

　爆ばく音おんと共に赤い光が弾はじける。生じた光は室内を包み、そして破裂した。






















　震動を感じ、少女は木箱の中で目を覚ました。

　木箱の底に、腕うでの役割を果たしていない手をついて、少女は不器用に体を起こした。肩かた口ぐちで切り揃そろえられた髪かみの毛が揺れる。毛先を伝って落ちた水すい滴てきが、箱の底の水みず溜たまりに頼たよりない波は紋もんを広げた。

「……お姉ちゃん」

　起き上がった少女は、木箱の傍かたわらに立つ女を見上げると、声を微かすかに震わせた。女は何も言わず、指先で少女の頭部に触ふれた。

　女の背後にもう一人立っていることに、少女は気がついた。少女の知っている人だった。その人と、その人に似た髪の毛を二つに束ねた人は、少女に対して話しかけてくれた。──他ほかの矯きよう正せい術者は、怖こわい顔をして少女に攻こう撃げきをしてくるだけだった。

「行きましょう、千恵」

　女が言い、少女の髪の毛を摑つかむ。棺ひつぎのような外見の木箱から引きずり出され、少女の体が床ゆかを強く打つ。固く重い音が、室内に響ひびいた。
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　視界が赤い。空気が苦く、焦こげ臭くさい。何だか体が揺れている。

　目を覚ました豊花の目に映ったものは、自動で動く廊ろう下かの図だった。至る所で火の手が上がり、炎ほのおの照り返しで、あらゆる壁かべや天てん井じようが、赤黒く染まっている。豊花はそこを足もつかないままに移動している。

　ふと視線を上げ、豊花はぎょっとなった。塀へいのような大きな男が、自分を抱えて走っていたのだ。眉み間けんに深く刻まれた皺しわの間を、熱によるものなのか、別の理由からか、汗あせが大量に流れている。

「ちょ、ちょっと、誰、おじさん、誰」

　豊花が叫さけぶと、その中年男はぎろりと豊花を見た後、即そく座ざに前方へ視線を戻もどし、怒ど鳴なるようにして答えた。

「私は副家長の石田だ。以下、副家長と呼ぶように」

　豊花は無言で数回頷うなずいた。男は廊下の角を山車だしを思わせる勢いで曲がり、走り続けた。

「……で、おじさん、どこに向かっているの」

「第一級緊きん急きゆう事態につき、家長のもとへ──おじさんではなく、副家長」

「副家長……」

　口の中で呟つぶやきつつ、豊花は気絶する前に何があったのか、思い出してみた。あっという間のことだったので、よく覚えていないが──京介が突とつ然ぜん呪じゆ文もんを唱えて、部屋が爆ばく発はつしたということは覚えている。

　豊花は目の届く範はん囲いで石田という男を確かく認にんした。スーツを着ているが、そのあちこちに焦げ目を作っている。石田は腕の中に、豊花と共に、豊花の玲れい洗せん樹じゆの枝も抱かかえていてくれた。

　廊下を炙あぶる炎を見て、豊花は唇を嚙かむ。これらは全すべて、京介が放った術による被ひ害がいなのだろうか。

　石田が再度角を曲がると、広い部屋に出た。部屋の中も黒い煙けむりが充じゆう満まんしていたが、術で消火されたのか、廊下よりは火の手が少なく温度も低かった。部屋の中を白い制服で身を固めた術者が、数十名走り回っている。豊花はその制服の正体を知っていた。家長護衛隊だ。

「家長！」

　部屋に入るなり、石田があっさり豊花を床へ放り投げた。煤すすに汚よごれた床を、豊花は玲洗樹の枝と一いつ緒しよに転がった。家長護衛隊の女性隊員が助けてくれて、豊花はようやく止まった。

　回る頭と目を落ち着かせたところで、豊花は顔を上げた。石田は豊花が知っている青年と話をしていた。焦あせって唾つばを撒まき散らしながら話している石田に対し、緊きん張ちよう感かんのない様子で腕うで組ぐみをしているのは、遠峰秋一という青年だった。遠峰の方も豊花に気がつき、石田の話を遮さえぎって手を振ふってきた。

「やあ、今日はよく会うねえ。もしかして、分室の室長を追っかけてここまで来たの？」

　曖あい昧まいに頷き、豊花は考えていた。先ほど、石田は「家長」と叫んでいた。遠峰以外の人間は、室内の消火作業に忙いそがしい。まさかと思うが遠峰が家長なのだろうか──だが今は、そんなことを考えている場合ではないと思った。

　豊花は廊下に飛び出した。火の海を避さけ、行き先は考えずに走った。京介を見つけなくてはいけないし、深廉寺華奈も探さないとならない。忙しいったらありゃしない、と燃える廊下の壁に向かって愚ぐ痴ちってみた。炎も忙しそうに火の粉を散らしていた。

「女の子が一人で歩いてると危ないよー」

　廊下を走っていると、後ろから早歩きの遠峰に追い越こされた。ついで石田と家長護衛隊の行列に追い抜ぬかれる。豊花は慌あわてて速度を上げ、遠峰の横に並んだ。

「どこへ行くの」

「この火災で設備も焼けちゃったし、候補者のみなさんも怪け我がしちゃったし、光主の肉体も焼けちゃったので、術実験は中止。今から原因の処理に行くところ」

「処理って」

　遠峰の代わりに石田が答えた。

「候補者番号・二十二と、彼の潜せん在ざい精神力及および、古代術専用術具を無断利用した、深廉寺室長を抹まつ消しようします」

「え……」

　熱風に吹ふかれて、豊花の額に汗が流れた。

　候補者番号・二十二というのは、京介のことだろう。だが術を使った時、京介の様子はおかしかった──それを説明しようとする豊花を遮り、遠峰が言う。

「候補者番号・二十二は深廉寺室長に連れられて、地表へ移動しているらしい。潜在精神力を全て消しよう耗もうさせたとして、古代術は大体七回の使用が限界。古代術本の中には、こんな火事程度のものじゃなくて、もっと規模のでかいことをできるものが、いくつもあるからね──それをやられる前に、こっちで潰つぶしてしまうというわけ。──潰せるの、石田」

　遠峰が問いかけると、石田は「恐おそらく」と大声で答えた。汗あせと唾が宙に舞まっていた。

　廊ろう下かは家長一行の足音だけが響ひびき、その他ほかには人ひと影かげもなく、物音もしなかった。豊花は必死について行った。京介を殺すのかという質問は、聞きたかったが聞けなかった。

　曲がりくねった廊下を十数分歩くと、大きな扉とびらの前に辿たどり着いた。その頃ころには完かん璧ぺきに息が上がっていた豊花は、壁かべに手を当てて懸けん命めいに呼吸を整えた。そんな醜しゆう態たいを見せているのは自分だけで、家長護衛隊は扉の開放準備を始めていた。ランニングが必要だと、豊花は心の中の「将来偉えらくなるための心得」につけ加えた。

　護衛隊員が扉を押し開けると、隙すき間まから冷たい雨風が強く流れ込んできた。豊花は短く悲鳴を上げた。

　扉の向こうは丘おかの頂上だった。雨の降る夜空の下、樹じゆ齢れい千八百年を超こすという玲洗樹の大木が、空に枝を伸のばしている。その梢こずえが、殺気だったようにざわめいていた。

　その間下に、白衣の女が佇たたずみ、傍かたわらに京介がいる。そして何な故ぜか、小さな女の子──荊いばらの死神が近くに立っていた。

「……こんばんは、家長」

　白衣の女は開かれた扉に気がつくと、風に長い髪かみを煽あおりながらそう言った。

「私の邪じや魔まをしに、わざわざ来たんですか。相変わらず、父の犬である役割しか果たせない人ですね」

「ひどいなあ。僕は僕の立場の中で最善を尽つくすだけだよ。本家は光流脈のための組織で、光主や華奈ちゃんの我が儘ままをきくところじゃないからね」

　豊花は遠峰の横に立ち、会話の内容が不ふ穏おんだということ以外は全く理解できなかったので、黙だまっていた。黙って京介の姿を見つめた。

　京介は、肩かたからも足からも力を抜いた様子で、ただ立っていた。指先に引っかけるようにして持っている玲れい洗せん樹じゆの枝から、雨あま粒つぶが無数に垂れていた。

「──京介」

　豊花は名前を呼んだが、答えはなかった。腹が立ったので、駆かけ寄ろうとした。

　白衣の女が黒い髪を煽り、京介を振り返る。豊花の後ろで遠峰が口早に叫さけんだ。

「護衛隊、結界！　早く！」

　護衛隊が動くよりも先に、京介が怠たい惰だな動きで顔を上げた。豊花が見たその表情は、いつも通り無表情で、つまらなそうな顔をしていた。

　だが瞳ひとみには、そんな彼の、やる気がないなりの意識が見当たらなかった。

「爆ばく破は、滅めつ亡ぼう。──始動」

　玲洗樹の枝を力無く振ふり、京介が言う。

　枝の先で生じた小さな光が、一秒後に巨きよ大だいな球と化す。光球は輪りん郭かくを膨ぼう張ちようさせ、閃光を放って爆ばく発はつを起こした。近きん距きよ離りにいた豊花は視覚をまともにやられ、悲鳴を上げて顔を伏ふせる。爆ばく風ふうで体が数メートル先まで飛ばされた。

　起き上がった豊花は、目を擦こすって視力回復に努めた。雨と残像が霞かすめた視界の向こう、焼け焦こげた地面の上に、三十人いた護衛隊員の大半が倒たおれていた。自分が死ななかったのは、前に駆け込んだ護衛隊員が守ってくれたからだった。乱れた雨風を吹き飛ばすように、豊花は怒ど鳴なった。

「京介、何してるのよ！　あたしがわからないの!?」

「呼んでも無む駄だだよ。聞こえない」

　遠峰が豊花の腕うでを引いて下がらせる。当然、彼の周辺も護衛隊員が防ぼう御ぎよを固めている。

　遠峰は京介と白衣の女を見み据すえ、目を細めた。

「今の彼には自意識がない。潜在精神力を使ってるからね。更さらに中度催さい眠みんか何かで、華奈ちゃんの言うことしか聞かないようになってる」

「そんなあ……」

「そうか、やっとわかったよ。君、誰だれかに似てると思ったら、一条京介君に似てるんだね」

「そうよ、京介はあたしの双ふた子ごの兄なの。あたしの言うことは聞いても、知らないお姉さんの言うことなんか聞いちゃ駄だ目めなの」

「はいはいわかったから、下がろうね。危ないから」

　遠峰に引きずられ、豊花は雨に濡ぬれた芝しばの上を移動させられた。半数残った護衛隊が横一列に並び、呪じゆ文もんの斉せい唱しように入ったところだった。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ──」

　護衛隊が攻こう撃げき対象に定めているのは、前方にいる京介だ。豊花は腕を取る遠峰に向かってやめさせろと叫んだ。だが、その声を護衛隊の呪文が搔かき消す。

「天の赤道に沿いて、黒から赤へ、夏から冬へ矢よ唸うなれ。五間前方四方は二尺にて発動、全すべての存在を大破、削さく除じよ」

　十数人の護衛隊から、巨大な光の矢が発せられた。矢は大気を振しん動どうさせ、旋つむじ風かぜを巻き起こしながら、真まっ直すぐに京介のいる方向に向かって飛んで行く。

　玲洗樹の枝を片手にした京介は、避よけようともせずに矢の動きを見守っていた。その唇くちびるから、短い言葉が流れる。

「盾たて、展開」

　瞬しゆん間かん、京介の前に、天まで届く光の壁かべが出現した。目の眩くらむような七色の輝きを発した壁は、光の矢を受け止め、跳はね返す。跳ね返った矢は、玲洗樹の大木を真っ二つに砕くだき、焼き払はらった。

　玲洗樹が倒とう壊かいし、丘おか全体が激しく震しん動どうする。転びそうになった豊花は、近くにいた遠峰の脚あしにしがみつき、叫んだ。

「京介の馬ば鹿か、何やってんのよ、この罰ばち当あたり！　一条家の恥はじ！　ご先祖様に代わってあたしが地じ獄ごくに落としてやるから、ここに来て謝りなさいよ！」

「うーん、彼、ころっといきなり死なないかなあ」

　遠峰が真しん剣けんにそう言ったので、豊花はその首をネクタイごと絞しめ上げた。

「何てこと言うの、あんたそれでも家長!?」

「だって、古代術があんなに強いと思わなかったんだもん。前回の術実験は四十年前で、僕は見てないし。ねえ石田」

　背後にいた石田を振り返り、遠峰が尋たずねる。石田は固そうな顎あごから雫しずくを落とし、頷うなずいた。

「あれほど短い呪文でこちらの倍以上の力を発動されては、護衛隊員が何人いても絶対に先手は打てません。術者の肉体が生存の限界まで破は壊かいされたり、潜せん在ざい精神力が尽きれば、自意識は戻もどりますが、こちらの攻撃が当たらない以上、どうにもなりません」

「潜在精神力が尽つきるのを待っていたら、辺り一帯大変なことになりそうだもんね……あー、また何か始めるよー」

　護衛隊員の背後に避ひ難なんした豊花から、丘の頂上にいる京介までは、数十メートルの距きよ離りがあった。倒とう木ぼくの側そばで京介が動いている。見つめているのは、虹原の市街地の方向だった。

　豊花は目を見開き、遠峰に言う。

「荊いばらの死神がしていた、術の範はん囲い設定──本家を狙ねらってるって、これのことじゃないの!?」

「ああ、あれ？」

　雨に濡れた髪かみを鬱うつ陶とうしそうに搔き、遠峰が目を瞬まばたかせた。

「なんか危ないかなーと思って、術者を派は遣けんして解除させちゃったよ。人件費かかったなあ」

　豊花は遠峰を突つき飛ばし、走り始めた。目指す方向で、京介が玲れい洗せん樹じゆの枝を上げる。豊花が叫さけぶのと、京介が口を開くのはほぼ同時だった。

「京介やめて！」

　太い光の帯が大気を割り、市街地に向かって雪崩なだれた。昼夜が逆転したような閃せん光こうが空を染めた。

「噓うそ……」

　足場を揺ゆらした震動で思わず立ち止まり、市街地の方向を見た豊花は、目に映る光景にただそう呟つぶやいた。

　丘きゆう陵りよう状の土地の上から見下ろせる、虹原の市街が燃えていた。見慣れた家屋の連なりや、駅の周辺にだけ固まった高層ビルの群れや、遠くまで続く鉄てつ塔とうの列が、炎ほのおに飲み込まれている。四方で上がった黒い煙けむりと灰色の帯が、救いを求めるように空に昇のぼる。惨さん状じようの上に降りしきる梅雨つゆの雨は、鎮ちん火かの威い力りよくを持たず、些さ細さいな彩いろどりにすぎないようだった。

「すごいね、こりゃ」

　豊花の傍かたわらで、遠峰が他人ひと事ごとのように呟いた。

「古代術が使用禁止になった理由、わかる気がするよ」

　豊花は黙だまっていた。術の威力はもちろんだが、その術を使ったのが自分の知っている人間だということが、辛つらかった。

「ほら護衛隊、ぼうっとしてないで、二、三人残って、あとは街の救出優先してー。急いでねー」

　遠峰が手を叩たたくと、護衛隊員が従順な犬のように走り去って行った。豊花は街の被ひ害がいと、本当に三人だけ残った護衛隊員の頼たよりなさと、丘の上の京介へ順に視線をやった。京介は市街地にあっさり背を向け、荊の死神に向かって、ゆっくりと歩き始めていた。

　止めなくてはいけない。当たり前の目的をわかっていながら、豊花はその場から動けず、手を握にぎりしめるしかなかった。京介を従わせる方法を、豊花はいくらでも知っていた。嫌いやがっても、寝ねていても、死んでいても、今まではどうとでもなった。

　呼んでも届かない。豊花の顔を見ても、攻こう撃げきをしてくる。比ひ喩ゆではなく、京介が築いた壁は、豊花の意志を本当に遮さえぎってしまっている。手のひらに食い込んだ豊花の爪つめが、豊花自身の皮ひ膚ふを傷つけた。

「どうしよう……」

「どうしようねえ……ああ、そうだ」

　豊花の呟きに対し、勝手に相あい槌づちを打った遠峰が、ぱちんと指を弾はじく。丘の頂上と豊花の顔を交こう互ごに見て、弾いた指を豊花へ突きつけ、遠峰は言った。

「彼、君の双ふた子ごの兄だって言ってたっけ。えーと、君の名前──」

「豊花よ。一条豊花」

「豊花ちゃんね。あのさあ、石田。あれ、何て言ったっけ。親とか兄弟とか、まとめてどうにかなっちゃうやつ」

　遠峰はそう言って石田を探した。丘を囲う柵さくによじ登ろうとして失敗していた石田が、スーツの尻しりを払いながら答える。

「親とか兄弟とかと言いますと……大昔に使われた処しよ刑けい用の、例の術ですか」

「そう、あれ」

「『親族連れん鎖さ滅めつ却きやく』でしょうか」

「そうそう、それ。それやろう、豊花ちゃん」

　豊花の両りよう肩かたを叩き、遠峰が笑え顔がおで言った。

　遠峰は手を退どけず、退けないどころか肩の上から強く豊花の体を押さえつけている。豊花は嫌な予感がし、問い返した。

「……何よ。その、親族なんとか、ってのは」

「現在では使われておりませんが、昔、本家の裁判賞しよう罰ばつ課で使用されていた術の一種です」

　塀へいのように遠峰の横に立った石田が答えた。豊花の顔に陰かげが落ちる。

「犯罪者の一族を、一度に処刑する際に使われました。一人の人物が体の一部に瀕ひん死しの重傷を負うと、その親や兄弟も同じ場所が傷つくという、よくある迷信の類たぐいを現実にした術ですな」

「へえ、そんな術があるんだ。ひとつ賢かしこくなっちゃったわ」

「そうでしょう？　本家で働いてると、楽しいね。──つまりね」

　豊花の肩に置いた手に一層の力をこめ、遠峰が笑う。

「術の詳しよう細さい設定を双子間にして、それでここで豊花ちゃんの体をぶった切ると、離はなれた場所にいる京介君もぶった切られたような傷を負う、というわけ。すごいでしょう。あ、もちろん死ぬ寸前で、ちゃんと治ち癒ゆ術を施ほどこしてあげるよ」

「今、術者の肉体を確実に損傷させる方法は、これしかありません」

　遠峰の傍らで、石田も力強く頷うなずいた。その背後に集まっていた護衛隊も、深く頷いた。豊花の頰ほおがひきつった。嫌だと言ってもぶった切られるんだろうな、と思った。

　数秒唇くちびるを嚙かみしめた後、豊花は遠峰の目を見返し、頷いた。

「……わかったわ、あたししかいないんでしょう。やるわよ」

「偉えらい偉い。広報誌の『今月のファインプレー術者』のコーナーに載のせてもらえるよう、かけあってあげよう」

「絶対、死ぬ寸前で治癒術かけてくれる？　京介も死なせない？」

「死なせない死なせない」

「死んだら恨うらむからね。絶対だからね」

「恨まない恨まない」

「あと、これっていくらもらえるの？」

　真しん剣けんな顔で豊花が尋たずねると、遠峰はかなり長い時間、唸うなっていた。

「……いくら欲しいのかな」

「今の基本給の十倍くらい」

「……検討しておくよ。じゃ、準備して」

　護衛隊員が豊花の周囲に集まって来た。一人が玲れい洗せん樹じゆの枝を構え、一人が刃は物ものを手にする。そして一人が豊花の両手を後ろで押さえた。やめるように豊花が頼たのむと、隊員はきっぱりと「規則ですから」と答えた。本当に処刑されるような気分になってきて、豊花は深く項うな垂だれた。

「そうだ。言い忘れていたけど」

　豊花の真横で様子を見守っていた遠峰が、手を叩たたいた。

「今後の生活で、君の体は治癒術が効きにくいようになっていくかもしれない。命に係かかわる治癒を受けると、体内に免めん疫えきができ始めるんだよね」

「ああ……聞いたことがあるわ」

　更さらに暗い気分になりつつ、豊花は頷いた。最近京介からそんな話を聞いたことを、思い出す。

　豊花は丘おかの上に目をやった。玲洗樹の倒とう木ぼくの側そばで、京介と荊いばらの死神が向かい合っていた。白衣の女だけが、こちらに顔を向けているようだった。家長側が攻こう撃げき呪じゆ文もんを唱えてきたら、即そく座ざに跳はね返すつもりなのだろう。

　見てなさいよと心の中で言い、豊花は強く首を振ふって前まえ髪がみから飛沫しぶきを飛ばした。
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「そんなの構わない。早く始めて」

「よし、じゃあ頸けい動どう脈みやく辺りを、すぱっといってみようか」

　刃は物ものを持った隊員に、焼き肉の注文でもするような口調で、遠峰が言う。雨に濡ぬれた刃やいばが悲しげに輝かがやいていた。豊花は鼻で必死に呼吸しながら、首を横に振った。

「何だかクビになりそうで縁えん起ぎ悪いから、別のところにして」

「大きい血管をさっくりやっちゃった方が、君も楽だろうと思ってさあ。じゃあ、太ももは？　大だい腿たい動脈が切れるとね、結構血が出て大変なんだよ」

「じゃあ、そこでいい」

　隊員が豊花の制服のスカートを軽く上げ、右の太ももに刃物を当てる。冷たい感かん触しよくが背中まで駆かけ抜ぬけた。泣きそうになってきた豊花の弱気な心を、遠峰の拍はく手しゆが励はげます。

「豊花ちゃん、君、綺き麗れいな脚あししてるね。アイドルになれるよ。僕と一いつ緒しよに一山当てない？」

「本当？　ハリウッドにも行けるかな」

「行ける行ける。はい、いってみよう」

　隊員が刃物を強く引いた。豊花の脚に熱い激痛が走った。

　足元の芝しば生ふへ、雨よりも強く血が散った。豊花は本能的に手で負傷箇か所しよを押さえようとしたが、腕うでを後ろで摑つかまれているので、それも叶かなわない。痛みが脳まで達し、耐たえきれなくなった豊花は、瞳ひとみを固く閉じ絶ぜつ叫きようした。切られた脚に心臓が移動したように、皮ひ膚ふの下で不気味な鼓こ動どうが暴れていた。

「流れよ、大地を走る輝く女め神がみ」

　別の隊員が唱える呪じゆ文もんが、耳に届く。豊花は豊花で、早く終われと心の中で唱え続けた。傷口から、どんどん力が失われてゆくのを感じる。頭のあちらこちらに白い靄もやが生じ始める──。

「糸を繫つなぎ、互たがいに衝しよう撃げき、うねれ。対象は同はら胞から、二つ星」

　豊花の黒い視界が、金色に弾はじけた。頭が痺しびれ、全身から力が抜ける。豊花は死ぬのかもしれない、と思った。だがそれは嫌いやだと、細さい胞ぼうが喚わめいていた。何かにすがりついてでも、それがみっともなくても、絶対生きてやると豊花の全身が宣言した。

　霞かすむ視力で豊花は丘の上を見る。荊の死神の小さな体が青い光を発しているのは、幻げん覚かくだろうか。京介はどこにいるのか。

　遠峰や石田が、何か叫さけんだ声が聞こえた。言葉はよく聞き取れない。だがそれは、歓かん声せいのように豊花には感じた。

　術が成功したのだろうか。失敗したのだろうか。どちらにしても、豊花は声を振り絞しぼって怒ど鳴なった。京介の馬ば鹿か、と。




　誰だれかに罵ののしられた気がする。嫌な目覚めだ、と京介は思った。どこで寝ねていたのかわからないが、雨の音がひどく間近に聞こえ、六月のはずなのに真冬よりも寒かった。

　俯うつぶせに京介が倒たおれていた場所は、冷たい芝しば生ふの上だった。芝は通常、緑色のはずだが、京介の下の芝生だけは、何な故ぜか反はん抗こう的な赤だった。

　その時になって、京介は妙みように右脚が痛むことに気がついた。見てみると、大だい腿たい部ぶが信じられないくらいに斬きれて、信じられないくらいの血を流していた。その赤い色から、ふと七しち味み唐とう辛がら子しを連想したが、連想したところで血が止まるはずもない。

　起き上がろうとして腕に力を入れたが、脳が貧血を起こし、京介は再び芝に顔を埋うめるはめになった。脚の出血は止まらず、目が覚めたばかりだというのに体力が底そこを尽ついているのがわかる。肺がやる気をなくし、自発的に呼吸をしてやらないと、酸素が体中に行き渡わたらない。

　無意識のうちに握にぎっていた玲洗樹の枝に力をこめ、京介はもう一度体を起こそうと試みた。上半身を持ち上げたところで、吐はき気けがした。空気が不味まずくて頭痛がした。

「……術、中断してしまいましたね」

　頭の上で声が響ひびき、京介は顔を上げた。すぐ側そばに、幹を真っ二つに割られた大きな木が倒れている。その横に、白衣と長い黒くろ髪かみを雨に晒さらした女が立っていた。

　女の背後には巨きよ大だいな青い塊かたまりがあった。人間が十人、手を伸のばせば何とか取り囲めそうな太い胴どう。頭部からその物体の終わり──尾おの辺りまで、十メートルは下らないだろう。爬は虫ちゆう類るいを思わせる外見と、半はん透とう明めいの青い鱗うろこに覆おおわれた皮膚。思いついたままにその外見を表現すれば、竜りゆうという言葉が的確かと思われた。

　だがその塊の正体は、作り話に現れる生き物ではない。浄じよう化かされなかった澱よどみが物質化を起こした、暗あん鬼きという現象だ。京介はようやく、自分が感じていた不快感の正体を知った。それは貧血によるものだけでなく、空気中に色いろ濃こく漂ただよう澱みの気配だった。

　手の中の玲れい洗せん樹じゆの枝が、いつもと手て触ざわりが違ちがうことに気がついた。京介が使っているものとは、色も長さも違っていた。少しずつ、意識が消える前に起きたことが思い出された。

「……まあ、ほぼ完成といってもいい状態でしょう。ご苦労様でした」

　女が静かに言う。自分に向けられた言葉だと気がつくのに、京介は数秒の時間を要した。

　京介は目だけを動かして、周囲を確かく認にんした。丘きゆう陵りよう状の土地の上にいるようだった。前方にはどこかの市街地が見み渡わたせる。虹原の街だとすぐに気がつかなかったのは、夜のせいと、街全体が何故か炎ほのおと煙けむりと澱みに埋もれていたからだった。

「千恵」

　白衣の女が、竜の形をした暗鬼に呼びかける。その頭部を両腕で抱だきしめるようにし、女は言った。

「お父様を消しなさい。あなたはそうしないといけないの。そうするまで、死ぬことはできないの。わかるでしょう？」

　竜が低く短く唸うなった。倒とう木ぼくの枝が震ふるえ、雨が渦うずを巻く。

　震しん動どうと共に竜が宙に浮ういた。青い尾を引き、それは高速で市街地へ下りて行く。竜が駆かけた空の下で、大きな火の柱が上がった。

　京介は追おうとしたが、傷ついた右みぎ脚あしが全く動こうとしなかった。喧けん嘩か慣れしている京介には、それが刃は物もので力ちから一いつ杯ぱい斬りつけた時にできる傷だとわかった。誰にやられたのかはわからないが、ずいぶん容よう赦しやのない斬り方だな、と思った。

　背後に足音が響いた。白い制服を着けた術者が、雨の中をこちらに向かって真まっ直すぐに走ってくる。術者は女の両腕を拘こう束そくした。女は全く抵てい抗こうしなかった。

　術者の背後から、更さらに猛もう然ぜんと駆けて来るセーラー服の少女がいた。黒いマントが凶きよう暴ぼうそうな音を立て、はためいている。少女が豊花だと気づいてから京介が逃にげなかったのは、傷ついた脚が動かなかったからではなく、豊花の動きが闘とう牛ぎゆう並みに速かったからだった。

「京介の馬ば鹿か！　大馬鹿！　あんたのせいで大変だったんだから、謝りなさいよ、そしてこの先一ヵ月間昼ご飯を奢おごりなさいよ」

　間近で立ち止まるなり京介の頭をひっぱたいた豊花は、その後もぎゃんぎゃん喚きながら、殴なぐりかかってきた。

　いつの間にか周囲には、複数の人間が集まってきていた。術者の一人が京介の無効治ち癒ゆ体質証明書を見て、段階が進まない程度の治癒術を施ほどこした。貧血はやや回復し、傷も一応塞ふさがって歩けるようにはなったが、安静にしていろと言われた。豊花はその間もずっと、京介の背中をぼこぼこと殴ってくれていた。

　スーツの若い男が京介の傍かたわらにしゃがみ込んで、小さく笑った。彼の体も全身雨に濡ぬれていたが、少しもそれを苦にしていないような笑え顔がおだった。

「すごい疲つかれた顔してるね。朝練がうっかり夜まで続いちゃった陸上部って感じだ」

「……陸上部は、雨が降ったら外で練習しないだろう」

「まあそうだね。あ、失敗したなあ。君が潜せん在ざい精神力を使っているうちに、街を直してもらえばよかった。普ふ通つうの術者だけじゃ、後始末が大変だ。華奈ちゃん、古代術本にそういう術、なかったの？」

　スーツの男が顔を上げて問う。白衣の女は術者から、両手に手て錠じように近い金具をつけられていた。

「さあ、知りません。本家だけ潰つぶせればよかったのに、馬鹿な指導者が範はん囲い設定を解除したから、街が被ひ害がいを受けたんです」

　華奈と呼ばれたその女は、自じ嘲ちようめいた笑みを浮かべて目を閉じた。スーツの男はつまらなそうに肩かたを上下させた。

「人のせいにしないでよ。千恵とかいったっけ、術者になる前に死んじゃって、深廉寺姓せいには入れなかった、君の妹。生きてたんだね」

　目を開いた華奈の口元から笑みが消える。

「生きているのは顔の一部と声帯だけです。私が無理矢理生かしているようなものです」

「光主の術実験に便乗して、妹の体も治したかったのかい」

「まさか。あの子の体が術者病で崩ほう壊かいしてから、もう二年も経たっています。生き残った部分の寿じゆ命みようは、あと僅わずかです」

　風が吹ふいて、華奈の手錠の鎖くさりと、白衣の裾すそが大きく揺ゆれた。

「千恵の体が術者病で崩壊した時、何もしてくれなかった父は、自分の体が同じようになった今、古代術本で再構成しようとしている……それに腹が立っただけです」

「でも、妹の体を古代術で暗鬼にして操あやつったところで、光主には勝てないと思うけどね。知ってるでしょう、光主の頑がん丈じような部屋」

「また方法を考えます。処しよ罰ばつされても、処しよ刑けいされて死んだとしても、私は何度でも繰くり返します」

　遠峰がため息をつき、合図をすると、術者が華奈の腕うでを引いて歩き始めた。

「待ってよ」

　豊花が華奈の背中に呼びかけた。京介の腕に強く指を食い込ませ、豊花は濡れた前まえ髪がみも払はらわずに言った。

「それが理由？　千恵って子が街を騒さわがせていたのは、あんな体になってまで、父親に復ふく讐しゆうしたいって、自分で言ったからなの？」

　華奈は何も言わなかった。豊花はむきになったように、口調を荒あららげる。

「答えてよ。あの子のお母さんに真相を話すって、約束したの」

　華奈は何も答えなかった。白い制服の術者に連れられ、その姿は丘おかの下に消える。

　京介は豊花の手を外し、黒い玲れい洗せん樹じゆの枝をついて立ち上がった。廃はい工場の前で、京介から負の感情を吸収しようとしていた千恵の姿を思い出す。苦しそうだった。

　光流脈使いは嫌きらい。誰だれに向けられた言葉だったんだろう──暗あん鬼きの去った街を見て、京介はため息をついた。

　暗鬼の中には、千恵という少女がいる。そしてそうしてしまったのは、京介自身の力だ。もう一度息を吐はき、京介は地面を睨にらんでいる豊花に言った。

「お前の玲洗樹の枝、貸してくれ」

　顔を上げた豊花が、怪け訝げんそうに眉まゆを寄せる。

「何するつもりよ」

「暗鬼を追いかける」

「だって、あんた怪け我がしてるし、安静にしてないと……」

「じゃあ、豊花が行くのか」

　たっぷり三十秒ほど黙だまり込んだ後、豊花は突とつ然ぜん自分の黒マントを外し、京介の肩に押しつけてきた。玲洗樹の枝を京介の手の中に押し込み、スーツの男を振ふり返ると断定的な口調で言った。

「家長、緊きん急きゆう事態につき、特例で貸してあげてもいいわよね。減げん俸ぽうにしないでよね」

　スーツの男は「どうぞどうぞ」と軽かろやかに手を振った。豊花は大きく頷うなずき、京介に向き直ると眉をつり上げた。怒おこらせるようなことはまだ言っていないつもりだったが、その顔は完全に不ふ機き嫌げんだった。

　骨を砕くだくほどの力で京介の手を握にぎり、豊花は頰ほおを膨ふくらませて言った。

「悔くやしくて仕方ないわよ。どうせあたしは能力がないわ。潜在精神力とかいうのも持ってないし、力だって京介に比べたら、全然ない。あんたが本気を出して殴ってくれば、絶対敵かなわないのはわかってる」

「そんなことはない。お前は十分立派に怪かい力りきだ」

「噓うそよ。そうやってあんたはいつも、あたしに本気を出さない。感情だって出してくれない。だから、抵てい抗こうしないんだったらもういいやって、開き直って扱こき使ってたのに」

「…………」

「あたしがやれって言う前に、自分から行動しようとするなんて生意気だわ」

「豊花」

「何よ」

「お前の前世、どこかの国の暴君だろう」

「違ちがうわよ、紙し魚みなのよ。もういいから、さっさと行きなさいよ。暗鬼は澱よどみの塊かたまりなんだから、浄じよう化かしかないでしょう。あんたの本業じゃないの」

「豊花……」

「何よ。やっぱり傷が痛いとかめそめそ言うんじゃないわよ」

「そうじゃなくて、マントが暑い」




　丘から本家までの道のりで京介が目にした市街地は、焦しよう土どの一言に尽つきた。

　街の中を矯きよう正せい術者が走り回っていた。情報操作のため、一いつ般ぱん人じんの記き憶おくに残らないよう、街の時間は誰かが使った上級術によって止められているようだった。聞こえるのは雨と炎ほのおと建物が倒とう壊かいする音だけだ。人の悲鳴は聞こえない。

　街の修復作業に奔ほん走そうする矯正術者の中には、知った顔もあった。街を壊こわしたのは自分だと名乗っている場合ではなかったので、京介は本家へ急いだ。黒マントを着け、首から妙みような証明書を下げ、魔ま法ほう使つかいの杖つえのようなものを二本も持った自分はかなり異様だろうな、と思った。異様だが、これが本業なのだから仕方がない。

　本家のビルの周辺にも、術者が慌あわただしく走り回っていた。小さな火の手が上がっているが、建物自体に大きな異常はなさそうだった。

　裏庭の方向が騒がしかったので、京介はそちらに走った。裏庭に直径十メートルほどの大きな穴が穿うがたれ、術者や本家の職員が騒いでいた。暗鬼はここから一直線に地下へ潜もぐったようだ。

　京介が穴の方へ行こうとすると、警備員に止められた。丘を発たつ前に、家長だというスーツの青年から渡わたされた書状を出すと、あっさり通してくれた。書状は家長代行権の証明書とやらで、家長は京介に「君が思うようにやってくれ」と言っていた。

　集まっている人の避ひ難なんを警備員へ頼たのみ、京介が穴の縁ふちに立った時、どこからか烏からすが飛んできて、肩かたの上に勝手に留まった。一度振り払ったが退どこうとしない。面めん倒どう臭くさいので、そのまま呪じゆ文もんを唱えた。

「流れよ、大地を走る輝かがやく女め神がみ。星を巡めぐる息い吹ぶきを自在化。地から天へ垂直微び風ふう、強度は三。翼つばさよ、風を受けて舞まえ」

　穴の底から吹ふき上げた緩ゆるやかな風に、京介は飛び込んだ。いつか、豊花が空を飛ぼうとして失敗した術に、多少修正を加えたものだ。失敗した時は、ただ地面に落下しただけだったが、風の威い力りよくを強めれば、自由落下の速度を調整できる。更さらに強力なものにすれば、まさに飛ぶことができるはずだが、今はそれが目的ではない。重力と風力に対して抗こう力りよくを働かせながら、京介の体はゆっくりと地下へ降りて行った。

　穴は思った以上に深かった。地下十階ほど潜った頃ころ、ようやく足場が見えた。京介は術を解除し、瓦が礫れきだらけの床ゆかへ着地した。地上の穴を見上げたが、ほとんど見えないくらい遠ざかっていた。

　すぐ近くで大きな破は壊かい音おんと震しん動どうが響ひびく。京介は、暗あん鬼きが無理矢理侵しん入にゆうしていった地下通路を走った。通路の途と中ちゆうに、濃のう紺こん色の制服を着た術者が数十名、負傷して倒たおれていた。治ち癒ゆ術を施ほどこし、地上へ逃にげるように言ってから、京介は再度廊ろう下かを進んだ。やがて広めの空間に出た。烏は京介の肩を蹴けって、自分の翼で飛んだ。

　青い竜りゆうがその胴どう体たいでほぼ入り口を塞ふさいでいる先は、円形の部屋だった。部屋の隅すみに透とう明めいの容器が安置してあるだけで、他ほかには何もなく誰だれもいない。

　四方が三十センチほどの四角い容器に、暗鬼は何度も体当たりを繰くり返しているが、容器の表面にはヒビひとつ入っていなかった。

　容器の中には、人間のどこかの臓器らしい物体が、いくつか転がっていた。京介が見てわかるものは、眼球と、唇くちびると、数本の指だった。それらの物体を納めた容器は、術具らしきものを入れた別の容器と管で繫つながっている。容器は全部で三つあった。

「矯正術者が何の用だ」

　容器から声が聞こえる。肉声というより、金属音に近かった。暗鬼が漂ただよわせる澱みの濃こい気配に息を詰つまらせながら、京介は室内へ入った。

「あんたが、光主か」

「そうだ」

　声が答えると、容器の中で臓器の一部が揺ゆれた。
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　暗鬼が唸うなり、再度容器へ食くらいつく。ガラスケースにしか見えないが、強度は相当なものらしい。砕くだけたのは暗鬼の体だけで、傷ついた暗鬼が床の上で暴れる。青い光が室内に飛び散った。

「矯正術者、その澱みの塊を何とかしろ。私の部屋が汚よごれる」

　光主がそう命じる。一歩一歩容器に歩み寄りながら、京介は息を吐はいた。脚あしの傷が開いて、床に点々と血の跡あとを残していた。

「浄じよう化かをしようと思って、ここまで追ってきた。言われなくてもやる」

「最近の矯きよう正せい術者は態度が大きい」

　光主が笑い声を上げる。それにあわせて容器の側面も、小さく震ふるえた。正面まで来た京介は、足を止めた。容器の中の眼球から、視線を感じたような気がした。

　感情が全く読みとれない金属音で、光主が尋たずねた。

「矯正術者、私が何な故ぜこのような姿なのか、聞かないのか」

「どうでもいい」

「矯正術者、持っているのは、古代術用の術具か」

「…………」

「私の体を再構成するには、一人の力では叶かなわないはずだが」

「…………」

「記き憶おく違ちがいか。矯正術者、自意識を保ったまま、潜せん在ざい精神力を使う方法を教えてやろう」

「…………」

「ただ願え。巫女みこと同じだ。だが現代の術者にはなかなか難しい。欲や感情が絡からむからな。ものの溢あふれる時代というのは、一方で厄やつ介かいだ。だが全すべて押さえ込む力は、巫女の血を引く人間にはある。さあやってみろ。そのためにここへ来たのだろう」

「うるさいな、あんた」

　暗鬼が起き上がり、もう一度容器に飛びかかる。壁かべ際ぎわに避よけ、京介は暗鬼が動かなくなるまで、その戦いというには一方的すぎる暴走を見つめていた。足元で烏からすが毛け繕づくろいをしていた。

　暗鬼の体はほぼ崩ほう壊かいしており、崩くずれた体内から、飲み込まれていたものが零こぼれ落ちている。小こ柄がらな少女だった。京介はゆっくりと歩き始めた。

　衣服が爛ただれ、蔓つるに酷こく似じした両りよう腕うでが露ろ出しゆつしていた。他人の負の感情をため込んでいたという体には、裂け目が走っていた。少女の周辺には液体化した青い塊かたまりが漂っている。澱よどみが蠢うごめいている。

「……お兄さん」

　床に顔を伏ふせたまま、少女が呟つぶやいた。

「……まだ続けないと駄だ目めなの？」

「…………」

「……千恵は助けてくれなかったお父さんを消さないといけないって、お姉ちゃんが……」

「…………」

「……でも、よくわかんないよ」

「わからないなら、それでいいんじゃないか。無理に恨うらんだり許したりする必要なんて、多分ない」

　京介は光主に向き直った。容器の側面には、刮こそげ落ちた暗あん鬼きの欠片かけらが、汚きたならしく張りついていた。

「その容器、ずいぶん固いんだな」

「古代術で強度を増した特とく殊しゆ素材だ。私の病が発覚した四十年前に作らせた。その当時は古代術本の解読が不完全で、再構成呪じゆ文もんは見つからなくてな。こんな容器を作るだけで、二十人ほどの術者が死んだ。非常に非効率だ」

「そうか」

　黒い方の玲れい洗せん樹じゆの枝を構え、京介は容器と対たい峙じした。光主が感かん嘆たんに似た声を上げる。

「再構成をしてくれるか。だが、私の壊こわれた肉体は、丘おかにあるのだが」

「おれは、矯正術者だ」

　ため息混じりに京介は答えた。

「澱みを浄化する。原因は消しよう滅めつさせる。それだけだ」

「私がその原因か」

「色んな意味で、あんたが組織にいると迷めい惑わくする奴やつがたくさんいるみたいだ。……組織の改善なんか、おれは興味ないんだけどな」

　容器が震えた。笑いを含ふくんだ震えだった。少女が苦しげに、床ゆかから体を起こす。

　一ひと頻しきり笑い終えた後、光主がゆっくりと言った。

「この容器は、通常の人間の力や、通常の術者の力では破は壊かいできない。通常の暗鬼でも無理だと、今日証明できたが──どうするつもりだ、矯正術者」

「通常の、だろう」

　光主が一いつ瞬しゆん沈ちん黙もくし、呟く。

「古代術を使うのか」

「ああ」

「無理だな」

「それしか思いつかない」

「破壊は不可能ではない。だが、この部屋全体に効力が及およぶ。部屋の壁かべには特殊加工を施ほどこしてある。術が効力を失うまで、反射し続ける。攻こう撃げきと同時に防ぼう御ぎよの術は使えない。矯正術者、お前も死ぬ」

「…………」

「残念ながら私の体は移動が不可能だ。決着はこの場でつけてもらいたい。覚かく悟ごが決まれば、いつでも来るがいい。ただし、お前がここを去った後、私はすぐに手配をかける。光主に対する反逆罪への罰ばつは、光主が独断で決められる。死し刑けいがいいか」

「何でもいいさ」

　京介は長くため息をつき、足元の少女に言った。

「逃にげるなら、今のうちだ」

　少女は首を振ふった。否定というよりも、ただ何かを振り払はらうような動きだった。

「その体、ずいぶん頑がん丈じように作られているみたいだけど、古代術にも耐たえるといいな」

　術者病の末に残ったという少女の顔の半分だけが、悲しげに歪ゆがんでいた。

「……眠ねむりたいよ。動けなくなってもいいから、もう眠りたい」

　壁がべ際ぎわにいた烏は一声鳴き、出口の方へ飛び去った。

　玲洗樹の枝を握にぎって、京介は目を閉じた。頭の中の記き憶おくの芽に、様々な呪文が刻みつけられているのがわかった。華奈というあの女は、一体事態がどこまで及ぶことを予想していたのだろうと、ふと疑問に思った。

「矯きよう正せい術者、死ぬのが怖こわくないのか」

　金属音が京介の集中力を妨さまたげる。

「あっさりと命を投げ出すものだな。私には真ま似ねできない。矯正術者の命の価値など、所しよ詮せんその程度のものか」

「命の価値なんか誰だれでも同じだろう。違ちがいがあると思ってるのはあんただけだ」

　目を閉じたまま、京介は答えた。

　怖いかどうかはわからなかったが、できれば死にたくないことだけは確かだった。

　目を開き、息を吸い込んだ。──ただ願え。そこには当然、辞世の言葉など入り込んではいけないのだろう。京介は、最さい期ごまで頭の中を空っぽにしておこうと決めたが、こんな時に限って、色々な人間の姿が思い浮うかんだ。今回の事件で、ずいぶんと多くの人に係わった気がする。

　協調性が足りない自分にも、協力してくれる人はいるものだと気がついた。それに対して湧わき起こった感情も、脳裏に浮かぶものも、全すべてを精神から閉め出した。今いま頃ごろになって、光主が助けてくれなどと耳みみ障ざわりな声を発し始めていたが、それも聴ちよう覚かくの直前で遮しや断だんする。

　溜ためていた息を吐はき、京介はそれと同時に破壊現象を起こす古代呪文を口にした。

「搏はく撃げき、風ふう烈れつ。──始動」

　唱え終えた瞬しゆん間かん、白い光が溢あふれた。

　視覚と聴覚が瞬時に麻ま痺ひする。京介の体に伝わってくるのは、震しん動どうと衝しよう撃げき波は、そして周辺のあらゆるものが破壊されてゆく気配だった。恐きよう怖ふも危機感もなかった。滅めつ亡ぼうの予感だけが空気中に染しみ渡わたっていた。

　何かが胸の辺りにぶつかってきて、京介の体を床に倒たおした。覆おおい被かぶさってくるのは、小さな体だった。その薄うすく固い体越ごしに、激しい術の効力が吹ふき荒あれていた。

　京介が最初に思ったことは、どうして庇かばわれたんだろう、ということだった。




　自分の吐いた白い息を眺ながめて、六月下げ旬じゆんには似合わないなと、豊花は何となく考えていた。

　雨は少し前にやんでいた。丘おかから家長の車に乗って本家まで移動をする予定だったが、途と中ちゆうの道路が大だい渋じゆう滞たいを起こしていた。街の修復に努める矯正術者が、時間を止めてしまったからだった。豊花は動かない車の波間を走って抜ぬけ、先ほど本家に辿たどり着いたばかりだった。

　ビルの周辺が騒さわがしかった。十数分前、裏庭の方から激しい震動と光が伝わってきた。その現象はすぐに収まったが、今も職員が原因追究に駆かけ回っている。

　豊花は本家の周囲に集まっている人間の顔を一人一人確かく認にんし、京介の姿を探した。斉藤千恵の姿もない。ビルに向かった暗あん鬼きと矯正術者を知らないかと人に尋たずねても、誰もが忙いそがしそうで、話を聞いてくれなかった。

　豊花の手荷物は玲れい洗せん樹じゆの枝がひとつ、それだけだ。丘の施し設せつ内から、没ぼつ収しゆうされていた京介の分を取り戻もどしてきたのだ。

　玲洗樹の枝を抱だきしめて表情を曇くもらせ、豊花は本家のビルを見上げた。夜明けが近いらしく、少し前までは黒一色だった天が、深い群ぐん青じよう色いろに染まり始めていた。

　そんな空の下、屋上の縁ふちに人の姿が見えた。顔はわからなかったが、風に吹かれる黒いマントとその下の白いシャツ、手にした長い杖つえのようなシルエットが確認できた。

「京介……？」

　眉まゆを寄せて訝いぶかしがりながらも、豊花は名前を呼んだ。どうしてあんなところに人がいるのだろうと思いつつも、豊花は走り出す。人ひと違ちがいであれば、戻ってくればいい。今はじっとしていられなかった。

　本家内のエレベーターはどれも停止していたので、豊花は階段を使い、七階分を一気に駆け上がった。最上階に着いたその瞬間、耐え難い空腹に襲おそわれる。そういえば、昨日は三食ともまともに摂とっていなかったことを思い出した。

　腹を押さえながら屋上の扉とびらを開けると、冷気が顔に吹きつけてきた。屋上は素っ気ないコンクリートの打ちっ放しで、潰つぶれかけたペットボトルが一本、風に吹かれて給水タンクの周辺をぐるぐると転がっていた。そんな寂さびれた景色の中で、囲いのフェンスもない敷しき地ちの隅すみに、先ほどの人ひと影かげが佇たたずんでいる。黒マントが風を含ふくんではためいていた。

　豊花の足音を聞いて、人影が振り返る。やはり京介だった。

　京介は豊花から視線を外し、面めん倒どう臭くさそうに周囲を見回した。マントの裾すそがぼろぼろになっていた。

　話しかけづらかったので、豊花は京介の横に黙だまって立ち、屋上から見える景色を眺めた。虹原の街並みが、パノラマ写真に収めたように一望できた。

　焼け焦こげて、崩くずれ果てた灰色の街の上に、薄い霧きりがかかっていた。風が陰いん気きな音を鳴らしているだけで、街からは生活の音が一いつ切さい聞こえない。静かだな、と豊花は思った。死んでしまったみたいだ、とも。

　北の方角には丘が見えた。その頂上に、いつもは見えていた大きな玲洗樹の影かげがないことに気づき、豊花は小さく息を吐く。これからどうなるのかわからなかったが、恐おそれや焦あせりよりも、今は何な故ぜか、寂しかった。

　豊花の傍かたわらで、京介が黒い玲洗樹の枝を持ち上げた。眼下に広がる街全体へ、その先せん端たんを示すように掲かかげる京介に、豊花は首を傾かしげた。

「何するのよ？」

「直す」

「直すって──」

「葺しゆう繕ぜん、復古、全治。停止、解除。始動」

　京介の口から、短い呪じゆ文もんが流れる。瞬間、本家の屋上を中心にし、四方の地平線に向かって、金色の柔やわらかな波が駆け抜けた。

　波が通り抜けた後の地で、街が動き始めた。損そん壊かいした建物が勝手に修復し、倒れたままになっていた電柱や鉄てつ塔とうは、花が芽め吹ぶくように地面から起き上がる。しぶとくくすぶっていた煙けむりを光の波が消し、焦げた臭においに染まっていた空気が清められる。遠くで、車のクラクションが高く響ひびいた。

　最後に、丘の上で大きな木が確かな存在感を持って揺ゆれた。無意識に止めていた息を、豊花はほっと吐はいた。

　不意に、隣となりで京介の体が傾かたむいた。屋上の縁から呆あつ気けなく落ちそうになる京介の体を、豊花は慌あわてて引っ張った。

「わ、な、わ、何やってんのよ、しっかりしてよ」

　京介は全体重を豊花に預けてきたので、バランスを失った豊花も、一いつ緒しよに落ちそうになった。

　双ふた子ごの兄きよう妹だい、心中自殺──正確には事故であるが、世間はそうは見ないだろう。一条さん家ちのご兄妹ってば、ビルから一緒に飛び降りたそうですわよ。あらまあ、何だか仲が悪そうなご兄妹でしたのにねえ。人間、死ぬ時はどうなるかわかりませんわねえ。妹の豊花ちゃんは気立てのいいお嬢じようさんだったのに、可哀かわい相そうだわ──。

　近所のおばさんたちが噂うわさをする幻げん聴ちようが、豊花の耳の奥に響く。本当だ。可哀相だ。嫌いやだ。豊花は力ちから一いつ杯ぱい京介の腕うでを摑つかみ、屋上の内側へ倒たおれ込んだ。コンクリートの床ゆかで、豊花は強したたかに頭を打った。

「あんたねえ……」

　隣でぐったりと倒れている京介を、豊花は睨にらみつけた。もう本人は死んだ気になっているのか、しっかり目を閉じている。だがまだ生きている証しよう拠こに、苦しそうな呼吸を繰くり返していた。

「そりゃ、最初に街をめちゃくちゃにしたのは、あんたの潜せん在ざい精神力だけどさ」

　いつまでも寝ね転ころがっていては服が汚よごれるので、豊花は立ち上がった。起きようとしない京介を見下ろして、ため息混じりに言う。

「責任感じて自殺なんかしなくったっていいのよ。あんたが死んだって、誰だれも喜ばないわ。悲しむ人もそんなにいないし」

「地下に……」

　薄うすく瞳ひとみを開けた京介が、小さな声でそう言った。その時豊花は初めて、京介の右大だい腿たい部ぶの傷口が開いていることに気がついた。落とした黒い玲れい洗せん樹じゆの枝が、風に流されて床を転がる。

「ちょっと、大だい丈じよう夫ぶ？」

「……地下に、色々あるから、後は頼たのむ」

「は？」

　尋たずねても返事はなかった。京介の目ま蓋ぶたから力が抜ぬけた。豊花は慌てて京介の肩かたを揺さぶった。

「何なの、後は頼むって何なのよ。無責任じゃない。あたしに押しつけて死なないでよ、しっかりしてよ」

「死なない……死なないけど──疲つかれた」

　それだけ言うと、京介は完全に目を閉じ、深い寝ね息いきを立て始めた。

　豊花は口を尖とがらせて東の空を仰あおいだ。朝日が柔らかく輝かがやいていた。




　七月に入り、すぐに行なわれた高校の期末試験を、一条京介は全日程にわたって欠席をした。理由は入院による病欠だ。

　入院先は一いつ般ぱんの病院ではなく、本家の付属機関が経営する、術者専用の病院だった。先の事件による身体からだの負傷、精神力及および潜在精神力の極度消しよう耗もう、風か邪ぜを含ふくめたその他諸もろ々もろの体調不良等、全すべてをひっくるめ、気がついたら京介は入院させられていた。入院期間は二週間の予定。虹原高校側には、両親が適当な病気をでっちあげて報告してくれたらしい。

　京介の病室は六人部屋で、他ほかにも四人の入院患かん者じやがいる。この術者病院には、主に京介のように通常の治ち癒ゆ術が効きにくい者や、長期にわたる専門術治ち療りようが必要な患者が入院していた。

　退院したらすぐに追試試験があるというので、病室で暇ひまがあれば、京介は仕方なく教科書を開いた。暇がない時というのは治癒の時間であり、この病院では一日の半分以上の時間を患者の治癒に費ついやす。

　京介の担当医師は、丸まる眼め鏡がねをぴかぴかと輝かせた異様に太った男で、「健全な精神は健全な肉体に宿り、そんな術者が放つ術は健全な愛の術」という、わけのわからない主張を口くち癖ぐせとしていた。そしてそれを患者にも、一日七回唱えさせた。他にも担当医師は、入院中一いつ切さいの喫きつ煙えんを禁じた。庭やトイレで隠かくれて吸おうとしても、必ずどこからかすっ飛んできて「煙草たばこは悪あく魔まが植えた木です」と声こわ高だかに言った。言われるたびに、京介はその悪魔を今度紹しよう介かいしてくれ、と思った。

　その日、午前中三時間の予定で行なわれるはずだった治癒が終しゆう了りようした時、太陽は西の空にきっぱりと傾いていた。骨の健康のためにカルシウムに感謝しなさいと医師に言われ、八時間も牛乳と見つめ合わされた。京介以外の患者は、治癒の時間、普ふ通つうに術治療を受けていて、そんな一種宗教じみた治癒をするのは、京介の担当医師だけのようだった。自分の病室に戻もどる最中、あの医師が本当に治癒術者の免めん許きよを持っているかどうか、近々確かめる必要があるかもしれない、と京介は検討していた。

　奇き妙みような日だった。ベッドの上で、治癒の時間の後なのに全身が疲れているのは何な故ぜだろうと京介が考えていると、立て続けに見み舞まい客きやくが訪おとずれた。

　最初に、斉藤千恵の母親がやって来た。数日前、豊花が一人で自宅へ説明にやって来て、その時に京介が入院していることを聞いたという。千恵の母親は相変わらず穏おだやかな笑えみを浮うかべ、見舞い用の花を置いていった。

　次に、どうやってこの病院を知ったのか不明だが、赤尾秀春が現れた。同じ予備校の女子生徒も一いつ緒しよだった。ここの場所や見かけは、市内の一画に隠れもせずに建っている普通の病院であるが、一般人の診しん察さつは行なっていない。赤尾は「ここ、何科？」と不思議そうに天てん井じようを眺ながめ、高級そうな果くだ物ものの詰つめ合わせを置いて帰った。

　三番目に、本家の食堂で班行動を共にした術者たちが現れた。騒さわぐだけ騒ぎ、果物を食べるだけ食べ、何のつもりか記念撮さつ影えいまでして、彼らは帰って行った。

　四番目には何故か風紀委員の塩原友子がやって来た。塩原は学校で配られたプリント類を持ってきたが、欠席者に対し、そういう仕事をするのが風紀委員かどうか、京介にはよくわからなかった。塩原は一、二分ほどいただけで、逃にげるように帰って行った。

　そして最後に、地味な色のワンピースを着た黒くろ髪かみの女が現れた。

　白衣を着ていない、深廉寺華奈だった。




「怪け我が、大だい丈じよう夫ぶですか。……私が聞くのも、なんですけれど」

　病びよう棟とうの隙すき間まに、無理矢理作ったような中庭がある。季節を過ぎた藤ふじ棚だなの下に、申し訳程度の談話スペースが設けられているが、京介が深廉寺華奈と庭に出た時、患者は他に誰だれもいなかった。

　庭と病棟を繫つなぐ渡わたり廊ろう下かに、黒い制服の男が二人立っていた。華奈と移動してくる間も、彼らは数メートルの距きよ離りを置き、ずっとついてきていた。華奈の護衛か何かかもしれない、と京介は思った。あるいは、看守役のようなものか。

「秋が来るまで、もう絶対に怪我をするなと言われた。人間と同じで、体の中の回復力にも休みを与あたえないと、団結されて働いてくれなくなるらしい。噓うそか本当か知らないけど」

　木製のベンチに座り、京介は医師に言われた言葉をそのまま口にした。傷自体はもう特に痛まないが、患かん部ぶにきつく巻かれた包帯が苦しい。包帯を巻いたのは看護師だったが、その看護師は「しめ縄なわ選手権・虹原大会」で準優勝したことがあると、いつも自じ慢まんげに語っていた。

　茶色い枝だけが絡からまる藤棚を、京介は見上げた。どこかで烏からすが鳴いていた。

「今日、本家で裁判がありました」

　隣となりに膝ひざを揃そろえて座った華奈が、呟つぶやくように言った。その時になってようやく京介は、用がなくても見舞いに来るほど、深廉寺華奈と自分は親しくないことを思い出した。毎日決められた時間に起き、妙みように健康そうな食事を三回も摂とらされ、妙な医師に追い回されて煙草も吸えない生活を続けているせいか、自分の中で警けい戒かい心しんが弱まっていることに気づく。

「処しよ罰ばつは術者の能力封ふう印いんと記き憶おく抹まつ消しよう。明日、専門機関で処置されます。どの程度まで消されるか、まだわかりません。全部消されて廃はい人じんになるかもしれません。そうなったら、実質上の死し刑けいでしょうね」

　服の裾すそを膝の上で直しながら、華奈は本でも朗読するように話し続けた。

「私はもう本家にはいられません。願った通り、次期光主にもならずに済みます。それでも体に一族の血は流れ続けます。私もいつか、術者病を患わずらうかもしれません」

　京介は、病院から支給されたスリッパを足の先に引っかけ、意味もなく眺めることに専念していた。

「ただ、近い未来か遠い未来、どんな思いをすることになっても、後こう悔かいはしないような気はします。父は死にましたから、恨うらむ対象がなくなったことも、確かですね」

　夕日がスリッパを炙あぶり、布地の白が橙だいだい色いろに染まる。いつの間に梅雨つゆが明けたのか、高校の夏休みの宿題にも読書感想文はあるのか、京介はそんなことをずっと考えていた。深廉寺華奈が暇ひま潰つぶしにここへ来たわけではないことは、何となくわかっていた。話す内容に、京介の返事を求めていないことも、何となくわかった。

「もうすぐ日が暮れるのに、まだ暑いですね」

　首の後ろに髪かみを流し、華奈が言う。京介の顔を見て、初めて小さく笑った。

「夏が暑いなんてこと、ずっと忘れていました」

「…………」

「あの烏、半分は烏で、半分は術具なんです」

　藤棚から地面に下りた黒い影かげを見つめ、唐とう突とつに華奈が言った。

「もうすぐ、術具の方の寿じゆ命みようが切れます。電池の交こう換かんみたいなものですけれど、私はもうできません。やってくれますか」

　京介は華奈から視線を外し、藤棚の向こうに見える歪ゆがんだ太陽を見つめた。見つめたまま、首を横に振ふった。

「そうですか。残念です」

　大して残念でもなさそうに、華奈は頷うなずく。京介と同じ方向に視線をやり、眩まぶしそうに目を細めた。

　渡り廊下に待機している男の目は、ずっと京介たちの方を見ていた。見れば見るほど報ほう酬しゆうでも上がるのか、彼らは一秒として視線を動かそうとしなかった。

「ひとつ、聞いてもいいですか」

　西日を眺ながめたまま、華奈が尋たずねた。

「丘おかで……私の気持ちがわからないって、あなたは言いましたよね。どうしてです？」

　日にち没ぼつ前の太陽が輪りん郭かくを強く震ふるわせ、一刻も早く燃え尽つきようとしている。京介は炙られた空に向かって、大きく息を吐はいた。

　大事な人は死んだ。だが、その原因を何かに求めたり、誰かを恨んだりする余よ裕ゆうが、当時の京介にはなかった。周囲はひたすらうるさくて、術者の研修は忙いそがしい。研修が終わり正式な術者になると厄やつ介かい事ごとが増え、高校に入学すれば更さらに身の回りはうるさくなった。耳を塞ふさいで悲しみに沈しずみ込むのが、精せい一いつ杯ぱいだった。

　だが今となっては、その環かん境きようがあったからこそ、自分は死という事実から何とか立ち直れたのかもしれないと、京介は感じていた。

　そんなことをどう相手に伝えるかを考え、京介はため息をついた。出てきた言葉は、あまりにもありきたりな言葉だった。

「……おれとあんたは、違ちがう人間だから」

　華奈は黙だまって頷き、烏の動きに目を動かした。烏は事務的な動きで、一いち途ずに地面を突つついていた。

「矯きよう正せい術者の三ヵ月継けい続ぞく試験を、ぎりぎりで合格した」

　自分の膝を眺め、京介は何となく口を開いた。

　足元に視線を下げると、夕日を浴びた蟻ありが一匹ぴき、面めん倒どう臭くさそうに地面を横切って行くところだった。その大きな蟻は、穴までの数センチの距きよ離りを、明らかに遠回りをし、蛇だ行こうして進んで行く。

「澱よどみの原因の解消がよくないって言われた。でもあの時、おれにはそれ以外に思いつかなかった」

　細い指で、一度華奈が自分の首筋を撫なでる。指先には髪の毛が一本絡からんだだけで、汗あせの光はなかった。

「あんたの味方をしたわけでも、術者の命を粗そ末まつに扱あつかおうとした光主を、代表して倒たおそうと思ったわけでもないんだ。恨みを消す方法が、恨む対象を潰つぶすだけなら、世の中なんかとっくにどうにかなっている。わかってるけど、他ほかに考えつかなかった」

　蟻穴付近で、入ろうとする蟻と出てくる蟻が、頭を寄せ合っていた。揉もめているようにも、励はげまし合っているようにも、意味がないようにも、京介にはどうとでも取れた。

「あんたの妹を助ける方法だってあったのかもしれない。でも、おれにはあの方法しか思いつかなかった。自分の仕事を片づけたかっただけだ。それ以上でも、それ以下でもない」

　華奈は何も言わず、黙っていた。京介も言うべきことは言ったので、黙って風の鳴る音に耳を傾かたむけていた。どこかの病室からラジオの音が聞こえていた。

　烏からすが羽を広げ、空に飛び立った。渡わたり廊ろう下かの男が視線を動かしたその一いつ瞬しゆん、華奈がハンドバッグから薄うすい書類を出し、京介の膝ひざの上へ置いた。

「いらなければ捨てても構いません」

　書類に並べられた語句を見つめ、京介は何と言えばいいのかわからなかった。古代術本の複写資料だった。

「私があなたの脳へ登録した呪じゆ文もん以外にも、色々と載のせられています」

「…………」

「もっと有効に使えるはずの力なんです。ただ、力があまりにも大きすぎるから、誰だれもが使い道を誤ってしまう。巫女みこの子供の代でさえ使いこなせなかったから、これらは使用禁止にされたんでしょうね。父は私欲のために、私は恨うらみを晴らすためだけにしか使えませんでした」

「…………」

「勘かん違ちがいしないで下さい。これで世界を救えとか滅ほろぼせとか、そんなことは言いません。私が持っていても仕方がないものですし、私と違う人間のあなたなら、違うように使えると思ったんです。専用の杖つえは、丘にあります」

　髪かみの毛を静かに揺ゆらし、華奈がベンチから立ち上がる。座ったままの京介を見下ろすと、華奈は静かに言った。

「もう、行きます」

「…………」

「さよなら」

　華奈が歩き始めると、渡り廊下にいた男たちが無言でその背後に従う。彼らの姿が見えなくなるまで、京介はベンチに座り続けていた。無む性しように煙草たばこが吸いたくなった。

　病室に戻もどると、同室の老人が、入り口付近のベッドから不ふ機き嫌げんそうな視線を京介に投げた。老人がこういう顔をしている時は、豊花が来ている時だ。確かく認にんするまでもなく、病室の奥から足音を立てて、セーラー服の豊花が駆かけて来た。

「京介、京介、どこ行ってたのよ？　このおじいさんに聞いたら、別べつ嬪ぴんさんと消えたって言われて信じてやらなかったんだけど、でも気になるわ。別嬪さんって誰よ」

「何でもない」

　ため息をつきながら、京介は自分のベッドに向かって歩き始めた。老人と豊花の仲が悪いのは、初めて豊花がここへ見み舞まいに訪おとずれた日、老人が彼女の尻しりを触さわったとか何とか、したらしい。その時豊花にやられた腕うでの打だ撲ぼくが原因で、老人の退院は一週間延びてしまったそうだ。

　京介のベッドの前に、別の見舞い客きやくがいた。今日は本当によく客が来る日だなと思いながら、京介は顎あごを引いて軽く会え釈しやくをする。ベッドの側そばに直立しているスーツの大男は、本家の副家長で、名前は確か石田。付つき添そい人にん用の椅い子すに勝手に座っている若い男は、家長の遠峰だ。事件以後初めて顔を会わせる遠峰は、気楽に片手を振ふって笑った。

「やあ、元気？……そうでもなさそうだね」

「普ふ通つう」

　短く答え、座るところがないので、京介はベッドに戻った。複写資料は教科書の間に突つっ込んでおいた。

　豊花がベッドの端はしに勢いよく腰こしを下ろし、マットレスのバネを軋きしませる。

「ちょっと家長。手ぶらじゃないの。お見舞いの品はないの？」

　唇くちびるを尖とがらせて豊花が問うと、遠峰はあっさり頷うなずき、言った。

「京介君の入院費と治ち療りよう費、全部僕が出してるんだけどなあ。まあ、本家の経費だけど」

「本当？　父さんは何も言ってなかったわよ。それどころか、京介の来月の報ほう酬しゆうから月げつ賦ぷでいいから、入院費返せって言ったくらいよ」

「厳格なお父さんだね。うーん、でもお見舞いくらい、ちゃんと買った方がいいかな。石田、どっかその辺で、花でも買ってきて。何か派手そうなやつ」

「ケーキがいい。ケーキケーキ」

「じゃあでっかい丸いケーキにしよう。石田、ケーキの表面にちゃんと『京介君入院おめでとう』って書いてもらってよ」

　顔中を苦々しく歪ゆがめ、石田が病室を出て行く。廊下で何かひっくり返す音が響ひびき、看護師が走り回ったりして、少しの間だけ騒そう然ぜんとした空気が流れた。

　ベッドの背に寄りかかり、京介はため息のついでに尋たずねた。

「何か用か」

「ああ、そうそう。ちょっと報告と相談があってね。一応、事件の方は今日で全部片づいた。午後から華奈ちゃんの裁判があってね、それで終しゆう了りよう」

「…………」

　光主の肉体を京介が破は壊かいした行こう為いは、本家の上層部ではかなり問題視されたようだった。だが、当時の京介が家長代行権を受けていたことに加え、遠峰が上層部を言い伏ふせてくれたおかげで、特に処しよ罰ばつを受けずに済んだ。潜せん在ざい精神力で街を破壊した件は、その後修復作業も行なった点を考こう慮りよされ、こちらも減げん俸ぽう対象にはならなかった。

　減俸になったのは、警けい戒かい令発令中に起こした諸もろ々もろだ。家長の口くち添ぞえが効いたとしても、こちらは慣例により、恐おそらく八割近い減俸に達するということだった。

　本家の組織運営に関しては、若干の変へん更こうが発生した。これまでは、組織の創設者一族である光主が運営資金を提供し、同時に運営に対する大きな発言権を所持していた。だが今回の事件で光主は死亡し、後こう継けい者しやであった長女は犯罪者として裁かれ、今後本家を離はなれる予定である。実質的に、光主という立場そのものが崩ほう壊かいした。

　以降、これまで光主一族が受け継ついできた財産は、本家の共有資産となり、光主の権利は全すべて家長に移るものとされたそうだ。

　つまりは、本家の頂点に立つのは家長一人。そして現在の家長は、今椅子の上で気楽そうに欠伸あくびをしている遠峰だ。

　後で聞いた話だが、遠峰は術実験当日、再構成予定にあった光主の肉体を破壊するつもりだったらしい。光主に従う素そ振ぶりを見せつつ、潰つぶす機会を窺うかがっていたそうだ。自分では何ひとつしていないくせに、思った通りにことを運ぶこの男は、大物なのか単に運がいいか、どちらかだろうと京介は思った。

「もうすぐ夏休みね」

　サイドテーブルに置いた京介の教科書をつまらなそうに眺ながめ、豊花が呟つぶやいた。期末試験の彼女の成績はかなり悪かったらしく、両親にさんざん怒おこられたそうだ。夏休み中に自費で予備校に行くか、自費で家庭教師を雇やとうか、自力で毎日風ふ呂ろ掃そう除じをするか、どれか選ばないと高校を辞やめさせるとまで言われたらしい。

「京介、早く退院してね」

　豊花がベッドの隅すみから、笑えみを向けてきた。あまり見たことがない、柔やわらかな笑顔だった。

「退院したら、また一いつ緒しよに術者の仕事に励はげもう。あたしずっと待ってるから」

　両親の三さん択たくで、豊花は泣く泣く風呂掃除を選んだそうだが、その使命は退院後、どうせ京介に回ってくる。現実はいつも大変だ、と京介はつくづく思った。

「さてと、今度は相談の方の話。相談というか、提案なんだけど……」

　気楽な顔で豊花を見ていた遠峰が、椅子に座り直し、京介に目を向けてくる。

「護衛隊でね、今度、欠員が出るんだ」

「ふうん」

「で、二人ほど新隊員を募ぼ集しゆうしようと思ってるんだけどさ、君たちやらない？」

　京介は率そつ直ちよくに眉まゆを寄せた。どうして自分が家長の護衛なんてやらなくてはいけないのか、全く見当がつかなかった。しかも、「君たち」と言われたからには、豊花も含ふくまれるということになる。

「護衛隊って……え、護衛隊？　報酬が素す敵てきな、護衛隊？」

　しかし、豊花の方はまんざらでもなかったらしく、たちまち瞳ひとみをぴかぴかと輝かがやかせ始めた。遠峰が大きく頷うなずき返す。

「そう、素敵な護衛隊。ほら、約束したでしょう。『親族連れん鎖さ滅めつ却きやく』をやったら、基本給の十倍あげるって」

「うん」

「すぐには無理だろうけど、隊長クラスになれば、矯きよう正せい術者の十倍くらいもらえるよ」

「うんうん」

「まあ、君たちは継けい続ぞく試験に通ったばかりだし、護衛隊の採用試験自体がまだ先だから、すぐにとはいかないだろうけれど、考えておいて。試験免めん除じよにしてあげるから」

「うんうんうん。報ほう酬しゆうが素敵な護衛隊、考えておく。ねえ京介。京介も考えておくわよね、絶対考えるわよね」

　力ちから一いつ杯ぱい京介の手首を握にぎり、豊花が言った。

　嫌いやだと言ったら、多分このまま手首を折られて、新しい怪け我がを作ったことで医師に怒られ、そしていつまで経っても不自由な生活が終わらないことになる。京介は豊花の指を一本一本解ほどき、返事をため息でごまかした。その音を搔かき消すように、庭の方から蜩ひぐらしの鳴き声が響き始めた。

　自分の持つ力に誇ほこりが持てるようになるには、きっとまだ、知識と経験が足りない。今回の件で京介が思ったことは、それだった。だが目標ができただけでも、未来はいくらか明るいだろう。

　窓のカーテンが揺ゆれ、夕暮れ色の空が見える。空の片かた隅すみを、入道雲が気け怠だるそうに移動していた。季節は勝手に巡めぐる。それでもとりあえず新しい季節に追いつけたことに、京介は安あん堵どの息を吐はいた。







　あとがき







　締しめ切きり直前に交かわされた、私と担当さんの会話。

「原げん稿こうの調子、どうですか？」

「……それが、ちょっと、苦しい感じで……」

「ははあ、なるほど。でもまあ、大だい丈じよう夫ぶでしょう」

「はい？」

「試練だと思って、頑がん張ばって下さい」




　締め切り直後に交わされた、私と歯医者さんの会話。

「どうされました？」

「……それが、ちょっと、虫歯が痛くて……」

「じゃあ削けずっちゃいましょう。痛かったら言って下さいね」

「痛いです」

「大人なんだから、頑張って下さい」




　前巻を読んで下さった方、あるいは今回初めて私の本を手に取って下さった方、こんにちは、椎野美由貴です。お元気でしょうか。

　私は今日も元気にお仕事をしております。

　担当さんは、爽さわやかにこちらの泣き言を黙もく殺さつしてくれます。

　最近かかりつけになった歯医者さんは、なかなか厳しい人です。

　色々な人に色々と鍛きたえられて、色々と成長していければと思います。




「バイトでウィザード」は三巻目を迎むかえることができました。

　まずは、文庫や雑誌でいつもお世話になっているスニーカー編集部の大内さん、主藤さん、もう最高級に素す敵てきなイラストを描えがいて下さっている原田たけひとさん、出版に係かかわって頂いている全すべての方々に、心よりお礼を申し上げます。

　そして、本を買って下さった読者の皆みなさま。大変感謝しております。できましたら、次巻も読んで頂けると嬉うれしいです。

　励はげましのお手紙を下さった方々、ありがとうございます。嬉しかったのは学生の方が「試験勉強しないで読んじゃいました」と言って下さったことです。私も昔、そうでした。そうやって読んだ小説や漫まん画がは、今でも大好きです。

　皆さまの生活の片かた隅すみに、これからも私の書いた物語があり続ければ、この上なく幸せです。

　頑張りますので、応おう援えんよろしくお願いします。





椎野美由貴　　


















本文中に、今日の状況に照らして不当・不適切と思われる語句や表現がありますが、作品発表当時の時代的背景を鑑み、底本のままとしております。
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